
区分 様式 枝番 名　　称 ページ

1 貸付希望農用地等の登録申請書 1

2 貸付希望農用地等の登録抹消願い 2

3 農用地等の借受申込書 3

1 貸付希望者情報 4

2 借受希望者情報 5

3 マッチングリスト 6

1 農用地利用集積計画一式（出し手）

2
機構関連事業について
(契約期間が15年以上の場合)

8 農用地利用集積計画一式（受け手） 18～33

9 農用地利用集積等促進計画案一式（再配分用） 34～49

10 利用状況改善に係る承諾書 50～51

農地賃貸借契約の解約に関する届出（通知）

1, 2
【公社借入】
農地法第１８条第１項第２号に係る合意書
農地法第１８条第６項の規定による通知書

3, 4
【公社貸付】
農地法第１８条第１項第２号に係る合意書
農地法第１８条第６項の規定による通知書

農地賃貸借料の変更に伴う同意願い（通知）

1 農地賃貸借料の変更に伴う同意願い

2 同意書

農地賃貸借料の変更に伴う同意願い（通知）

1 農地賃貸借料の変更に伴う同意願い

2 同意書

農地賃貸借料の変更に伴う同意願い（通知）

1 農地賃貸借料の変更に伴う同意願い

2 同意書

賃
料
変
更

賃
料
変
更

12
Ⅱ

【受け手】農地賃貸借料の変更について

76～81

業務委託先→公社

受け手→業務委託先→公社

受け手→業務委託先→公社

12
Ⅰ

12

【出し手・受け手】農地賃貸借料の変更について

64～69

業務委託先→公社

出し手・受け手→業務委託先→公社

出し手・受け手→業務委託先→公社

7～17

業務委託先→公社

出し手→業務委託先→公社

出し手→業務委託先→公社

【出し手】農地賃貸借料の変更について

52～63出し手→業務委託先→公社

受け手→業務委託先→公社

出し手→公社

70～75

7

業務委託先（出し手）→公社→農業委員会

出し手→業務委託先→公社

業務委託先（受け手）→公社→農業委員会

集
積
計
画
・

促
進
計
画
案

業務委託先（受け手）→公社

秋田県農地中間管理事業　様式集・記載例（R５年７月現在）

使用者・提出先

借
受
・
貸
付
の

申
込

受け手→業務委託先

リ
ス
ト

6 業務委託先

出し手→業務委託先

5 出し手→業務委託先

解
約
関
係

11

業務委託先→公社



区分 様式 枝番 名　　称 ページ

1, 2 相続登記完了の場合

3, 4 相続登記未了の場合

5, 6 相続登記完了により相続人変更の場合

1、2 相続による名義変更

権利
移転

15 農用地利用集積等促進計画案一式（権利移転用） 98～113

1
【出し手】
住所・氏名・金融機関口座の変更について

114～117

2
【受け手（個人）】
住所・氏名・金融機関口座の変更について

118～122

3
【受け手（法人）】
所在地・名称・代表者・金融機関口座の変更について 123～127

1、2
契約期間の延長
（Ｈ29.9.25以降の契約が対象）

128～132

3、4
農用地利用集積計画の撤回
（Ｈ29.9.24以前契約が対象）

133～137

一時
転用

18 農地一時転用の同意願いについて 138～142

使用者・提出先

機構
関連
事業

17

出し手→業務委託先→公社

出し手→公社→市町村

そ
の
他
変
更

16

出し手→業務委託先→公社

受け手→業務委託先→公社

秋田県農地中間管理事業　様式集・記載例（R５年７月現在）

受け手→業務委託先→公社

93～97

受け手→業務委託先→公社

相続人→業務委託先→公社

82～9213

業務委託先（受け手）→公社

名
義
変
更

【出し手】名義変更と送金先の変更について

相続人→業務委託先→公社

相続人代表→業務委託先→公社

14

【受け手】名義変更と振替口座の変更について

出し手・受け手→業務委託先→公社



区分
参考
様式

枝番 名　　称 ページ

贈与税の納税猶予の特定貸付けに関する
届出書について

特定貸付けを行った旨の証明書

相続税の納税猶予の特定貸付けに関する
届出書について

特定貸付けを行った旨の証明書

2
農地中間管理機構が借受けをしない農用地
等について（証明願）

149

原本
還付

3 戸籍関係書類の原本還付について 150

1
農用地利用集積等促進計画（案）に対する
意見聴取について（依頼）

151

2
農用地利用集積等促進計画（案）に対する
意見聴取について（回答）

152

5
農用地利用集積等促進計画の策定につい
て（要請）

153

※記載例の記入されている様式のうち、

　○青字がデータ入力が必要な箇所または入力フォーム等に入力したデータが反映される箇所

　○緑字が自署など手書きが必要な箇所　　となります

※各様式の市町村等からの鑑文の公印については、各市町村等の規程に基づき、省略しても構いま
せん

促
進
計
画

4

市町村→農業委員会

農業委員会→市町村

農業委員会→公社

出し手→業務委託先→公社

業務委託先→公社

146～148

出し手→業務委託先→公社

1

1

2

参　考　様　式

使用者提出先

各
種
証
明

業務委託先→公社

143～145

出し手→業務委託先→公社

市町村→公社



区分 様式 枝番 名　　称

押印欄の削除

受け手の公募が廃止されたため、公募に係
る様式の削除

2 貸付希望農用地等の登録抹消願い

3 農用地等の借受申込書

7 農用地利用集積計画一式（出し手）

8 農用地利用集積計画一式（受け手）

9 農用地利用集積等促進計画案一式（再配分用）

権利
移転

15 農用地利用集積等促進計画案一式（権利移転用）

一時
転用

18 農地一時転用の同意願いについて

区分
参考
様式

枝番 名　　称

原本
還付

3 戸籍関係書類の原本還付について

1
農用地利用集積等促進計画（案）に対する
意見聴取について（依頼）

2
農用地利用集積等促進計画（案）に対する
意見聴取について（回答）

5
農用地利用集積等促進計画の策定につい
て（要請）

改訂の内容

様式番号の変更（参考様式３に変更）。

促
進
計
画

4

法改正に伴い、新設。

様式を新設。

一時転用に係る計画や図面など、一時転用の内容が確認できる書類を添付
するよう見直し。

主な改訂内容について（R５年７月現在）

改訂の内容

原則、押印不要。
ただし、業務受託機関の判断で引き続き押印しても可。
押印省略に伴い、各様式において印鑑証明書の添付が必要なケースを整
理。

様式の改廃に伴い、様式番号の１～４は欠番とする。

借
受
・
貸
付
の

申
込

5

共
通

チェックリストの見直し（地域計画が策定された場合は集積計画が使用でき
なくなることから、地域計画未策定であることをチェックリストで確認する仕組
みとした）。

集
積
計
画
・
促
進
計
画
案

参考様式３号だったものを様式第５号の２に繰り上げ。

受け手の申込書を新設。

様式を新設。
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0
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㎡

３
　

注
意

事
項

1
記

入
で

き
る

農
用

地
等

は
市

街
化

区
域

以
外

の
農

用
地

等
で

す
（

不
明

の
場

合
は

市
町

村
農

林
担

当
課

へ
お

問
い

合
わ

せ
く

だ
さ

い
。
）

2
受

け
手

が
見

つ
か

ら
な

い
場

合
は

事
業

の
活

用
は

で
き

ま
せ

ん
。

3
筆

数
が

1
5
筆

を
超

え
る

場
合

は
別

葉
に

し
て

く
だ

さ
い
。

4
農

地
貸

付
者

に
は

、
貸

付
契

約
１

件
に

つ
き
5
,
0
0
0
円

(
契

約
初

年
度

の
み
)
の

手
数

料
を

負
担

し
て

い
た

だ
き

ま
す
。

（
同

一
年

度
内

の
同

一
市

町
村

内
で

の
契

約
に

係
る

手
数

料
の

上
限

は
5
,
0
0
0
円

）
5

抵
当

権
が

設
定

さ
れ

て
い

る
農

地
は

、
受

け
手

の
承

諾
が

得
ら

れ
れ

ば
借

受
可

能
で

す
。

6
地

上
権

、
永

小
作

権
、

質
権

等
(
地

役
権

は
含

ま
な

い
)
が

設
定

さ
れ

て
い

る
農

地
は

借
受

可
能

で
す

が
、

権
利

者
の

同
意

が
必

要
と

な
り

ま
す
。

7
賦

課
金

滞
納

、
差

押
、

所
有

権
移

転
請

求
権

仮
登

記
の

あ
る

農
地

は
借

受
で

き
ま

せ
ん

。
契

約
手

続
き

ま
で

に
解

消
し

て
い

た
だ

く
よ

う
お

願
い

し
ま

す
。

8
1
5
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以
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の
借

受
期

間
を

設
定

し
た

農
用

地
等

に
つ

い
て

は
、

土
地

改
良

法
（

昭
和
2
4
年

法
律

第
1
9
5
号

）
第

8
7
条

の
３

第
１

項
の

土
地

改
良

事
業

が
行

わ
れ

る
こ

と
が

あ
り

ま
す
。

※
添

付
書

類
：

当
該

農
地

の
詳

細
が

分
か

る
も

の
（

固
定

資
産

税
台

帳
課

税
明

細
書

の
写

し
、

農
地

台
帳

の
写

し
等
）

面
積

（
㎡

）
利

用
内

容

◎
◎

◎

◎
◎

◎

◎
◎

◎

◎
◎

◎

字

※
借

入
年

数
は

原
則
1
0
年

以
上

と
し

ま
す

。
（

機
構

関
連

事
業

に
つ

い
て

は
、
1
5
年

以
上

が
必

須
で

す
。
）

※
未

相
続

の
場

合
は

、
相

続
権

の
過

半
を

超
え

る
法

定
相

続
人

の
同

意
が

あ
れ

ば
、
4
0
年

以
内

で
借

り
入

れ
が

可
能

で
す
。

◎
◎

◎

最
低

賃
料

（
円

）

貸
付

希
望

農
用

地
等

の
登

録
申

請
書

１
　

貸
付

希
望
者

３
 
注

意
事

項
に

つ
い
て

 
説

明
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受
け

ま
し

た
。

○
○

○
町

○
○
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○

○

番
号

農
地
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、
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地
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地
目
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様式第５号の２

公益社団法人　秋田県農業公社
　理 事 長 　　齋　藤　　了　　様

（申請者）

住　所

氏　名

番号 市町村名 大字 字 地番 地目 面積(㎡)
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

※添付書類：様式第５号の１「貸付希望農用地等の登録申請書」の写し

記

令和　　年　　月　　日

　●●　　年　　月　　日付けで「貸付希望農用地等の登録申請書」を提出した農用地等
のうち、下記の農地について貸付希望を取り下げますので、登録を抹消願います。
　

貸付希望農用地等の登録抹消願い

2



農用地等の借受申込書
様式第５号の３ （受け手用）

１　借受希望者

２　借受希望内容

氏　　　名
(法人名称)

法人代表者
職名・氏名
(法人の場合)

(フリガナ)

(フリガナ)

申込年月日　　令和　　　　年　　　　月　　　　日

住　　　所
(法人所在地)

〒

　（　市　町　村　長　名　を　記　載　）　　あて

●

希望農用地

現況地目 田 規模(面積) ●●㎡ 借受期間 ●年

市町村名 ●●市 地番・筆数 ●●字●● ほか 筆

3
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情
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N
O
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者
の

情
報

4
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）
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ﾀ
ﾛ
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３
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ﾌ
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ﾜ
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○
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◎
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２
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受
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申

込
年

月
日

5



（
様

式
第

６
号

の
３

）

　
マ

ッ
チ

ン
グ

リ
ス

ト
地

目

土
地

所
有

者
契

約
者

(相
続

人
等

)
フ

リ
ガ

ナ
郵

便
番

号
市

町
村

大
字

～
番

地
大

字
字

地
番

登
記

簿
現

況
始

期
終

期
氏

名
ま

た
は

名
称

フ
リ

ガ
ナ

郵
便

番
号

市
町

村
大

字
～

番
地

地
目

面
積

作
物

種
別

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

1
6

1
7

1
8

1
9

2
0

借
受

希
望

賃
借

料
（
円

）
N

O

契
約

期
間

土
地

の
表

示
登

記
簿

面
積

（
㎡

）

1
0a

単
価

（
円

）
利

用
内

容

契
約

者
の

情
報

借
受

希
望

者

6



同
意
依
頼

1
部

⇒
各
月
の
契
約
書
類
一
式
に
対
し
て
、
１
部

農
用
地
利
用
集
積
計
画

3
部

共
通
事
項

3
部

公
社
借
入
代
金
支
払
明
細
書

2
部

確
認
書

2
部

組
合
員
資
格
得
喪
通
知
書

1
部

様
式
７
号
の
２

2
部

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

1
部

⇒
各
月
の
契
約
書
類
一
式
に
対
し
て
、
１
部

●
そ

の
他

の
添

付
書
類

・
本

エ
ク

セ
ル

デ
ー

タ
は

メ
ー

ル
で

提
出

し
て

く
だ

さ
い
。

【
連
絡
先
】

秋
田
県
秋
田
市
山
王
四
丁
目
１
番
２
号

秋
田
県
農
業
公
社
　
農
地
集
積
課

電
話
：
0
1
8
-
8
9
3
-
6
2
2
3

シ
ー
ト
の
選
択

●
　
用
紙
印
刷
ボ
タ
ン

出
し
手
　
　
　
公
社

・
戸

籍
の
附
票
な
ど
（
不
動
産
登
記
と
現
住
所
が
異
な
る
場
合
）

⇒
契
約
年
数
1
5
年
以
上
（
機
構
関
連
事
業
の
実
施
農
地
）
の
み

　
様

式
第

７
号
　
農
地
借
入
用
紙
（
農
用
地
利
用
集
積
計
画
）
作
成
フ
ァ
イ
ル

●
　
シ
ー
ト
別
選
択
操
作
ボ
タ
ン

●
　
情
報
の
入
力

●
 
作

成
書

類
印
刷
部
数

・
不

動
産

登
記

の
現

在
事

項
証

明
書

・
通

帳
の

写
し

・
相

続
関

係
書

類
（

相
続

登
記

未
了

の
場

合
）

・
印

鑑
登

録
証

明
書

（
相

続
登

記
未

了
の

場
合
）１

部
　

公
社

へ
提
出

１
部

　
本

人
控
え

１
部

　
公

社
へ

提
出

１
部

　
本

人
控
え

１
部

　
公

社
へ

提
出

１
部

　
本

人
控
え

7



（公社借入）

年 月 日

公益社団法人 秋田県農業公社

  理 事 長   齋　藤　　了　 様

5 年 4 月 10

　

農用地利用集積計画の同意について

2025

○○市長  水田　守

　旧農業経営基盤強化促進法第18条第1項の規定により、農用地利用集積

計画を定めたいので、同意下さるようお願いいたします。

令和

（参考・農委総会開催予定日 令和 日）

8



（
令

和
5

年
4

月
1
5

日
公

告
）

0
1
0
-
0
9
5
1

1
2
3
-
4
5
6
7

面
積

大
字

字
地

番
㎡

 
◎

◎
◎

●
●

●
1

1
,
2
0
3
.
0
0

賃
借

権
水

田
1
0
,
0
0
0

 
◎

◎
◎

●
●

●
2

2
,
3
0
1
.
0
0

賃
借

権
水

田
1
0
,
0
0
0

 
◎

◎
◎

●
●

●
3

3
4
5
.
0
0

賃
借

権
水

田
1
0
,
0
0
0

 
◎

◎
◎

●
●

●
4
-
1

2
3
6
.
0
0

賃
借

権
水

田
1
0
,
0
0
0

 
◎

◎
◎

●
●

●
5

3
,
1
4
5
.
0
0

賃
借

権
水

田
1
0
,
0
0
0

田
5

筆
㎡

畑
筆

㎡
筆

そ
の
他

筆
㎡

㎡

　
　

　
こ

の
計

画
に

同
意

す
る
。

令
和

　
　

　
年

　
　

　
月

　
　

　
日

利
用

権
の

設
定

を
受

け
る
者

住
所

利
用

権
の

設
定

を
す

る
者

住
所

住
所

7
,
2
3
0
.
0
0

○
○

市
△

△
町
3
番

地
1

毎
年
1
2
月
1
0
日

ま
で

賃
貸

人
の

指
定

口
座

へ
振

込
む

7
2
,
3
0
0

氏
名

又
は

名
称

（
自

署
）

借
賃

の
支

払
い

方
法

5

7
,
2
3
0
.
0
0

令
和
5
年
4
月
1
6
日

令
和
2
0
年
4
月
1
5
日

合
　

　
計

公
益

社
団

法
人

　
秋

田
県

農
業

公
社

氏
名

又
は

名
称

（
自

署
）

始
期

存
続

期
間

(
終

期
)

賃
貸
借

年
借

賃
料

秋
田

　
太

郎

□
□

□

円

3
1
,
4
5
0

利
用

権
を

設
定

す
る

者
以

外
の

者
で

利
用

権
を

設
定

す
る

土
地

に
つ

き
所

有
権

そ
の

他
の

使
用

収
益

権
を

有
す

る
者

利
用

権
設

定
等

促
進

事
業

の
実

施
に

よ
り

成
立

す
る

利
用

権
の

設
定

等
に

係
る

当
事

者
間

の
法

律
関

係
(
E
)

田
2
3
,
0
1
0

（
同

上
）

氏
名

又
は

名
称

　
理

 
事

 
長

　
　

齋
　

藤
　

　
了

（
同

上
）

利
用

権
を

設
定

す
る

土
地

の
（

Ｂ
）

以
外

の
権

原
者

等
（

Ｆ
）

○
○

市
○

○
○

町
○

○
字

○
○

氏
名

又
は

名
称

氏
　

名
　

又
は

　
名

　
称

秋
田

　
太

郎

田
1
2
,
0
3
0

2
,
3
6
0

□
□

□

田
田田

公
社

用
利

用
権

設
定

関
係

1
．

各
筆

明
細

整
　

理
　

番
　
号

利
用

権
の

設
定

を
受

け
る

者
（

Ａ
）

（
受

け
手

）

1
5
1
0
4
0
0
0
1

 
 
理

 
事

 
長

 
 
 
齋

　
藤

　
　
了

所
在

地
目

利
用

権
の

種
類

現
況

借
賃

登
記

簿

公
益

社
団

法
人
 
秋

田
県

農
業

公
社

備
考

利
用

権
を

設
定

す
る

土
地

（
Ｃ

）
：

○
○

市

利
用

権
の

設
定

を
す

る
者

（
Ｂ
）

（
出

し
手

）

氏
　

名
　

又
は

　
名

　
称

住
　

所

郵
便

番
号

設
定

す
る

利
用

権
の

内
容

（
Ｄ

)

住
所

1
2
3
4
-
5
6
-
7
8
9
0

電
話

番
号

円

権
原

の
種

　
類

土
地

改
良

区
名

(
G
)

利
用

内
容

借
賃

（
円

/
1
0
a
）

住
　

所

郵
便

番
号

所
有

権
(
1
/
2
)

□
□

□

□
□

□

田

3
,
4
5
0

○
○

市
△

△
町
3
番

地
1

田

秋
田

　
花

子

田

田

田

秋
田

市
山

王
四

丁
目

１
番

２
号

□
□

□

電
話

番
号

0
1
8
-
8
9
3
-
6
2
2
3

9



2
．

共
通

事
項

（
１

）
利

用
権

の
設
定

　
１

の
各

筆
明

細
に

記
載

さ
れ

た
土

地
（

以
下

「
当

該
土

地
」

と
い

う
。

）
の

利
用

権
は

、
本

計
画

の
公

告
に

よ
り

設
定

さ
れ

る
。

（
２

）
借

賃
の

増
減

額
請
求

（
３

）
借

賃
の

改
訂

（
４

）
借

賃
の

支
払

猶
予

（
５

）
賃

貸
人

の
負
担

（
６

）
転
貸

　
乙

は
当

該
土

地
を

、
第

三
者

に
転

貸
し

て
当

該
転

借
人

に
使

用
及

び
収

益
さ

せ
る

こ
と

が
で

き
る
。

（
７

）
借

賃
の

減
額

ア イ

（
８

）
境

界
の

明
示

　
甲

は
、

当
該

土
地

に
設

定
す

る
利

用
権

の
始

期
ま

で
に

、
自

己
の

費
用

を
も

っ
て

現
地

に
お

い
て

隣
地

と
の

境
界

を
明

示
す

る
。

（
９

）
障

害
の

除
去
等

（
1
0
）

修
繕

及
び

改
良

ア イ
　

乙
は

、
甲

の
同

意
を

得
て

当
該

土
地

の
改

良
を

行
い

又
は

転
借

人
に

改
良

を
行

わ
せ

る
こ

と
が

で
き

る
。

た
だ

し
、

そ
の

改
良

が
軽

微
で

あ
る

場
合

に
は

甲
の

同
意

を
要

し
な

い
。

ウ
　

修
繕

費
又

は
改

良
費

の
負

担
及

び
償

還
は

、
別

表
１

に
定

め
た

も
の

を
除

き
、

民
法

、
土

地
改

良
法

等
の

法
令

に
従

う
。

（
1
1
）

附
属

物
の

設
置
等

ア イ ウ

（
1
2
）

租
税

公
課

等
の

負
担

ア
　

甲
は

、
当

該
土

地
に

係
る

固
定

資
産

税
そ

の
他

の
租

税
を

負
担

す
る
。

イ
　

当
該

土
地

に
係

る
農

業
保

険
法

に
基

づ
く

共
済

掛
金

及
び

賦
課

金
は

、
転

借
人

が
負

担
す

る
。

ウ
　

当
該

土
地

に
係

る
土

地
改

良
区

の
賦

課
金

等
は

、
別

表
２

に
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
る

ほ
か

は
、

転
借

人
が

負
担

す
る
。

エ
　

そ
の

他
当

該
土

地
の

通
常

の
維

持
管

理
に

要
す

る
経

費
は

、
転

借
人

が
負

担
す

る
。

　
ア

及
び

イ
の

規
定

に
か

か
わ

ら
ず

、
甲

が
附

属
物

を
収

去
し

な
い

こ
と

に
同

意
し

て
い

る
と

き
に

限
り

、
乙

及
び

転
借

人
は

収
去

の
義

務
を

負
わ

な
い

。
こ

の
場

合
、

乙
及

び
転

借
人

が
支

出
し

た
費

用
に

つ
い

て
は

、
甲

が
費

用
償

還
に

同
意

し
て

い
る

場
合

に
限

り
、

乙
及

び
転

借
人

は
甲

に
対

し
て

償
還

の
請

求
を

す
る

こ
と

が
で

き
る
。

 
　

こ
の

農
用

地
利

用
集

積
計

画
（

以
下

「
本

計
画

」
と

い
う

。
）

の
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
り

設
定

さ
れ

る
利

用
権

は
、

１
の

各
筆

明
細

に
定

め
る

も
の

の
ほ

か
、

次
に

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

る
。

　
利

用
権

を
設

定
す

る
者

（
以

下
「

甲
」

と
い

う
。

）
及

び
利

用
権

の
設

定
を

受
け

る
者

（
公

益
社

団
法

人
 
秋

田
県

農
業

公
社
 
以

下
「

乙
」

と
い

う
。

）
は

、
当

該
土

地
の

１
の

各
筆

明
細

に
記

載
さ

れ
た

面
積
と

実
測

面
積

と
の

間
に

差
異

が
あ

っ
て

も
、

異
議

を
述

べ
ず

、
ま

た
、

借
賃

の
増

減
を

請
求

し
な

い
。

　
本

計
画

を
定

め
た

後
、

借
賃

の
改

訂
に

当
た

っ
て

は
、

農
地

法
第
5
2
条

の
農

業
委

員
会

が
提

供
す

る
借

賃
の

動
向

や
地

域
関

係
者

に
よ

る
協

議
結

果
等

を
勘

案
し

て
、

甲
、

乙
が

協
議

し
て

定
め

る
額

に
改

訂
す

る
。

　
甲

は
、

乙
が

災
害

そ
の

他
や

む
を

得
な

い
事

由
の

た
め

、
１

の
各

筆
明

細
に

記
載

さ
れ

た
借

賃
の

支
払

期
限

ま
で

に
借

賃
の

支
払

を
す

る
こ

と
が

で
き

な
い

場
合

に
は

、
相

当
と

認
め

ら
れ

る
期

日
ま

で
そ

の
支
払

を
猶

予
す

る
。

　
甲

は
、

乙
が

本
計

画
を

実
行

す
る

に
つ

き
必

要
な

諸
経

費
と

し
て

、
1
契

約
あ

た
り
5
,
0
0
0
円

の
手

数
料

を
負

担
す

る
も

の
と

し
、

こ
の

手
数

料
は

乙
か

ら
甲

へ
支

払
わ

れ
る

初
回

の
借

賃
か

ら
差

引
く

こ
と

に
同
意

す
る

。
た

だ
し

、
借

賃
が
5
,
0
0
0
円

に
満

た
な

い
場

合
は

、
甲

の
負

担
に

お
い

て
、

乙
の

指
定

す
る

口
座

へ
振

込
む

も
の

と
す

る
。

　
利

用
権

の
目

的
物

が
農

地
で

あ
る

場
合

で
、

目
的

物
の

転
借

人
か

ら
乙

に
対

し
て

農
地

法
（

昭
和
2
7
年

法
律

第
2
2
9
号

）
第

2
0
条

又
は

民
法

第
6
0
9
条

の
規

定
に

基
づ

く
借

賃
の

減
額

請
求

が
あ

り
、

乙
が

当
該
借

賃
を

減
額

す
る

場
合

に
は

、
乙

は
甲

に
対

し
て

、
借

賃
の

減
額

を
請

求
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

減
額

さ
れ

る
べ

き
額

は
、

甲
及

び
乙

が
協

議
し

て
定

め
る

も
の

と
し

、
そ

の
協

議
が

調
わ

な
い

と
き

は
、

農
業

委
員

会
が

認
定

し
た

額
と

す
る
。

　
目

的
物

の
一

部
が

滅
失

そ
の

他
の

事
由

に
よ

り
使

用
及

び
収

益
を

す
る

こ
と

が
で

き
な

く
な

っ
た

場
合

で
、

乙
又

は
転

借
人

の
責

め
に

帰
す

る
こ

と
が

で
き

な
い

事
由

に
よ

る
と

き
は

、
賃

料
は

そ
の

使
用

及
び

収
益

を
す

る
こ

と
が

で
き

な
く

な
っ

た
部

分
の

割
合

に
応

じ
て

減
額

さ
れ

、
目

的
物

が
使

用
及

び
収

益
を

す
る

こ
と

が
可

能
と

な
っ

た
と

き
は

減
額

前
の

賃
料

に
戻

る
。

な
お

、
賃

料
の

減
額

の
時

期
及

び
減

額
前

の
賃

料
に

戻
る

時
期

並
び

に
減

額
の

割
合

に
つ

い
て

は
、

作
物

の
作

付
・

収
穫

の
状

況
を

踏
ま

え
て

甲
及

び
乙

が
協

議
し

て
定

め
る
。

　
甲

は
、

地
下

埋
設

物
、

土
壌

汚
染

、
軟

弱
地

盤
等

、
農

地
と

し
て

の
利

用
に

支
障

を
き

た
す

も
の

を
除

去
し

た
う

え
乙

に
引

き
渡

す
と

と
も

に
、

利
用

権
の

存
続

期
間

中
に

お
い

て
は

、
利

用
権

の
行

使
の

妨
げ
と

な
る

行
為

を
行

っ
て

は
な

ら
な

い
。

　
甲

は
、

乙
及

び
転

借
人

の
責

に
帰

す
べ

き
事

由
に

よ
ら

な
い

で
生

じ
た

当
該

土
地

の
損

耗
に

つ
い

て
、

自
ら

の
費

用
と

責
任

に
お

い
て

当
該

土
地

を
修

繕
す

る
。

た
だ

し
、

緊
急

を
要

す
る

と
き

そ
の

他
甲

に
お

い
て

修
繕

す
る

こ
と

が
で

き
な

い
場

合
で

甲
の

同
意

を
得

た
と

き
は

、
乙

が
修

繕
し

又
は

転
借

人
に

修
繕

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

る
。

こ
の

場
合

に
お

い
て

、
乙

又
は

転
借

人
が

修
繕

の
費

用
を

支
出

し
た

と
き

は
、

甲
に

対
し

て
、

そ
の

費
用

の
償

還
を

請
求

す
る

こ
と

が
で

き
る
。

　
乙

が
、

当
該

土
地

に
果

樹
等

の
永

年
性

作
物

、
ハ

ウ
ス

等
の

農
業

用
施

設
（

以
下

「
附

属
物

」
と

い
う

。
）

の
設

置
を

行
う

場
合

に
は

、
乙

は
市

町
村

及
び

農
業

委
員

会
に

事
前

に
相

談
を

行
い

、
甲

の
同

意
を

得
る

。
　

ま
た

、
乙

が
附

属
物

の
設

置
を

し
た

場
合

に
お

い
て

、
賃

貸
借

又
は

使
用

貸
借

が
終

了
し

た
と

き
は

、
当

該
附

属
物

を
収

去
す

る
義

務
を

負
う
。

　
転

借
人

が
当

該
土

地
に

附
属

物
の

設
置

を
行

う
こ

と
に

つ
い

て
、

乙
が

同
意

し
よ

う
と

す
る

場
合

に
は

、
乙

は
事

前
に

設
置

に
つ

い
て

甲
の

同
意

を
得

る
。

　
ま

た
、

転
借

人
が

甲
及

び
乙

の
同

意
を

得
て

附
属

物
を

設
置

し
た

場
合

に
お

い
て

、
賃

貸
借

又
は

使
用

貸
借

が
終

了
し

た
と

き
は

、
転

借
人

は
甲

に
対

し
て

直
接

当
該

附
属

物
を

収
去

す
る

義
務

を
負

い
、

乙
は

甲
に

対
し

て
収

去
の

義
務

を
負

わ
な

い
。
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（
1
3
)
 
賃

貸
借

又
は

使
用

貸
借

の
解
除

（
1
4
）

賃
貸

借
又

は
使

用
貸

借
の

終
了

（
1
5
）

目
的

物
の

返
還

（
1
6
）

利
用

権
に

関
す

る
事

項
の

変
更

の
禁
止

（
1
7
）

利
用

権
取

得
者

の
責
務

　
乙

は
、

転
借

人
に

対
し

、
本

計
画

に
定

め
る

と
こ

ろ
に

従
い

、
当

該
土

地
を

効
率

的
か

つ
適

正
に

利
用

す
る

よ
う

指
導

す
る

も
の

と
す

る
。

（
1
8
）

そ
の

他
　

本
計

画
に

定
め

の
な

い
事

項
及

び
本

計
画

に
疑

義
が

生
じ

た
と

き
は

、
甲

、
乙

及
び

市
町

村
が

協
議

し
て

定
め

る
。

別
表

１
　

修
繕

費
及

び
改

良
費

の
負

担
に

係
る

特
約

事
項

別
表

２
　

土
地

改
良

区
の

賦
課

金
等

に
係

る
特

約
事
項

特
記

事
項

（
公

社
借

入
）

１
．

賃
貸

人
の

耕
作

面
積

（
契

約
前
）
及
び
年
令

※
　

既
存

の
貸

付
地

を
公

社
に

貸
付

け
す

る
場

合
は

、
解

約
手

続
き

が
必

要
で

す
。

２
．

申
出

理
由

(
○

)
離

農
(

)
規

模
縮

小
(

)
労

働
力

不
足

（
)
耕

作
不

便
(

)
農

地
借

換

(
)
経

営
転

換
［

(
)
畑

作
物

(
)
畜

産
等

(
)
果

樹
］

(
)
法

人
へ

の
参
加

(
)
生

産
調

整
(

)
資

金
調

達
(

)
そ

の
他

（
）

6
8

借
入

地

貸
付

地

自
作

地
7
,
2
3
0

7
,
2
3
0

区
分

田
畑

計
採

草
放

牧
地

年
　

齢
 
（

歳
）

㎡
㎡

㎡
㎡

賦
課

金
等

の
種
類

負
担

区
分
(
実

負
担

者
)

備
　

　
　

　
考

全
賦

課
金

所
有

者

　
乙

は
、

「
農

地
中

間
管

理
事

業
の

推
進

に
関

す
る

法
律

」
（

平
成
2
5
年

法
律

第
1
0
1
号

）
第

2
0
条

第
1
号

又
は

第
2
号

に
該

当
す

る
と

き
は

、
知

事
の

承
認

を
受

け
て

、
利

用
権

に
係

る
賃

貸
借

又
は

使
用

貸
借

を
解
除

す
る

こ
と

が
で

き
る
。

　
天

災
地

変
そ

の
他

、
甲

及
び

乙
並

び
に

転
借

人
の

責
に

帰
す

べ
か

ら
ざ

る
理

由
に

よ
り

当
該

土
地

の
全

部
が

滅
失

そ
の

他
の

事
由

に
よ

り
使

用
及

び
収

益
を

す
る

こ
と

が
で

き
な

く
な

っ
た

場
合

に
は

、
本

計
画
の

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

り
設

定
さ

れ
た

利
用

権
に

係
る

賃
貸

借
又

は
使

用
貸

借
は

終
了

す
る
。

　
賃

貸
借

又
は

使
用

貸
借

が
終

了
し

た
と

き
は

、
乙

は
、

そ
の

終
了

の
日

か
ら

３
０

日
以

内
に

、
甲

に
対

し
て

、
当

該
土

地
を

原
状

に
回

復
し

て
返

還
す

る
（

附
属

物
の

取
扱

い
に

つ
い

て
は

（
1
1
）

に
よ

る
。

）
。

た
だ

し
、

災
害

そ
の

他
の

不
可

抗
力

、
修

繕
若

し
く

は
改

良
行

為
又

は
当

該
土

地
の

通
常

の
利

用
に

よ
っ

て
生

じ
た

形
質

の
変

更
に

つ
い

て
は

、
乙

は
、

原
状

回
復

の
義

務
を

負
わ

な
い
。

　
甲

及
び

乙
は

、
本

計
画

の
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
り

設
定

さ
れ

る
利

用
権

に
関

す
る

事
項

は
変

更
し

な
い

も
の

と
す

る
。

た
だ

し
、

甲
、

乙
及

び
市

町
村

が
協

議
の

う
え

、
真

に
や

む
を

得
な

い
と

認
め

ら
れ

る
場
合

は
、

こ
の

限
り

で
な

い
。

修
繕

又
は

改
良

の
工

事
名

甲
及

び
乙

並
び

に
転

借
人

の
費

用
に

関
す
る

支
払

区
分

の
内
容

乙
及

び
転

借
人

の
支

払
額

に
つ

い
て

甲
の

償
還

す
べ

き
額

及
び

方
法

備
　

　
　
考
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－

４．その他権利関係等（１筆でも該当するものがあったら「有」にして下さい）

無無 無 無 無 無

差押等 抵当権等
所有権移転請求権

仮登記等
賦課金滞納 相続未定 耕作の放棄

（１）初回の振込額は、公社借入手数料5,000円を差し引いた額となり
ます。（※ただし、初回の振込額が5,000円に満たない場合は所有者か
ら公社借入手数料5,000円を振り込んでいただきます。）

フリガナ ｱｷﾀ ﾀﾛｳ

口座名義人 秋田　太郎

備
　
考

送
　
金
　
先

金融機関名

口座の種類 口座番号普通預金 2345678

金融機関コード・店舗コード 1234 567

●×銀行 店舗名 ×●支店

公社提出用

3.公社借入代金支払明細書

市町村名 ○○市

公社への貸付け者氏名 秋田　太郎
代金受領
の方法

本人受領

12



１　契約内容について

○中間管理事業について

○契約手数料について

　契約初年度のみ１契約あたり５千円を徴収します。

○賃借料の精算について

○契約内容の変更について

２　個人情報の取扱いについて

令和　○年　○月　○日

住所

（自署） 氏名 秋田　太郎

○○市○○○町○○字○○

　この「契約内容及び個人情報の取扱い確認書」の記載内容について、同意しま
す。

公社提出用

国、県、市町村、農業委員会、農業協同組合、農業再生協議会、農業協同組
合中央会、農業会議、農業経営基盤強化資金（スーパーＬ資金）等の融資機
関、土地改良区　等

契約内容及び個人情報の取扱い確認書

関係
機関

　秋田県農地中間管理機構（秋田県農業公社）は、各筆明細に記載の農地につ
いて、農業経営基盤強化促進法及び農地中間管理事業の推進に関する法律に基
づき、農地中間管理権を取得します。
　当該農地は、同法に基づき耕作者に転貸しますが、転貸先（耕作者）の決定
にあたっては、機構に一任となります（事前に所有者の意向を確認した上で、
公益社団法人秋田県農業公社　農地中間管理事業規程に定める貸付先決定ルー
ルに基づき、決定します）。

賃借料５千円以上：初回の賃借料から手数料分を差し引いて振り込みます
賃借料５千円未満：納入通知書を発行しますので、入金をお願いします

　毎年12月10日（休業日の場合には前営業日）に指定の口座に振り込みます。

　契約内容（名義、住所、電話番号、口座等）に変更が生じた場合は、必ず秋
田県農業公社又は、手続きを行った市町村業務委託先（市町村農政主務課、農
業委員会、ＪＡ等）に御連絡ください。
　特に、契約者が死亡した場合、手続きが行われなければ賃借料の振り込みが
できませんので、御注意ください。

　秋田県農業公社が取得した個人情報は、個人情報の保護に関する法律（平成
15年５月30日法律第57号）及び関係法令に基づき、適正に管理し、農地中間管
理事業及び本事業に関連し、国や県等が実施する各種事業に利用します。
　なお、当該事業実施のため、次の関係機関に必要最小限度内において当該個
人情報を提供する場合がありますが、提供先の関係機関にも同様の取扱いを求
めます。
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　下記のとおり土地の（全部・一部）について、組合員たる資格を取得並びに喪失したので、
土地改良法第４３条の規定により通知します。

なお、これに伴う土地改良事業による一切の権利義務を資格取得者が承継します。

令和 5 年 4 月 16 日

□□□土地改良区　理事長　　様

資格喪失者（現資格者）

年 1 月 1 日

資格取得者（新資格者） 秋田市山王四丁目1-2

組合員番号 公益社団法人秋田県農業公社

（　　　　） 理 事 長　　齋　藤　　了

０１８-８９３-６２２３

記

資格得喪の対象たる土地

賦課金システム 賦課金徴収補助簿

受 付 印

関係帳簿更正済印

令和5年4月16日 ◎◎◎

 ◎◎◎

 ◎◎◎

 ◎◎◎

 ◎◎◎ ●●●

用 途
土地の所在地

地 目
大字 字 地番

水田

水田

水田

水田

●●●

●●●

●●●

●●●

氏 名

電 話 番 号

昭和 30

地 積 資格得喪 資格得喪
付 記

(㎡) 原 因 時 期

1,203.00 利用権設定

組合員資格得喪通知書

住 所

氏 名

水田

田

○○市

○○市○○○町○○字○○

秋田　太郎

1234-56-7890

住 所

組合員番号

1

2

3

4-1

田

田

田

田

5

345.00 利用権設定 令和5年4月16日

236.00 利用権設定 令和5年4月16日

2,301.00 利用権設定

電 話 番 号

（　　　　） 生 年 月 日

決

裁

理事長 副理事長 担当理事 事務局長 係(係員)

令和5年4月16日

3,145.00 利用権設定 令和5年4月16日
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　下記のとおり土地の（全部・一部）について、組合員たる資格を取得並びに喪失したので、
土地改良法第４３条の規定により通知します。

なお、これに伴う土地改良事業による一切の権利義務を資格取得者が承継します。

令和 5 年 4 月 16 日

□□□土地改良区　理事長　　様

資格喪失者（現資格者）

年 1 月 1 日

資格取得者（新資格者） 秋田市山王四丁目1-2

組合員番号 公益社団法人秋田県農業公社

（　　　　） 理 事 長　　齋　藤　　了

０１８-８９３-６２２３

記

資格得喪の対象たる土地

←どちらかに「○」を記入

←どちらかに「○」を記入

←どちらかに「○」を記入

氏 名 秋田　太郎

組合員資格得喪通知書

住 所 ○○市○○○町○○字○○

住 所

（　　　　） 生 年 月 日 昭和 30

組合員番号 電 話 番 号 1234-56-7890

氏 名

電 話 番 号

○○市

付 記
(㎡)大字 字 地番

土地の所在地
地 目 用 途

地 積 資格得喪 資格得喪
原 因 時 期

 ◎◎◎ ●●● 1 田 水田 1,203.00 利用権設定 令和5年4月16日

 ◎◎◎ ●●● 3 田 水田

 ◎◎◎ ●●● 2 田 水田

 ◎◎◎ ●●● 4-1 田 水田 236.00 利用権設定 令和5年4月16日

 ◎◎◎ ●●● 5 田 水田

事業償還賦課金 ○

耕作者支払 所有者支払

決

裁

受 付 印

経常賦課金 ○

賦課種別

関係帳簿更正済印

維持管理賦課金 ○

理事長 副理事長 担当理事 事務局長 係(係員)
賦課金システム 賦課金徴収補助簿

2,301.00 利用権設定 令和5年4月16日

345.00 利用権設定 令和5年4月16日

3,145.00 利用権設定 令和5年4月16日

准組合員制度を使用する改良区へ

の得喪通知は、本様式を使用

・二ツ井白神土地改良区

・にかほ市土地改良区

・仙北市神代土地改良区

・仙北市田沢湖若松堰土地改良区

・秋田県雄物川筋土地改良区

・山城水系土地改良区
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（様式７号の２） （農用地等の所有者向け）
※機構が１５年以上借り受ける場合

○ 　 機構関連事業について

○ 　機構関連事業の内容について

（機構チェック欄）

☑ ・

☑ ・

☑ ・

○ 　留意事項について

（機構チェック欄）

☑ ・

☑ ・

秋田県農地中間管理機構　御中

令和　　○年　　○月　　○日

○説明者
  秋田県農地中間管理機構

）

上記内容について説明を受けました。

○所有者

　氏　名(自署) 秋田　太郎

（２部作成、機構・出し手双方保管）

機構関連事業について

機構関連事業（土地改良法（昭和24年法律第195号）第87条の３第１項の土地改良事業を
いいます。）は、農地中間管理機構が借り入れている農用地等を対象に、農用地等の所有者
や貸付けの相手方の申請によらず、都道府県が農業者の費用負担や同意を求めずに基盤
整備を行う事業です。機構に貸し付けた農用地等については、機構関連事業が行われること
がありますので、その内容について説明します。

機構関連事業の対象となる農用地等は、秋田県農地中間管理機構（以
下「機構」といいます。）の借受期間が機構関連事業の計画の決定（公告）
時から15年以上あるものです。

機構関連事業は、都道府県が事業実施主体となって、農用地等の所有
者や貸付けの相手方の費用負担や同意を求めずに農地区画整備（これに
付随する農道、農業用排水路、暗渠等の整備を含む。）、農業用用排水施
設、農道及び暗渠等の整備を行う基盤整備事業です。

機構関連事業対象農用地等に係る農用地区域からの除外（農地転用）
については、機構の借受期間が満了し除外要件等を満たす場合に限り可
能です。

機構関連事業が行われた農用地等の所有者が機構への貸付けを、自
らの都合で一方的に解除した場合は、特別徴収金（工事に要した費用の全
部）が徴収されます。

　　（業務受託機関：○○市農林課

　本説明は、農地中間管理事業の推進に関する法律(平成25年法律第101号)に基づき、機構
関連事業の実施の有無にかかわらず、機構が農用地等を借り受けるに当たって、当該農用
地等の所有者及び貸付けの相手方に対して必ず行わなければならないこと(法律に基づく義
務)とされています。
　なお、本説明をもって、機構関連事業の実施について同意を求めるものではありません。

事業実施地域については、都道府県が各市町村・地域の農地や担い手
の実態、営農状況等を考慮した上で決定されます。
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（公社借入）

◆提出書類　※部数は１契約当たり

☑ 3 部

☑ 1 部

☑ 1 部

☑ 1 部

☑ 1 部

☑ 1 部

◆その他必要書類　※部数は１契約当たり

１　相続登記未了の場合（相続未登記農地）

☑ 1 部

☑ 1 部

☑ 1 部

☑ 1 部

☑ 1 部

２　登記現在事項証明書の所有者住所と集積計画の住所が異なる場合

☑ 1 部

３　契約年数が15年以上（機構関連事業の受益地）の場合

☑ 1 部

◆書類提出前の確認事項

☑ 今回契約する農地は地域計画未策定ですか。

（地域計画が策定された場合は、集積計画を使用することができません）

☑ 契約手続き時に運転免許証等の身分証明書により、契約者の本人確認を実施しましたか。

☑ 契約者に対して確認書により、手数料の徴収や契約変更の必要性について説明しましたか。

☑ 土地改良区賦課金等の負担区分を出し手・受け手に確認し、集積計画に記載しましたか。

☑ 相続登記未了の場合、戸籍謄本等の必要書類を添付し、相続関係が分かるようになっていますか。

☑ 登記現在事項証明書と集積計画で所有者住所が異なる場合、戸籍の附票等を添付していますか。

☑ 契約年数が15年以上（機構関連事業の受益地）の場合、説明書を添付していますか。

上記の内容について、確認しました。

所属

令和 ○ 年 ○ 月 ○ 日

氏名（自署） ○○　○○

農用地利用集積計画のチェックリスト

書類名等

被相続人の戸籍全部事項証明書
被相続人の出生～死亡までを確認できる戸籍謄
本、改正原戸籍謄本など

同意した相続人（同意者）の同意書 任意様式。実印を押印

相続関係説明図

登記事項現在事項証明書 不動産登記簿謄本

土地改良区の受益地は必要組合員資格得喪通知書

備　考部数

書類名等 部数

契約者、同意者の戸籍全部事項証明書 相続人の現在の戸籍謄本

同意者の印鑑登録証明書 契約書類には、実印を使用

○○市○○課

書類名等 部数 備　考

転居、転出入を証明する書類
住民票、戸籍の附票、戸籍の附票の除票、改正原
戸籍の附票など住所の確認できる書類

書類名等 部数 備　考

機構関連事業説明書（様式７号の２） ２部印刷。１部は本人控え

備　考

２部印刷。１部は本人控え

どの金融機関でも可。過去に機構と契約しており
同一口座を使用する場合不要

２部印刷。１部は本人控え。過去に機構と契約し
ており同一口座を使用する場合不要

農用地利用集積計画

公社借入代金支払明細書

通帳のコピー

契約内容及び個人情報の取扱い確認書

公社用、市町村（農委）用、本人用
※押印不要
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●
 
作

成
枚

数

書
類
送
付
鑑

1
部

⇒
各
月
の
契
約
書
類
一
式
に
対
し
て
、
１
部

農
用
地
利
用
集
積
計
画

3
部

集
積
計
画
添
付
書
類

3
部

共
通
事
項

3
部

様
式
第
8
号
の
2

1
部

承
諾
書

1
部

●
　
用
紙
印
刷
ボ
タ
ン

振
替
依
頼
書

2
部

振
替
届
出
書

1
部

組
合
員
資
格
得
喪
通
知

1
部

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

1
部

⇒
各
月
の
契
約
書
類
一
式
に
対
し
て
、
１
部

●
そ

の
他

の
添

付
書
類

・
本

エ
ク

セ
ル

デ
ー

タ
は

メ
ー

ル
で

提
出

し
て

く
だ

さ
い
。

【
連
絡
先
】

秋
田
県
秋
田
市
山
王
四
丁
目
１
番
２
号

秋
田
県
農
業
公
社
　
農
地
集
積
課

電
話
：
0
1
8
-
8
9
3
-
6
2
2
3

c
h
u
k
a
n
k
a
n
ri
@
a
k
-
a
g
ri
.o
r.
jp

様
式

第
８

号
の

１
　
農
地
貸
付
用
紙
（
農
用
地
利
用
集
積
計
画
）
作
成
フ
ァ
イ
ル

公
社
　
　
　
受
け
手

●
　
シ
ー
ト
別
選
択
操
作
ボ
タ
ン

シ
ー
ト
の
選
択

●
　
情
報
の
入
力

印
刷
部
数

・
定

款
の

写
し

（
法

人
の

場
合
）

１
部

 農
協

窓
口

に
提

出
１

部
 公

社
へ

提
出
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年 月 日

公益社団法人 秋田県農業公社

  理 事 長   齋　藤　　了　  様

5 年 4 月 10

　旧農業経営基盤強化促進法第18条第1項の規定により、農用地利用集積

計画を定めたいので、同意下さるようお願いいたします。

（参考・農委総会開催予定日 日）令和

　

令和

農用地利用集積計画の同意について

5 3

○○市長  水田　守

20

(公社貸付）
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（
令

和
5

年
4

月
1
5

日
公

告
）

0
0
0
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0
0
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0
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0
9
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面
積

大
字

字
地

番
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◎
◎
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.
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借

権
水

田
1
0
,
0
0
0
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◎
◎

●
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2
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0
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.
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0

賃
借

権
水

田
1
0
,
0
0
0

 
◎

◎
◎

●
●
●

3
3
4
5
.
0
0

賃
借

権
水

田
1
0
,
0
0
0

 
◎

◎
◎

●
●
●

4
-
1

2
3
6
.
0
0

賃
借

権
水

田
1
0
,
0
0
0

 
◎

◎
◎

●
●
●

5
3
,
1
4
5
.
0
0

賃
借

権
水

田
1
0
,
0
0
0

田
5

筆
㎡

畑
筆

㎡
筆

そ
の
他

筆
㎡

㎡

　
　

　
こ

の
計

画
に

同
意

す
る
。

令
和

　
　

　
年

　
　

　
月

　
　

　
日

利
用

権
の

設
定

を
受

け
る
者

住
所

利
用

権
の

設
定

を
す

る
者

住
所

住
所

公
社

用
利

用
権

設
定

関
係

1
．

各
筆

明
細

利
用

権
の

設
定

を
受

け
る

者
（

Ａ
）

（
受

け
手

）

住
　

所
○

○
市

○
○

○
町

○
○

字
△

△
△

氏
　

名
　

又
は

　
名

　
称

利
用

権
を

設
定

す
る

土
地

（
Ｃ

）
：

○
○

市
設

定
す

る
利

用
権

の
内

容
（

Ｄ
)

利
用

権
を

設
定

す
る

土
地

の
（

Ｂ
）

以
外

の
権

原
者

等
（

Ｆ
）

土
地

改
良

区
名

(
G
)

備
考

所
在

地
目

利
用

権
の

種
類

利
用

内
容

郵
便

番
号

利
用

権
の

設
定

を
す

る
者

（
Ｂ
）

（
出

し
手

）

住
　

所
秋

田
市

山
王

四
丁

目
１

番
２

号
氏

　
名

　
又

は
　

名
　

称
郵

便
番

号

公
益

社
団

法
人
 
秋

田
県

農
業

公
社

 
 
理

 
事

 
長

 
 
 
齋

　
藤

　
　
了

農
事

組
合

法
人

下
田

フ
ァ

ー
ム

代
表

理
事

　
秋

田
　

次
郎 □

□
□

定
款

変
更

な
し

田
田

2
3
,
0
1
0

○
○

市
○

○
○

町
○

○
字

○
○

秋
田

　
太

郎
所

有
権

□
□

□

田
田

1
2
,
0
3
0

○
○

市
○

○
○

町
○

○
字

○
○

秋
田

　
太

郎
所

有
権

借
賃

（
円

/
1
0
a
）

借
賃

住
所

氏
名

又
は

名
称

権
原

の
種

　
類

登
記

簿
現

況
円

電
話

番
号

0
1
8
-
8
9
3
-
6
2
2
3

0
1
2
3
-
4
5
-
6
7
8
9

電
話

番
号

1
5
2
0
4
0
0
0
1

整
理

番
号

□
□

□
田

田
3
1
,
4
5
0

○
○

市
○

○
○

町
○

○
字

○
○

秋
田

　
太

郎
所

有
権

□
□

□

田
田

2
,
3
6
0

○
○

市
○

○
○

町
○

○
字

○
○

秋
田

　
太

郎
所

有
権

□
□

□

田
田

3
,
4
5
0

○
○

市
○

○
○

町
○

○
字

○
○

秋
田

　
太

郎
所

有
権

7
2
,
3
0
0

円
存

続
期

間
(
終

期
)

令
和
2
0
年
4
月
1
5
日

7
,
2
3
0
.
0
0

合
　

　
計

7
,
2
3
0
.
0
0

年
借

賃
料

始
期

令
和
5
年
4
月
2
7
日

5

（
同

上
）

利
用

権
を

設
定

す
る

者
以

外
の

者
で

利
用

権
を

設
定

す
る

土
地

に
つ

き
所

有
権

そ
の

他
の

使
用

収
益

権
を

有
す

る
者

借
賃

の
支

払
い

方
法

毎
年
1
1
月
2
0
日

に
賃

借
人

の
指

定
口

座
か

ら
引

落
し

す
る
。

利
用

権
設

定
等

促
進

事
業

の
実

施
に

よ
り

成
立

す
る

利
用

権
の

設
定

等
に

係
る

当
事

者
間

の
法

律
関

係
(
E
)

賃
貸
借

公
益

社
団

法
人

　
秋

田
県

農
業

公
社

（
同

上
）

氏
名

又
は

名
称

　
理

 
事

 
長

　
　

齋
　

藤
　

　
了

氏
名

又
は

名
称

（
自

署
）

（
同

上
）

氏
名

又
は

名
称

（
同

上
）

農
事
組
合
法
人
下
田

フ
ァ
ー
ム

代
表
理
事

　
秋
田
　
次
郎
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２
．

共
通

事
項

（
１

）
転

貸
又

は
譲
渡

（
２

）
借

賃
の

増
減

額
請
求

（
３

）
借

賃
の

改
訂

（
４

）
賃

借
人

の
負
担

（
５

）
借

賃
の

延
滞
金

（
６

）
借

賃
の

支
払

猶
予
　

（
７

）
借

賃
の

減
額

ア イ

（
８

）
修

繕
及

び
改
良

ア イ
　

乙
は

、
甲

の
同

意
を

得
て

当
該

土
地

の
改

良
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

。
た

だ
し

、
そ

の
改

良
が

軽
微

で
あ

る
場

合
に

は
甲

の
同

意
を

要
し

な
い
。

ウ
　

修
繕

費
又

は
改

良
費

の
負

担
及

び
償

還
は

、
別

表
１

に
定

め
た

も
の

を
除

き
、

民
法

、
土

地
改

良
法

等
の

法
令

に
従

う
。

（
９

）
附

属
物

の
設

置
等

ア イ ウ

（
1
0
）

租
税

公
課

等
の

負
担

ア
　

当
該

土
地

に
対

す
る

固
定

資
産

税
そ

の
他

の
租

税
は

、
土

地
所

有
者

が
負

担
す

る
。

イ
　

当
該

土
地

に
係

る
農

業
保

険
法

に
基

づ
く

共
済

掛
金

及
び

賦
課

金
は

、
乙

が
負

担
す

る
。

ウ
　

当
該

土
地

に
係

る
土

地
改

良
区

の
賦

課
金

等
は

、
別

表
２

に
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
る

ほ
か

は
、

乙
が

負
担

す
る
。

エ
　

そ
の

他
当

該
土

地
の

通
常

の
維

持
管

理
に

要
す

る
経

費
は

、
乙

が
負

担
す

る
。

　
甲

は
、

乙
が

借
賃

を
１

の
各

筆
明

細
に

定
め

る
日

ま
で

に
納

入
し

な
い

場
合

は
、

納
入

期
限

の
翌

日
か

ら
支

払
い

ま
で

の
間

、
年

利
1
4
.
6
パ

ー
セ

ン
ト

の
割

合
で

計
算

し
た

金
額

を
延

滞
金

と
し

て
徴

収
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

　
こ

の
農

用
地

利
用

集
積

計
画

（
以

下
「

本
計

画
」

と
い

う
。

）
の

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

り
設

定
を

受
け

る
権

利
は

、
１

の
各

筆
明

細
に

定
め

る
も

の
の

ほ
か

、
次

に
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
る
。

　
本

計
画

に
よ

り
賃

借
権

又
は

使
用

貸
借

に
よ

る
権

利
の

設
定

を
受

け
る

者
（

以
下

「
乙

」
と

い
う

。
）

は
、

賃
借

権
又

は
使

用
貸

借
に

よ
る

権
利

の
設

定
を

受
け

た
土

地
に

つ
い

て
転

貸
し

、
又

は
設

定
を

受
け

た
権

利
を

譲
渡

し
て

は
な

ら
な

い
。

　
公

益
社

団
法

人
 
秋

田
県

農
業

公
社

（
以

下
「

甲
」

と
い

う
。

）
及

び
賃

借
権

の
設

定
を

受
け

る
者

は
、

当
該

土
地

の
１

の
各

筆
明

細
に

記
載

さ
れ

た
面

積
と

実
測

面
積

と
の

間
に

差
異

が
あ

っ
て

も
、

異
議

を
述

べ
ず

、
ま

た
、

借
賃

の
増

減
を

請
求

し
な

い
。

　
本

計
画

を
定

め
た

後
、

借
賃

の
改

訂
に

当
た

っ
て

は
、

農
地

法
第
5
2
条

の
農

業
委

員
会

が
提

供
す

る
借

賃
の

動
向

や
地

域
関

係
者

に
よ

る
協

議
結

果
等

を
勘

案
し

て
、

甲
、

乙
が

協
議

し
て

定
め

る
額

に
改

訂
す

る
。

　
乙

は
、

甲
が

本
計

画
を

実
行

す
る

に
つ

き
必

要
と

す
る

諸
経

費
と

し
て

、
１

契
約

あ
た

り
5
,
0
0
0
円

の
手

数
料

を
負

担
す

る
こ

と
と

し
、

こ
の

手
数

料
は

、
甲

が
乙

の
指

定
す

る
口

座
か

ら
初

回
の
借

賃
に

加
え

て
引

き
落

と
す

も
の

と
す

る
。

　
甲

は
、

乙
が

災
害

そ
の

他
や

む
を

得
な

い
事

由
の

た
め

、
借

賃
の

支
払

期
限

ま
で

に
借

賃
の

支
払

を
す

る
こ

と
が

で
き

な
い

場
合

に
は

、
相

当
と

認
め

ら
れ

る
期

日
ま

で
に

そ
の

支
払

を
猶

予
す

る
。

　
賃

借
権

の
目

的
物

が
農

地
で

あ
る

場
合

で
、

目
的

物
の

乙
か

ら
甲

に
対

し
て

農
地

法
（

昭
和
2
7
年

法
律

第
2
2
9
号

）
第

2
0
条

又
は

民
法

第
6
0
9
条

の
規

定
に

基
づ

く
借

賃
の

減
額

請
求

が
あ

っ
た

場
合

に
は

、
甲

は
土

地
所

有
者

に
対

し
て

、
借

賃
の

減
額

を
請

求
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

減
額

さ
れ

る
べ

き
額

は
、

甲
及

び
乙

が
協

議
し

て
定

め
る
。

　
目

的
物

の
一

部
が

滅
失

そ
の

他
の

事
由

に
よ

り
使

用
及

び
収

益
を

す
る

こ
と

が
で

き
な

く
な

っ
た

場
合

で
、

乙
の

責
め

に
帰

す
る

こ
と

が
で

き
な

い
事

由
に

よ
る

と
き

は
、

賃
料

は
そ

の
使

用
及
び

収
益

を
す

る
こ

と
が

で
き

な
く

な
っ

た
部

分
の

割
合

に
応

じ
て

減
額

さ
れ

、
目

的
物

が
使

用
及

び
収

益
を

す
る

こ
と

が
可

能
と

な
っ

た
と

き
は

減
額

前
の

賃
料

に
戻

る
。

な
お

、
賃

料
の

減
額

の
時
期

及
び

減
額

前
の

賃
料

に
戻

る
時

期
並

び
に

減
額

の
割

合
に

つ
い

て
は

、
作

物
の

作
付

・
収

穫
の

状
況

を
踏

ま
え

て
甲

及
び

乙
が

協
議

し
て

定
め

る
。

　
甲

は
、

乙
の

責
に

帰
す

べ
き

事
由

に
よ

ら
な

い
で

生
じ

た
当

該
土

地
の

損
耗

に
つ

い
て

、
自

ら
の

費
用

と
責

任
に

お
い

て
当

該
土

地
を

修
繕

す
る

。
た

だ
し

、
緊

急
を

要
す

る
と

き
そ

の
他

甲
に
お

い
て

修
繕

す
る

こ
と

が
で

き
な

い
場

合
で

甲
の

同
意

を
得

た
と

き
は

、
乙

が
修

繕
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

こ
の

場
合

に
お

い
て

、
乙

が
修

繕
の

費
用

を
支

出
し

た
と

き
は

、
甲

に
対

し
て

、
そ

の
費
用

の
償

還
を

請
求

す
る

こ
と

が
で

き
る
。

　
乙

が
、

当
該

土
地

に
果

樹
等

の
永

年
性

作
物

、
ハ

ウ
ス

等
の

農
業

用
施

設
（

以
下

「
附

属
物

」
と

い
う

。
）

の
設

置
を

行
う

場
合

に
は

、
市

町
村

及
び

農
業

委
員

会
に

事
前

に
相

談
を

行
い

、
甲
の

同
意

を
得

る
。

　
ま

た
、

乙
が

附
属

物
の

設
置

を
し

た
場

合
に

お
い

て
、

賃
貸

借
又

は
使

用
貸

借
が

終
了

し
た

と
き

は
、

乙
は

当
該

附
属

物
を

収
去

す
る

義
務

を
負

う
。

　
甲

は
、

ア
の

同
意

を
行

う
場

合
に

は
、

事
前

に
乙

が
附

属
物

の
設

置
を

行
う

こ
と

に
つ

い
て

土
地

所
有

者
の

同
意

を
得

る
と

と
も

に
、

乙
に

対
し

て
ア

の
同

意
を

す
る

旨
の

通
知

を
行

う
際

に
は
乙

が
附

属
物

の
設

置
を

行
う

こ
と

に
つ

い
て

土
地

所
有

者
も

同
意

し
て

い
る

こ
と

を
併

せ
て

通
知

す
る
。

　
ま

た
、

乙
が

甲
及

び
土

地
所

有
者

の
同

意
を

得
て

附
属

物
を

設
置

し
た

場
合

に
お

い
て

、
賃

貸
借

又
は

使
用

貸
借

が
終

了
し

た
と

き
は

、
乙

は
土

地
所

有
者

に
対

し
て

直
接

当
該

附
属

物
を

収
去
す

る
義

務
を

負
い

、
甲

は
土

地
所

有
者

に
対

し
て

収
去

の
義

務
を

負
わ

な
い
。

　
ア

及
び

イ
の

規
定

に
か

か
わ

ら
ず

、
土

地
所

有
者

が
附

属
物

を
収

去
し

な
い

こ
と

に
同

意
し

て
い

る
と

き
に

限
り

、
甲

及
び

乙
は

収
去

の
義

務
を

負
わ

な
い

。
こ

の
場

合
、

乙
が

支
出

し
た

費
用
に

つ
い

て
は

、
土

地
所

有
者

が
費

用
償

還
に

同
意

し
て

い
る

場
合

に
限

り
、

乙
は

土
地

所
有

者
に

対
し

て
償

還
の

請
求

を
す

る
こ

と
が

で
き

る
。
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（
1
1
）

賃
貸

借
又

は
使

用
貸

借
の

解
除

　
１

の
各

筆
明

細
に

定
め

る
甲

に
よ

る
賃

借
権

設
定

等
を

受
け

た
土

地
に

つ
い

て
次

の
い

ず
れ

か
に

該
当

す
る

と
き

は
、

甲
は

当
該

土
地

に
係

る
賃

貸
借

又
は

使
用

貸
借

を
解

除
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

ア
　

当
該

農
用

地
等

を
適

正
に

利
用

し
て

い
な

い
と

認
め

ら
れ

る
と

き
。

イ
　

正
当

な
理

由
が

な
く

て
農

地
中

間
管

理
事

業
の

推
進

に
関

す
る

法
律

第
2
1
条

第
１

項
の

規
定

に
よ

る
報

告
を

し
な

い
と

き
。

ウ
　

農
地

法
第

６
条

の
２

第
２

項
第

２
号

の
規

定
に

よ
る

通
知

を
受

け
た

と
き
。

エ
　

正
当

な
理

由
が

な
く

賃
料

を
支

払
わ

な
い

と
き

そ
の

他
信

義
に

反
し

た
行

為
を

し
た

と
き
。

オ
　

そ
の

他
民

法
及

び
関

連
法

規
に

定
め

る
解

除
事

由
に

該
当

し
た

と
き
。

（
1
2
）

賃
貸

借
又

は
使

用
貸

借
の

終
了

（
1
3
）

目
的

物
の

返
還

（
1
4
）

賃
借

権
又

は
使

用
貸

借
に

よ
る

権
利

に
関

す
る

事
項

の
変

更
の

禁
止

（
1
5
）

権
利

取
得

者
の

責
務

ア
　

乙
は

、
本

計
画

の
定

め
る

と
こ

ろ
に

従
い

、
目

的
物

を
効

率
的

か
つ

適
正

に
利

用
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い
。

イ

（
1
6
）

機
構

関
連

基
盤

整
備

事
業

の
実
施

（
1
7
）

そ
の

他
　

本
計

画
に

定
め

の
な

い
事

項
及

び
本

計
画

に
関

し
疑

義
が

生
じ

た
と

き
は

、
甲

、
乙

及
び

市
町

村
が

協
議

し
て

定
め

る
。

別
表

１
　

修
繕

費
及

び
改

良
費

の
負

担
に

係
る

特
約

事
項

別
表

２
　

土
地

改
良

区
の

賦
課

金
等

に
係

る
特

約
事
項

　
甲

が
農

地
中

間
管

理
権

を
有

し
て

い
る

農
用

地
等

に
つ

い
て

は
、

土
地

改
良

法
（

昭
和
2
4
年

法
律

第
1
9
5
号

）
第

8
7
条

の
３

第
１

項
の

土
地

改
良

事
業

が
行

わ
れ

る
こ

と
が

あ
る
。

　
本

計
画

の
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
り

、
賃

借
権

の
設

定
等

が
行

わ
れ

た
土

地
が

、
天

災
地

変
そ

の
他

、
甲

及
び

乙
並

び
に

土
地

所
有

者
の

責
に

帰
す

べ
か

ら
ざ

る
理

由
に

よ
り

当
該

土
地

の
全

部
が

滅
失

そ
の

他
の

事
由

に
よ

り
使

用
及

び
収

益
を

す
る

こ
と

が
で

き
な

く
な

っ
た

場
合

に
は

、
当

該
土

地
に

係
る

賃
貸

借
又

は
使

用
貸

借
は

終
了

す
る
。

　
賃

貸
借

又
は

使
用

貸
借

が
終

了
し

た
と

き
は

、
乙

は
、

そ
の

終
了

の
日

か
ら

３
０

日
以

内
に

、
甲

に
対

し
て

、
当

該
土

地
を

原
状

に
回

復
し

て
返

還
す

る
（

附
属

物
の

取
扱

い
に

つ
い

て
は

（
９

）
に

よ
る

。
）

。
た

だ
し

、
災

害
そ

の
他

の
不

可
抗

力
、

修
繕

若
し

く
は

改
良

行
為

又
は

当
該

土
地

の
通

常
の

利
用

に
よ

っ
て

生
ず

る
形

質
の

変
更

に
つ

い
て

は
、

乙
は

、
原

状
回

復
の

義
務

を
負

わ
な

い
。

　
甲

及
び

乙
は

、
本

計
画

に
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
り

設
定

さ
れ

る
権

利
に

関
す

る
事

項
は

変
更

し
な

い
も

の
と

す
る

。
た

だ
し

、
甲

、
乙

、
及

び
市

町
村

が
協

議
の

上
、

真
に

や
む

を
得

な
い

と
認

め
ら

れ
る

場
合

は
、

こ
の

限
り

で
な

い
。

　
乙

は
、

甲
か

ら
農

地
中

間
管

理
事

業
の

推
進

に
関

す
る

法
律

（
平

成
2
5
年

法
律

第
1
0
1
号

）
第

2
1
条

第
１

項
の

規
定

に
よ

り
、

賃
借

権
の

設
定

等
を

受
け

た
農

用
地

等
の

利
用

の
状

況
の

報
告

を
求

め
ら

れ
た

場
合

に
は

、
甲

に
報

告
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い
。

修
繕

又
は

改
良

の
工

事
名

甲
及

び
乙

並
び

に
土

地
所

有
者

の
費

用
に

関
す
る

支
払

区
分

の
内
容

甲
及

び
乙

の
支

払
額

に
つ

い
て

土
地

所
有

者
の

償
還

す
べ

き
額

及
び

方
法

備
　

　
　

　
考

賦
課

金
等

の
種
類

負
担

区
分
(
実

負
担

者
)

備
　

　
　

　
考

全
賦

課
金

所
有

者
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【
添

付
書

類
】

　
賃

借
権

の
設

定
等

を
受

け
る

者
の

農
業

経
営

の
状

況
等

日

（
2

人
）

（
人

）

（
1

人
）

乾
燥

機
1

田
植

機

肥
育

豚

賃
借

権
の

設
定

等
を

受
け

る
者

の
主

な
農

機
具

の
所

有
状

況
（
Ｆ

）

数
　

量
種

　
類

数
　

量

ｺ
ﾝ

ﾊ
ﾞｲ

ﾝ

11

公
社

用

賃
借

権
の

設
定

等
を

受
け

る
農

用
地

等
で

の
農

業
経

営
が

、
周

辺
の

農
用

地
等

の
農

業
上

の
利

用
に

及
ぼ

す
こ

と
が

見
込

ま
れ

る
影

響
  

な
  

し
地

域
と

の
役

割
分

担
の

状
況

道
路

、
水

路
、

た
め

池
等

の
共

同
利

用
施

設
の

取
り

決
め

を
遵

守
す

る

そ
の

他

2
5
0

農
業

補
助

者

ﾄﾗ
ｸ
ﾀ
ｰ

1

籾
摺

機
1

人

人

繁
殖

豚

2
人

農
業

専
従

者

主
と

し
て

農
業

に
従

事
す

る
者

2 1
人

鶏

人
日

肉
用

牛

乳
用

牛

 ㎡
 ㎡

男

採
　

草

放
牧

地

農
　

　
地

7
,2

3
0
.0

0

農
　

　
地

2
0
,0

0
0
.0

0

水
稲

採
　

草

放
牧

地
女

世
帯

員

1

農
業

従
事

者

（
う

ち
1
5
歳

以
上

6
5
歳

未
満

の
者

）
種

　
類

雇
用

労
働

力

（
年

間
延

べ
労

働
日

数
）

従
と

し
て

農
業

に
従

事
す

る
者

人

（
個

人
）

整
理

番
号

1
5
2
0
4
0
0
01

氏
名

又
は

名
称

秋
田

　
次

郎
年

齢
4
1

歳
農

作
業

従
事

日
数

2
5
0

賃
借

権
の

設
定

等
を

受
け

る
土

地
の

面
積

（
Ａ

）

賃
借

権
の

設
定

等
を

受
け

る
者

が
耕

作
又

は
養

畜
の

事
業

に
供

し
て

い
る

農
用

地
の

面
積

（
Ｂ

）

賃
借

権
の

設
定

等
を

受
け

る
者

の
主

た
る

経
営

作
目

（
Ｃ

）

賃
借

権
の

設
定

等
を

受
け

る
者

の
世

帯
員

の
農

作
業

従
事

及
び

雇
用

労
働

力
の

状
況

（
Ｄ

）

賃
借

権
の

設
定

等
を

受
け

る
者

の
主

な
家

畜
の

飼
育

状
況

（
Ｅ

）
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（
農

地
所

有
適

格
法

人
）

公
社

用

整
理

番
号

1
5
2
0
4
0
0
0
1

2
5
0

人
日

農
畜

産
物

名
現

在

水
稲

権
利

取
得
後

水
稲

・
野

菜

種
　

類
数

　
量

種
　

類
数

　
量

乳
用

牛
ﾄ
ﾗ
ｸ
ﾀ
ｰ

1

3
年

前
5
,
0
0
0
,
0
0
0
3
年

前
肉

用
牛

田
植

機
1

2
年

前
5
,
0
0
0
,
0
0
0
2
年

前
繁

殖
豚

ｺ
ﾝ
ﾊ
ﾞ
ｲ
ﾝ

1

1
年

前
5
,
0
0
0
,
0
0
0
1
年

前
肥

育
豚

乾
燥

機
1

初
年

度
7
,
0
0
0
,
0
0
0
初

年
度

鶏
籾

摺
機

1

2
年

目
1
0
,
0
0
0
,
0
0
0
2
年

目

3
年

目
1
5
,
0
0
0
,
0
0
0
3
年

目

前
年

実
績

見
込

み
前

年
実

績
見

込
み

「
別

紙
」

な
し

7
,
2
3
0
.
0
0

農
　

地
2
0
,
0
0
0
.
0
0

事
業

の
実

施
状

況
及

び
事

業
計

画
（

円
）

採
　

草
放

牧
地

左
記

以
外

の
事

業
の

内
容

権
利

取
得
後

関
連

事
業

等
の

内
容

現
在

権
利

取
得
後

農
家

レ
ス

ト
ラ

ン

左
記

以
外

の
事

業

1
,
0
0
0
,
0
0
0

2
,
0
0
0
,
0
0
0

3
,
0
0
0
,
0
0
0

農
地

所
有

適
格

法
人

の
名

称

採
　

草
放

牧
地

賃
借

権
の

設
定

等
を

受
け

る
農

地
所

有
適

格
法

人
の

構
成

員
の

状
況

（
Ｄ

）

そ
の

他

法
人

と
構

成
員

と
の

取
引

関
係

等
の

内
容

法
人

へ
の

農
地

等
の

権
利

設
定

・
移

転

前
年

実
績

見
込

み

農
業

賃
借

権
の

設
定

等
を

受
け

る
土

地
の

面
積

（
Ａ

）

 
 
 
 
 
 
 
　

　
　

　
㎡

賃
借

権
の

設
定

等
を

受
け

る
農

地
所

有
適

格
法

人
が

耕
作

又
は

養
畜

の
事

業
に

供
し

て
い

る
農

用
地

の
面

積
（

Ｂ
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
　

　
　

㎡

賃
借

権
の

設
定

等
を

受
け

る
農

地
所

有
適

格
法

人
の

事
業

の
状

況
（

Ｃ
）

賃
借

権
の

設
定

等
を

受
け

る
農

地
所

有
適

格
法

人
の

業
務

執
行

役
員

の
状

況
（

Ｅ
）

農
事

組
合

法
人

下
田

フ
ァ

ー
ム

　
　

代
表

理
事

　
秋

田
　

次
郎

雇
用

労
働

力
(
年

間
延

日
数

)

賃
借

権
の

設
定

等
を

受
け

る
農

地
所

有
適

格
法

人
の

主
な

家
畜

の
飼

育
状

況
（

Ｆ
）

賃
借

権
の

設
定

等
を

受
け

る
農

地
所

有
適

格
法

人
の

主
な

農
機

具
の

所
有

の
状

況
（

Ｇ
）

事
業

の
種

類

農
　

地

現
在

議
決

権
又

は
株

式
の

数

年
間

農
業

従
事

日
数

氏
名

・
名

称

年
間

農
業

従
事

日
数

年
間
農
作
業
従
事
日
数

氏
　

名
住

　
所

面
　

積
　

　
㎡

権
利

の
種

　
類

役
職

名

賃
借

権
の

設
定

等
を

受
け

る
農

用
地

等
で

の
農

業
経

営
が

、
周

辺
の

農
用

地
等

の
農

業
上

の
利

用
に

及
ぼ

す
こ

と
が

見
込

ま
れ

る
影

響
地

域
と

の
役

割
分

担
の

状
況

道
路

、
水

路
、

た
め

池
等

の
共

同
利

用
施

設
の

取
り

決
め

を
遵

守
す

る
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（
別

紙
）

公
社
用

前
年

実
績

見
込
み

前
年

実
績

見
込
み

○
○

　
○
○

8
0

賃
借
権

8
,
0
0
0
.
0
0

2
0
0

権
利

設
定

○
○

　
○
○

理
事

○
○

市
×

×
1
番

地
2
5
0

2
0
0

2
5
0

1
8
0

○
○

　
□
□

5
0

賃
借
権

5
,
0
0
0
.
0
0

1
7
5

権
利

設
定

○
○

　
□
□

理
事

○
○

市
◇

◇
2
番

地
2
0
0

1
7
5

2
0
0

1
5
0

□
□

　
△
△

3
0

賃
借
権

3
,
0
0
0
.
0
0

1
5
0

権
利

設
定

□
□

　
△
△

会
計

○
○

市
□

□
3
番

地
3
0
0

1
5
0

3
0
0

1
2
5

△
△

　
▽
▽

4
0

賃
借
権

4
,
0
0
0
.
0
0

2
0
0

権
利

設
定

△
△

　
▽
▽

会
計

○
○

市
△

△
4
番

地
2
5
0

2
0
0

2
5
0

1
5
0

2
5
0

2
0
0

3
0
0

2
5
0

賃
借

権
の

設
定

等
を

受
け

る
農

地
所

有
適

格
法

人
の

構
成

員
の

状
況

（
Ｄ
）

賃
借

権
の

設
定

等
を

受
け

る
農

地
所

有
適

格
法

人
の

業
務

執
行

役
員

の
状

況
（

Ｅ
）

氏
名

・
名
称

議
決

権
又
は

株
式

の
数

法
人

へ
の

農
地

等
の

権
利
設

定
・

移
転

年
間

農
業

従
事

日
数

法
人

と
構

成
員

と
の

取
引

関
係

等
の

内
容

氏
　
名

住
　
所

年
間

農
業

従
事

日
数

権
利
の

種
　
類

面
　
積

　
　
㎡

前
年

実
績

見
込
み

年
間
農
作
業
従
事
日
数

役
職
名

25



（
農

地
所

有
適

格
法

人
以

外
の

法
人
）

公
社

用

整
理

番
号

1
5
2
0
4
0
0
0
1

2
5
0

人
日

前
　

年
実

　
績

見
込

み

○
○

　
○
○

理
事

○
○

市
×

×
1
番

地
2
5
0

2
0
0

○
○

　
□
□

理
事

○
○

市
◇

◇
2
番

地
2
0
0

1
7
5

□
□

　
△
△

会
計

○
○

市
□

□
3
番

地
3
0
0

1
5
0

乳
用

牛
ﾄ
ﾗ
ｸ
ﾀ
ｰ

1

△
△

　
▽
▽

会
計

○
○

市
△

△
4
番

地
2
5
0

2
0
0

肉
用

牛
田

植
機

1

繁
殖

豚
ｺ
ﾝ
ﾊ
ﾞ
ｲ
ﾝ

1

肥
育

豚
乾

燥
機

1

鶏
籾

摺
機

1

な
し

地
域

と
の

役
割

分
担

の
状
況

賃
借

権
の

設
定

等
を

受
け

る
農

用
地

等
で

の
農

業
経

営
が

、
周

辺
の

農
用

地
等

の
農

業
上

の
利

用
に

及
ぼ

す
こ

と
が

見
込

ま
れ

る
影
響

道
路

、
水

路
、

た
め

池
等

の
共

同
利

用
施

設
の

取
り

決
め

を
遵
守

す
る

種
　

類
数

　
量

種
　

類
数

　
量

採
　

草
放

牧
地

採
　

草
放

牧
地

そ
の

他

農
　

地
7
,
2
3
0
.
0
0

農
　

地
2
0
,
0
0
0
.
0
0

水
稲

賃
借

権
の

設
定

等
を

受
け

る
法

人
の

主
な

農
機

具
の

所
有

の
状

況
（

Ｇ
）

農
事

組
合

法
人

下
田

フ
ァ

ー
ム

法
人

の
名
称

雇
用

労
働
力

（
年

間
延

日
数
）

賃
借

権
の

設
定

等
を

受
け

る
土

地
の

面
積

（
Ａ

）

　
　

　
　

　
　

　
㎡

賃
借

権
の

設
定

等
を
受

け
る

法
人

が
耕

作
又
は

養
畜

の
事

業
に

供
し
て

い
る

農
用

地
の

面
積

（
Ｂ

）
　 ㎡

賃
借

権
の

設
定

等
を

受
け

る
法

人
の

主
た

る
生

産
作

物
（

Ｃ
）

賃
借

権
の

設
定

等
を

受
け

る
法

人
の

業
務

執
行

役
員

等
の

状
況

（
Ｄ
）

賃
借

権
の

設
定

等
を

受
け

る
法

人
の

主
な

家
畜

の
飼

育
状

況
（

Ｆ
）

氏
名

役
職

名
住

所

年
間

農
業

従
事

日
数
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氏
名

氏
名

借
受

希
望

農
家

情
報

農
業

者
種

別
農

業
者

種
別

認
定
農
業
者

認
定
農
業
者

農
地
所
有
適
格
法
人

農
地
所
有
適
格
法
人

農
地

中
間

管
理

事
業

規
程

６
に

よ
る

確
認

事
項

基
本
構
想
水
準
到
達
者

基
本
構
想
水
準
到
達
者

（
貸

付
決

定
ル

ー
ル
）

認
定
就
農
者

認
定
就
農
者

（
様

式
第

８
号

の
２

）

貸
付

に
係

る
確

認
書

　
　

　
　

貸
付

希
望

者
情

報
リ

ス
ト

　
Ｎ

Ｏ
　

　
　

　
～

　
　

　
　

に
係

る
農

用
地

等

借
受

希
望

者

区
域

区
分

区
域

内
・

区
域

外
区

域
区

分
区

域
内

・
区

域
外

農
事

組
合

法
人

下
田

フ
ァ

ー
ム

○ ○

基
本

原
則

　
借

受
希

望
者

の
経

営
規

模
の

拡
大

又
は

分
散

錯
圃

の
解

消
に

資
す

る
も

の
で

あ
る

。

　
既

に
効

率
的

か
つ

安
定

的
な

農
業

経
営

を
行

っ
て

い
る

農
業

者
の

経
営

に
支

障
を

及
ぼ

す
も

の
で

は
な

い
。

　
借

受
希

望
者

が
新

規
参

入
者

で
あ

る
場

合
は

、
効

率
的

か
つ

安
定

的
な

農
業

経
営

を
目

指
す

こ
と

が
で

き
る

よ
う

配
慮

さ
れ

て
い

る
。

　
地

域
農

業
の

健
全

な
発

展
を

旨
と

し
つ

つ
、

借
受

希
望

者
の

ニ
ー

ズ
を

踏
ま

え
た

公
平

・
適

正
な

調
整

で
あ

る
。

現
在

の
経

営
農

地
と

の
位

置
関

係
、

水
利

関
係

等

人
・

農
地

掲
載

・
未

掲
載

人
・

農
地

掲
載

・
未

掲
載

○ ○

※
基

本
原

則
の

ほ
か

に
、

該
当

す
る

優
先

配
慮

が
あ

る
場

合
は

、
該

当
事

項
に

○
を

記
入

借
受

希
望

者
の

希
望

条
件

と
の

適
合

性

地
域

農
業

の
発

展
へ

の
寄

与
度

そ
の

他
「

人
・

農
地

プ
ラ

ン
」

の
掲

載
状

況 順
位

※
基

本
原

則
の

該
当

事
項

に
○

を
記

入

優
先

配
慮

利
用

権
の

交
　

　
換

　
集

約
化

等
の

観
点

か
ら

行
う

、
担

い
手

相
互

間
又

は
担

い
手

・
非

担
い

手
間

で
の

利
用

権
の

交
換

　
集

落
営

農
の

構
成

員
が

、
当

該
集

落
営

農
に

利
用

さ
せ

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
機

構
に

農
地

を
貸

し
付

け
る

当
該

農
用

地
等

に
隣

接
す

る
借

受
希

望
者

が
複

数
い

る
場

合

現
在

の
経

営
農

地
と

の
位

置
関

係
、

水
利

関
係

等

借
受

希
望

者
の

希
望

条
件

と
の

適
合

性

地
域

農
業

の
発

展
へ

の
寄

与
度

地
域

内
に

十
分

な
担

い
手

が
い

る
場

合

1○ ○ ○
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5 年 3 月 20 日

公益社団法人

〒

私は、上記の振替支払先から請求された賃借料等の口座振替支払いに関し、農業協同組合に

対して、次の通り依頼したのでお届けします。

－

11 月 20 日 （休日の場合は翌営業日） 年

秋
田
県
農
業
公
社
使
用
欄

▲▲▲農協

農
業
協
同
組
合
使
用
欄

確認日

確認印 備　考

15 日5 年 3 月令和

店舗名 ▼▼▼支店

公社提出用

秋 田 県 農 業 公 社

貯金口座振替に関する届出書

令和

御中

5

金融機関コード・店舗コード 1234

預金種目 口座番号普通 1234567

567

指定口座

振替日 毎年 振替開始 令和

農協名

振替支払先 公益社団法人　秋田県農業公社 料金等の種類 賃借料等

貯金者
および
契約者

住　所

000-0000 電話番号 0123-45-6789 金融機関への
届出印

○○市○○○町○○字△△△

フリガナ ﾉｳｼﾞｸﾐｲﾎｳｼﾞﾝｼﾓﾀﾞﾌｧｰﾑ ﾀﾞｲﾋｮｳﾘｼﾞ ｱｷﾀ ｼﾞﾛｳ

氏　名 農事組合法人下田ファーム　代表理事　秋田　次郎

届
出
印
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5 年 3 月 20 日

農業協同組合 御中

〒

－

11 月 20 日 （休日の場合は翌営業日） 年

記

1

2 ．私は振替日に指定口座の残高が、請求金額に対し不足しないよう必要な措置を講じます。

3

4

農協用

▲▲▲

貯金口座振替依頼書

令和

振替支払先 公益社団法人　秋田県農業公社 料金等の種類 賃借料等

振替日 毎年 振替開始 令和

店舗名 ▼▼▼支店

5

金融機関コード・店舗コード 1234 567

指定口座 預金種目 普通 口座番号 1234567

農協名

組合使用欄

．貴組合が必要と認めた場合は、私に通知することなく、この口座振替契約を解除されても異議ありませ
ん。

．本取扱に関して万一紛議が生じても貴組合には一切迷惑をおかけしません。

．私が支払うべき賃借料等については私に通知することなく、毎年振替指定日に貴組合所定の方法で支
払って下さい。

▲▲▲農協

貯金者
および
契約者 フリガナ ﾉｳｼﾞｸﾐｲﾎｳｼﾞﾝｼﾓﾀﾞﾌｧｰﾑ ﾀﾞｲﾋｮｳﾘｼﾞ ｱｷﾀ ｼﾞﾛｳ

  私は、上記の振替支払先から請求された賃借料等を次の口座振替によって支払うこ

ととしたいので、下記事項を確約のうえ依頼します。

農事組合法人下田ファーム　代表理事　秋田　次郎

住　所

000-0000 電話番号 0123-45-6789 金融機関への
届出印

○○市○○○町○○字△△△

氏　名

届
出
印
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記

  理 事 長 　齋　藤　　了　様

5 年 月 日

住所

氏名
（自署）

地　目

大字 字 登記簿 現況

田 田 筆

田 田 ㎡

田 田

田 田 筆

田 田 ㎡

筆

㎡

筆

㎡

 ◎◎◎ ●●● 4-1

計

5

7,230.00

○○市○○○町○○字△△△

転借人
農事組合法人下田ファーム
代表理事　秋田　次郎

承　諾　書

　今般、公益社団法人秋田県農業公社と土地賃貸借契約をした下記土地の一部又は全

部に抵当権等が設定されていますが、競売等の申し立てにより、裁判所から農業委員

会に照会書が送付された場合、下記事項に同意することを確約します。

１．公社との協議に誠意を持って応じること。

２．協議の結果、解約せざるを得ない事態となった場合、異議無く解約に応じること。

公益社団法人 秋田県農業公社

令和 3 20

2,301.00 7,230.00

 ◎◎◎

 ◎◎◎ ●●● 1 1,203.00

土 地 の 表 示 ： ○○市

所　在 面　積

m2
合　計

地番

田

5

 ◎◎◎ ●●● 2

そ
の
他

236.00

畑 ◎◎◎ ●●● 5 3,145.00

●●● 3 345.00
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　下記のとおり土地の（全部・一部）について、組合員たる資格を取得並びに喪失したので、
土地改良法第４３条の規定により通知します。

なお、これに伴う土地改良事業による一切の権利義務を資格取得者が承継します。

令和 年 月 日

□□□土地改良区　理事長　　様

資格喪失者（現資格者） 秋田市山王四丁目1-2

公益社団法人秋田県農業公社

理 事 長　　齋　藤　　了

０１８-８９３-６２２３

資格取得者（新資格者）

組合員番号

（　　　　）

年 月 日

記

資格得喪の対象たる土地

賦課金徴収補助簿

受 付 印

関係帳簿更正済印
賦課金システム

決

裁

理事長 副理事長 担当理事 事務局長 係(係員)

 ◎◎◎ ●●● 2 田 水田

 ◎◎◎ ●●● 1 田 水田

昭和 57

0123-45-6789

1 1

○○市○○○町○○字△△△

電 話 番 号

農事組合法人下田ファーム

組合員番号 氏 名

（　　　　） 電 話 番 号

 ◎◎◎ ●●● 4-1 田 水田

住 所

5 4 27

住 所

氏 名

生 年 月 日

 ◎◎◎ ●●● 3 田 水田

土地の所在地
地 目 用 途

大字 字 地番

 ◎◎◎ ●●● 5 田 水田

○○市

令和5年4月27日利用権設定1,203.00

地 積 資格得喪 資格得喪
付 記

(㎡) 原 因 時 期

2,301.00 利用権設定 令和5年4月27日

345.00 利用権設定 令和5年4月27日

236.00 利用権設定 令和5年4月27日

3,145.00 利用権設定 令和5年4月27日

組合員資格得喪通知書
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　下記のとおり土地の（全部・一部）について、組合員たる資格を取得並びに喪失したので、
土地改良法第４３条の規定により通知します。

なお、これに伴う土地改良事業による一切の権利義務を資格取得者が承継します。

令和 年 月 日

□□□土地改良区　理事長　　様

資格喪失者（現資格者） 秋田市山王四丁目1-2

公益社団法人秋田県農業公社

理 事 長　　齋　藤　　了

０１８-８９３-６２２３

資格取得者（新資格者）

組合員番号

（　　　　）

年 月 日

記

資格得喪の対象たる土地

←どちらかに「○」を記入

←どちらかに「○」を記入

←どちらかに「○」を記入

理事長 副理事長 担当理事 事務局長 係(係員)
賦課金システム 賦課金徴収補助簿

耕作者支払 所有者支払

維持管理賦課金 ○

関係帳簿更正済印

事業償還賦課金 ○

決

裁

受 付 印

経常賦課金 ○

賦課種別

 ◎◎◎ ●●● 4-1 田 水田

3,145.00 利用権設定 令和5年4月27日 ◎◎◎ ●●● 5 田 水田

236.00 利用権設定 令和5年4月27日

 ◎◎◎ ●●● 3 田 水田

 ◎◎◎ ●●● 2 田 水田 2,301.00

 ◎◎◎ ●●● 1 田 水田 1,203.00 利用権設定 令和5年4月27日

土地の所在地
地 目 用 途

地 積 資格得喪 資格得喪
付 記

(㎡) 原 因 時 期大字 字 地番

○○市

生 年 月 日 昭和 57 1 1

電 話 番 号 0123-45-6789

氏 名 農事組合法人下田ファーム

住 所 ○○市○○○町○○字△△△

（　　　　） 電 話 番 号

組合員資格得喪通知書

組合員番号 氏 名

住 所

5 4 27

利用権設定 令和5年4月27日

345.00 利用権設定 令和5年4月27日

准組合員制度を使用する改良区へ

の得喪通知は、本様式を使用

・二ツ井白神土地改良区

・にかほ市土地改良区

・仙北市神代土地改良区

・仙北市田沢湖若松堰土地改良区

・秋田県雄物川筋土地改良区

・山城水系土地改良区
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（公社貸付）

◆提出書類　※部数は１契約当たり

☑ 3 部

☑ 1 部

☑ 1 部

☑ 1 部

☑ 1 部

☑ 1 部

☑ 1 部

◆その他必要書類　※部数は１契約当たり

法人の場合

☑ 1 部

◆書類提出前の確認事項

☑ 今回契約する農地は地域計画未策定ですか。

（地域計画が策定された場合は、集積計画を使用することができません）

☑ 契約手続き時に運転免許証等の身分証明書により、契約者の本人確認を実施しましたか。

☑ 契約者に対して、手数料の徴収や賃料精算時期等について説明しましたか。

☑ 契約者の住所を農家台帳等から正確に記載しましたか。（×1-1 ⇒ ○1番地1、1番1号 など）

☑ 集積計画は、自署をしていますか。法人の場合は社判も可。

☑ 土地改良区賦課金等の負担区分を出し手・受け手に確認し、集積計画に記載しましたか。

☑ 農業者種別（認定農業者等）、人・農地プランの掲載等について、漏れなく記載しましたか。

☑ 法人の場合、定款は添付していますか。また、添付省略可能か確認しましたか。

上記の内容について、確認しました。

所属

令和 5 年 3 月 20 日

氏名（自署） ○○　○○

部数 備　考

農用地利用集積計画のチェックリスト

書類名等 部数 備　考

農用地利用集積計画
公社用、市町村（農委）用、本人用
※押印不要

○○市○○課

組合員資格得喪通知書 土地改良区の受益地は必要

貸付に係る確認書（様式第８号の２）

承諾書 １筆でも抵当権が設定されていれば必要

貯金口座振替依頼書

ＪＡの確認印を押印した上、提出。過去に機構と
契約しており同一口座を使用する場合不要

貯金口座振替に関する届出書

２部印刷。１部はＪＡに提出。過去に機構と契約
しており同一口座を使用する場合不要

通帳のコピー
金融機関はＪＡのみ可。過去に機構と契約してお
り同一口座を使用する場合不要

定款のコピー
過去に機構と契約しており、定款の内容に変更が
なければ、添付省略可能。その場合は、各筆明細
の備考欄に「定款変更なし」と記入

書類名等
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●
 
作

成
枚
数

書
類
送
付
鑑

1
部

⇒
各
月
の
契
約
書
類
一
式
に
対
し
て
、
１
部

促
進
計
画
（
案
）

3
部

促
進
計
画
（
案
）
添
付
書
類

3
部

共
通
事
項

3
部

様
式
第
8
号
の
2

1
部

承
諾
書

1
部

●
　
用
紙
印
刷
ボ
タ
ン

振
替
依
頼
書

2
部

振
替
届
出
書

1
部

組
合
員
資
格
得
喪
通
知

1
部

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

1
部

⇒
各
月
の
契
約
書
類
一
式
に
対
し
て
、
１
部

●
そ

の
他

の
添

付
書
類

・
本

エ
ク

セ
ル

デ
ー

タ
は

メ
ー

ル
で

提
出

し
て

く
だ

さ
い
。

【
連
絡
先
】

秋
田
県
秋
田
市
山
王
四
丁
目
１
番
２
号

秋
田
県
農
業
公
社
　
農
地
集
積
課

電
話
：
0
1
8
-
8
9
3
-
6
2
2
3

c
h
u
k
a
n
k
a
n
ri
@
a
k
-
a
g
ri
.o
r.
jp

様
式

第
９

号
「

再
配

分
」

　
農
地
貸
付
用
紙
（
農
用
地
利
用
集
積
等
促
進
計
画
案
）
作
成
フ
ァ
イ
ル

公
社
　
　
　
受
け
手

●
　
シ
ー
ト
別
選
択
操
作
ボ
タ
ン

シ
ー
ト
の
選
択

●
　
情
報
の
入
力

印
刷
部
数

・
定

款
の

写
し

（
法

人
の

場
合
）

・
促

進
計

画
案

に
対

し
て

農
業

委
員

会
へ

意
見

聴
取

し
た

結
果

地
域

計
画

を
未

策
定

又
は

地
域

計
画

の
区

域
外

１
部

 農
協

窓
口

に
提

出
１

部
公

社
へ

提
出

市
町

村
か

ら
計

画
案

を
提

出
す

る
時

は
必

須
。

た
だ

し
、

農
業

委
員

会
か

ら
の

要
請

に
よ

る
場

合
は

不
要

。
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年 月 日

公益社団法人 秋田県農業公社

  理 事 長   齋　藤　　了　 様

　

令和

農用地利用集積等促進計画（案）の送付について

5 3

○○市長  水田　守

  農地中間管理事業の推進に関する法律第１９条第２項の規定により、農
用地利用集積等促進計画の案を提出します。
　なお、計画案に対する農業委員会からの意見は別紙のとおりです。

20

(公社貸付）
地域計画を未策定

又は

地域計画の区域外
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公
社

用

第
１

　
賃

借
権

又
は

使
用

貸
借

に
よ

る
権

利
の

設
定

関
係

1
．

各
筆

明
細

（
氏

名
又

は
名

称
）

（
住

所
）

〒
0
0
0
-
0
0
0
0

(
電

話
)

面
積

借
賃

借
賃

市
町

村
大

字
字

地
番

登
記

簿
現

況
㎡

（
円

/
1
0
a
）

円

○
○

市
 
◎

◎
◎

●
●

●
1

田
田

1
,
2
0
3
.
0
0

賃
借

権
水

田
1
0
,
0
0
0

1
2
,
0
3
0

○
○

市
 
◎

◎
◎

●
●

●
2

田
田

2
,
3
0
1
.
0
0

賃
借

権
水

田
1
0
,
0
0
0

2
3
,
0
1
0

○
○

市
 
◎

◎
◎

●
●

●
3

田
田

3
4
5
.
0
0

賃
借

権
水

田
1
0
,
0
0
0

3
,
4
5
0

○
○

市
 
◎

◎
◎

●
●

●
4
-
1

田
田

2
3
6
.
0
0

賃
借

権
水

田
1
0
,
0
0
0

2
,
3
6
0

○
○

市
 
◎

◎
◎

●
●

●
5

田
田

3
,
1
4
5
.
0
0

賃
借

権
水

田
1
0
,
0
0
0

3
1
,
4
5
0

田
5

筆
7
,
2
3
0
.
0
0
㎡

年
借

賃
料

始
期

畑
筆

㎡
筆

そ
の

他
筆

㎡
㎡

こ
の

計
画

に
同

意
す

る
。

利
用

権
の

設
定

を
受

け
る
者

住
所

氏
名

又
は

名
称
（

自
署

）

定
款

変
更

な
し

農
事
組
合
法
人
下
田
フ
ァ
ー
ム

代
表
理
事
　
秋
田
　
次
郎

合
　

　
計

（
同

上
）

○
○

市
○

○
○

町
○

○
字

△
△
△

0
1
2
3
-
4
5
-
6
7
8
9

借
賃

の
支

払
方
法

毎
年
1
1
月
2
0
日
に
賃
借
人
の
指
定
口
座

か
ら
引
落
し
す
る
。

5

7
,
2
3
0
.
0
0

7
2
,
3
0
0

円
存

続
期
間

(
終

期
)

令
和

5
年

4
月

2
7
日

令
和
1
5
年

4
月

2
6
日

□
□

□

□
□

□

□
□

□

□
□

□

□
□

□

備
考

設
定

す
る

権
利

（
Ｃ
）

土
地

改
良

区
名
(
D
)

所
在

地
目

種
類

内
容

整
理

番
号

1
5
2
0
4
0
0
0
1

権
利

の
設

定
を

受
け

る
者

の
氏

名
又

は
名

称
及

び
住

所
（

Ａ
）

権
利

を
設

定
す

る
土

地
（

Ｂ
）農

事
組

合
法
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下

田
フ

ァ
ー
ム

代
表

理
事

　
秋

田
　

次
郎

農
用

地
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用
集

積
等

促
進
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画

（
再

配
分

）
地

域
計

画
を

未
策

定

又
は

地
域

計
画

の
区

域
外
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２
．

共
通

事
項

（
１

）
転

貸
又

は
譲
渡
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２

）
借

賃
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額
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３
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改
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４
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改
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で

あ
る

場
合

に
は

土
地

所
有

者
の

同
意

を
要

し
な

い
。

ウ
　

修
繕

費
又

は
改

良
費

の
負

担
及

び
償

還
は

、
別

表
１

に
定

め
た

も
の

を
除

き
、

民
法

、
土

地
改

良
法

等
の

法
令

に
従

う
。

（
９

）
附

属
物

の
設

置
等

ア イ ウ

（
1
0
）

租
税

公
課

等
の

負
担

ア
　

当
該

土
地

に
対

す
る

固
定

資
産

税
そ

の
他

の
租

税
は

、
土

地
所

有
者

が
負

担
す

る
。

イ
　

当
該

土
地

に
係

る
農

業
保

険
法

に
基

づ
く

共
済

掛
金

及
び

賦
課

金
は

、
乙

が
負

担
す

る
。

ウ
　

当
該

土
地

に
係

る
土

地
改

良
区

の
賦

課
金

等
は

、
別

表
２

に
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
る

ほ
か

は
、

乙
が

負
担

す
る
。

エ
　

そ
の

他
当

該
土

地
の

通
常

の
維

持
管

理
に

要
す

る
経

費
は

、
乙

が
負

担
す

る
。

　
甲

は
、

乙
が

借
賃

を
１

の
各

筆
明

細
に

定
め

る
日

ま
で

に
納

入
し

な
い

場
合

は
、

納
入

期
限

の
翌

日
か

ら
支

払
い

ま
で

の
間

、
年

利
1
4
.
6
パ

ー
セ

ン
ト

の
割

合
で

計
算

し
た

金
額

を
延

滞
金

と
し

て
徴

収
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

　
こ

の
農

用
地

利
用

集
積

等
促

進
計

画
（

以
下

「
本

計
画

」
と

い
う

。
）

の
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
り

設
定

又
は

移
転

を
受

け
る

権
利

は
、

１
の

各
筆

明
細

に
定

め
る

も
の

の
ほ

か
、

次
に

定
め

る
と

こ
ろ
に

よ
る

。

　
本

計
画

に
よ

り
賃

借
権

又
は

使
用

貸
借

に
よ

る
権

利
の

設
定

又
は

移
転

（
以

下
「

賃
借

権
の

設
定

等
」

と
い

う
。

）
を

受
け

る
者

（
以

下
「

乙
」

と
い

う
。

）
は

、
賃

借
権

の
設

定
等

を
受

け
た

土
地

に
つ

い
て

転
貸

し
、

又
は

設
定

若
し

く
は

移
転

を
受

け
た

権
利

を
譲

渡
し

て
は

な
ら

な
い
。

　
公

益
社

団
法

人
 
秋

田
県

農
業

公
社

（
以

下
「

甲
」

と
い

う
。

）
及

び
賃

借
権

の
設

定
又

は
移

転
を

受
け

る
者

は
、

当
該

土
地

の
１

の
各

筆
明

細
に

記
載

さ
れ

た
面

積
と

実
測

面
積

と
の

間
に

差
異
が

あ
っ

て
も

、
異

議
を

述
べ

ず
、

ま
た

、
借

賃
の

増
減

を
請

求
し

な
い
。

　
本

計
画

を
定

め
た

後
、

借
賃

の
改

訂
に

当
た

っ
て

は
、

農
地

法
第
5
2
条

の
農

業
委

員
会

が
提

供
す

る
借

賃
の

動
向

や
地

域
関

係
者

に
よ

る
協

議
結

果
等

を
勘

案
し

て
、

甲
、

乙
が

協
議

し
て

定
め

る
額

に
改

訂
す

る
。

　
乙

は
、

甲
が

本
計

画
を

実
行

す
る

に
つ

き
必

要
と

す
る

諸
経

費
と

し
て

、
１

契
約

あ
た

り
5
,
0
0
0
円

の
手

数
料

を
負

担
す

る
こ

と
と

し
、

こ
の

手
数

料
は

、
甲

が
乙

の
指

定
す

る
口

座
か

ら
初

回
の
借

賃
に

加
え

て
引

き
落

と
す

も
の

と
す

る
。

　
甲

は
、

乙
が

災
害

そ
の

他
や

む
を

得
な

い
事

由
の

た
め

、
借

賃
の

支
払

期
限

ま
で

に
借

賃
の

支
払

を
す

る
こ

と
が

で
き

な
い

場
合

に
は

、
甲

及
び

乙
が

協
議

の
上

、
相

当
と

認
め

ら
れ

る
期

日
ま

で
に

そ
の

支
払

を
猶

予
す

る
。

　
賃

借
権

の
目

的
物

が
農

地
で

あ
る

場
合

で
、

目
的

物
の

乙
か

ら
甲

に
対

し
て

農
地

法
（

昭
和
2
7
年

法
律

第
2
2
9
号

）
第

2
0
条

又
は

民
法

第
6
0
9
条

の
規

定
に

基
づ

く
借

賃
の

減
額

請
求

が
あ

っ
た

場
合

に
は

、
甲

は
土

地
所

有
者

に
対

し
て

、
借

賃
の

減
額

を
請

求
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

減
額

さ
れ

る
べ

き
額

は
、

甲
及

び
乙

が
協

議
し

て
定

め
る
。

　
目

的
物

の
一

部
が

滅
失

そ
の

他
の

事
由

に
よ

り
使

用
及

び
収

益
を

す
る

こ
と

が
で

き
な

く
な

っ
た

場
合

で
、

乙
の

責
め

に
帰

す
る

こ
と

が
で

き
な

い
事

由
に

よ
る

と
き

は
、

賃
料

は
そ

の
使

用
及
び

収
益

を
す

る
こ

と
が

で
き

な
く

な
っ

た
部

分
の

割
合

に
応

じ
て

減
額

さ
れ

、
目

的
物

が
使

用
及

び
収

益
を

す
る

こ
と

が
可

能
と

な
っ

た
と

き
は

減
額

前
の

賃
料

に
戻

る
。

な
お

、
賃

料
の

減
額

の
時
期

及
び

減
額

前
の

賃
料

に
戻

る
時

期
並

び
に

減
額

の
割

合
に

つ
い

て
は

、
作

物
の

作
付

・
収

穫
の

状
況

を
踏

ま
え

て
甲

及
び

乙
が

協
議

し
て

定
め

る
。

　
土

地
所

有
者

は
、

乙
の

責
に

帰
す

べ
き

事
由

に
よ

ら
な

い
で

生
じ

た
当

該
土

地
の

損
耗

に
つ

い
て

、
自

ら
の

費
用

と
責

任
に

お
い

て
当

該
土

地
を

修
繕

す
る

。
た

だ
し

、
緊

急
を

要
す

る
と

き
そ
の

他
土

地
所

有
者

に
お

い
て

修
繕

す
る

こ
と

が
で

き
な

い
場

合
で

土
地

所
有

者
の

同
意

を
得

た
と

き
は

、
乙

が
修

繕
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

こ
の

場
合

に
お

い
て

、
乙

が
修

繕
の

費
用

を
支

出
し

た
と
き

は
、

土
地

所
有

者
に

対
し

て
、

そ
の

費
用

の
償

還
を

請
求

す
る

こ
と

が
で

き
る
。

　
乙

が
、

当
該

土
地

に
果

樹
等

の
永

年
性

作
物

、
ハ

ウ
ス

等
の

農
業

用
施

設
（

以
下

「
附

属
物

」
と

い
う

。
）

の
設

置
を

行
う

場
合

に
は

、
市

町
村

及
び

農
業

委
員

会
に

事
前

に
相

談
を

行
い

、
甲
の

同
意

を
得

る
。

　
ま

た
、

乙
が

附
属

物
の

設
置

を
し

た
場

合
に

お
い

て
、

賃
貸

借
又

は
使

用
貸

借
が

終
了

し
た

と
き

は
、

乙
は

当
該

附
属

物
を

収
去

す
る

義
務

を
負

う
。

　
甲

は
、

ア
の

同
意

を
行

う
場

合
に

は
、

事
前

に
乙

が
附

属
物

の
設

置
を

行
う

こ
と

に
つ

い
て

土
地

所
有

者
の

同
意

を
得

る
と

と
も

に
、

乙
に

対
し

て
ア

の
同

意
を

す
る

旨
の

通
知

を
行

う
際

に
は
乙

が
附

属
物

の
設

置
を

行
う

こ
と

に
つ

い
て

土
地

所
有

者
も

同
意

し
て

い
る

こ
と

を
併

せ
て

通
知

す
る
。

　
ま

た
、

乙
が

甲
及

び
土

地
所

有
者

の
同

意
を

得
て

附
属

物
を

設
置

し
た

場
合

に
お

い
て

、
賃

貸
借

又
は

使
用

貸
借

が
終

了
し

た
と

き
は

、
乙

は
土

地
所

有
者

に
対

し
て

直
接

当
該

附
属

物
を

収
去
す

る
義

務
を

負
い

、
甲

は
土

地
所

有
者

に
対

し
て

収
去

の
義

務
を

負
わ

な
い
。

　
ア

及
び

イ
の

規
定

に
か

か
わ

ら
ず

、
土

地
所

有
者

が
附

属
物

を
収

去
し

な
い

こ
と

に
同

意
し

て
い

る
と

き
に

限
り

、
甲

及
び

乙
は

収
去

の
義

務
を

負
わ

な
い

。
こ

の
場

合
、

乙
が

支
出

し
た

費
用
に

つ
い

て
は

、
土

地
所

有
者

が
費

用
償

還
に

同
意

し
て

い
る

場
合

に
限

り
、

乙
は

土
地

所
有

者
に

対
し

て
償

還
の

請
求

を
す

る
こ

と
が

で
き

る
。
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（
1
1
）

賃
貸

借
又

は
使

用
貸

借
の

解
除

　
１

の
各

筆
明

細
に

定
め

る
甲

に
よ

る
賃

借
権

設
定

等
を

受
け

た
土

地
に

つ
い

て
次

の
い

ず
れ

か
に

該
当

す
る

と
き

は
、

甲
は

当
該

土
地

に
係

る
賃

貸
借

又
は

使
用

貸
借

を
解

除
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

ア
　

当
該

農
用

地
等

を
適

正
に

利
用

し
て

い
な

い
と

認
め

ら
れ

る
と

き
。

イ
　

正
当

な
理

由
が

な
く

て
農

地
中

間
管

理
事

業
の

推
進

に
関

す
る

法
律

第
2
1
条

第
１

項
の

規
定

に
よ

る
報

告
を

し
な

い
と

き
。

ウ
　

農
地

法
第

６
条

の
２

第
２

項
第

２
号

の
規

定
に

よ
る

通
知

を
受

け
た

と
き
。

エ
　

正
当

な
理

由
が

な
く

賃
料

を
支

払
わ

な
い

と
き

そ
の

他
信

義
に

反
し

た
行

為
を

し
た

と
き
。

オ
　

そ
の

他
民

法
及

び
関

連
法

規
に

定
め

る
解

除
事

由
に

該
当

し
た

と
き
。

（
1
2
）

賃
貸

借
又

は
使

用
貸

借
の

終
了

（
1
3
）

目
的

物
の

返
還

（
1
4
）

賃
借

権
又

は
使

用
貸

借
に

よ
る

権
利

に
関

す
る

事
項

の
変

更
の

禁
止

（
1
5
）

権
利

取
得

者
の

責
務

ア
　

乙
は

、
本

計
画

の
定

め
る

と
こ

ろ
に

従
い

、
目

的
物

を
効

率
的

か
つ

適
正

に
利

用
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い
。

イ

（
1
6
）

機
構

関
連

基
盤

整
備

事
業

の
実
施

（
1
7
）

そ
の

他
　

本
計

画
に

定
め

の
な

い
事

項
及

び
本

計
画

に
関

し
疑

義
が

生
じ

た
と

き
は

、
甲

、
乙

及
び

本
計

画
の

認
可

者
が

協
議

し
て

定
め

る
。

別
表

１
　

修
繕

費
及

び
改

良
費

の
負

担
に

係
る

特
約

事
項

別
表

２
　

土
地

改
良

区
の

賦
課

金
等

に
係

る
特

約
事
項

　
甲

が
農

地
中

間
管

理
権

を
有

し
て

い
る

農
用

地
等

に
つ

い
て

は
、

土
地

改
良

法
（

昭
和
2
4
年

法
律

第
1
9
5
号

）
第

8
7
条

の
３

第
１

項
の

土
地

改
良

事
業

が
行

わ
れ

る
こ

と
が

あ
る
。

　
本

計
画

の
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
り

、
賃

借
権

の
設

定
等

が
行

わ
れ

た
土

地
が

、
天

災
地

変
そ

の
他

、
甲

及
び

乙
並

び
に

土
地

所
有

者
の

責
に

帰
す

べ
か

ら
ざ

る
理

由
に

よ
り

当
該

土
地

の
全

部
が

滅
失

そ
の

他
の

事
由

に
よ

り
使

用
及

び
収

益
を

す
る

こ
と

が
で

き
な

く
な

っ
た

場
合

に
は

、
当

該
土

地
に

係
る

賃
貸

借
又

は
使

用
貸

借
は

終
了

す
る
。

　
賃

貸
借

又
は

使
用

貸
借

が
終

了
し

た
と

き
は

、
乙

は
、

そ
の

終
了

の
日

か
ら

３
０

日
以

内
に

、
甲

に
対

し
て

、
当

該
土

地
を

原
状

に
回

復
し

て
返

還
す

る
（

附
属

物
の

取
扱

い
に

つ
い

て
は

（
９

）
に

よ
る

。
）

。
た

だ
し

、
土

地
所

有
者

か
ら

附
属

物
を

収
去

し
な

い
こ

と
へ

の
同

意
が

得
ら

れ
て

い
る

場
合

又
は

災
害

そ
の

他
の

不
可

抗
力

、
修

繕
若

し
く

は
改

良
行

為
又

は
当

該
土

地
の

通
常

の
利

用
に

よ
っ

て
生

ず
る

形
質

の
変

更
に

つ
い

て
は

、
乙

は
、

原
状

回
復

の
義

務
を

負
わ

な
い
。

　
甲

及
び

乙
は

、
本

計
画

に
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
り

設
定

又
は

移
転

さ
れ

る
権

利
に

関
す

る
事

項
は

変
更

し
な

い
も

の
と

す
る

。
た

だ
し

、
甲

、
乙

、
及

び
本

計
画

の
認

可
者

が
協

議
の

上
、

真
に

や
む

を
得

な
い

と
認

め
ら

れ
る

場
合

は
、

こ
の

限
り

で
な

い
。

　
乙

は
、

甲
か

ら
農

地
中

間
管

理
事

業
の

推
進

に
関

す
る

法
律

（
平

成
2
5
年

法
律

第
1
0
1
号

）
第

2
1
条

第
１

項
の

規
定

に
よ

り
、

賃
借

権
の

設
定

等
を

受
け

た
農

用
地

等
の

利
用

の
状

況
の

報
告

を
求

め
ら

れ
た

場
合

に
は

、
甲

に
報

告
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い
。

修
繕

又
は

改
良

の
工

事
名

甲
及

び
乙

並
び

に
土

地
所

有
者

の
費

用
に

関
す
る

支
払

区
分

の
内
容

甲
及

び
乙

の
支

払
額

に
つ

い
て

土
地

所
有

者
の

償
還

す
べ

き
額

及
び

方
法

備
　

　
　

　
考

賦
課

金
等

の
種
類

負
担

区
分
(
実

負
担

者
)

備
　

　
　

　
考

全
賦

課
金

所
有

者
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【
添

付
書

類
】

　
賃

借
権

の
設

定
等

を
受

け
る

者
の

農
業

経
営

の
状

況
等

日

（
2

人
）

（
人

）

（
1

人
）

（
個

人
）

整
理

番
号

1
5
2
0
4
0
0
01

氏
名

又
は

名
称

秋
田

　
次

郎
年

齢
4
1

歳
農

作
業

従
事

日
数

2
5
0

賃
借

権
の

設
定

等
を

受
け

る
土

地
の

面
積

（
Ａ

）

賃
借

権
の

設
定

等
を

受
け

る
者

が
耕

作
又

は
養

畜
の

事
業

に
供

し
て

い
る

農
用

地
の

面
積

（
Ｂ

）

賃
借

権
の

設
定

等
を

受
け

る
者

の
主

た
る

経
営

作
目

（
Ｃ

）

賃
借

権
の

設
定

等
を

受
け

る
者

の
世

帯
員

の
農

作
業

従
事

及
び

雇
用

労
働

力
の

状
況

（
Ｄ

）

賃
借

権
の

設
定

等
を

受
け

る
者

の
主

な
家

畜
の

飼
育

状
況

（
Ｅ

）

農
業

従
事

者

（
う

ち
1
5
歳

以
上

6
5
歳

未
満

の
者

）
種

　
類

雇
用

労
働

力

（
年

間
延

べ
労

働
日

数
）

従
と

し
て

農
業

に
従

事
す

る
者

人

 ㎡
 ㎡

男

採
　

草

放
牧

地

農
　

　
地

7
,2

3
0
.0

0

農
　

　
地

2
0
,0

0
0
.0

0

水
稲

採
　

草

放
牧

地
女

世
帯

員

1
人

繁
殖

豚

2
人

農
業

専
従

者

主
と

し
て

農
業

に
従

事
す

る
者

2 1
人

鶏

人
日

賃
借

権
の

設
定

等
を

受
け

る
農

用
地

等
で

の
農

業
経

営
が

、
周

辺
の

農
用

地
等

の
農

業
上

の
利

用
に

及
ぼ

す
こ

と
が

見
込

ま
れ

る
影

響
  

な
  

し
地

域
と

の
役

割
分

担
の

状
況

道
路

、
水

路
、

た
め

池
等

の
共

同
利

用
施

設
の

取
り

決
め

を
遵

守
す

る

そ
の

他

2
5
0

農
業

補
助

者

ﾄﾗ
ｸ
ﾀ
ｰ

1

籾
摺

機
1

人

公
社
用

11

肉
用

牛

乾
燥

機
1

田
植

機

賃
借

権
の

設
定

等
を

受
け

る
者

の
主

な
農

機
具

の
所

有
状

況
（
Ｆ

）

数
　

量
種

　
類

数
　

量

ｺ
ﾝ

ﾊ
ﾞｲ

ﾝ

肥
育

豚

乳
用

牛
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（
農

地
所

有
適

格
法

人
）

【
添

付
書

類
】

公
社

用

整
理

番
号

1
5
2
0
4
0
0
0
1

2
5
0

人
日

農
畜

産
物

名
現

在

水
稲

権
利

取
得
後

水
稲

・
野

菜

種
　

類
数

　
量

種
　

類
数

　
量

乳
用

牛
ﾄ
ﾗ
ｸ
ﾀ
ｰ

1

3
年

前
5
,
0
0
0
,
0
0
0
3
年

前
肉

用
牛

田
植

機
1

2
年

前
5
,
0
0
0
,
0
0
0
2
年

前
繁

殖
豚

ｺ
ﾝ
ﾊ
ﾞ
ｲ
ﾝ

1

1
年

前
5
,
0
0
0
,
0
0
0
1
年

前
肥

育
豚

乾
燥

機
1

初
年

度
7
,
0
0
0
,
0
0
0
初

年
度

鶏
籾

摺
機

1

2
年

目
1
0
,
0
0
0
,
0
0
0
2
年

目

3
年

目
1
5
,
0
0
0
,
0
0
0
3
年

目

前
年

実
績

見
込

み
前

年
実

績
見

込
み

「
別

紙
」

な
し

賃
借

権
の

設
定

等
を

受
け

る
農

用
地

等
で

の
農

業
経

営
が

、
周

辺
の

農
用

地
等

の
農

業
上

の
利

用
に

及
ぼ

す
こ

と
が

見
込

ま
れ

る
影

響
地

域
と

の
役

割
分

担
の

状
況

道
路

、
水

路
、

た
め

池
等

の
共

同
利

用
施

設
の

取
り

決
め

を
遵

守
す

る

議
決

権
又

は
株

式
の

数

年
間

農
業

従
事

日
数

氏
名

・
名

称

年
間

農
業

従
事

日
数

年
間
農
作
業
従
事
日
数

氏
　

名
住

　
所

面
　

積
　

　
㎡

権
利

の
種

　
類

役
職
名

農
地

所
有

適
格

法
人

の
名

称

採
　

草
放

牧
地

賃
借

権
の

設
定

等
を

受
け

る
農

地
所

有
適

格
法

人
の

構
成

員
の

状
況

（
Ｄ

）

そ
の

他

法
人

と
構

成
員

と
の

取
引

関
係

等
の

内
容

法
人

へ
の

農
地

等
の

権
利

設
定

・
移

転

前
年

実
績

見
込

み

農
業

賃
借

権
の

設
定

等
を

受
け

る
土

地
の

面
積

（
Ａ

）

 
 
 
 
 
 
 
　

　
　

　
㎡

賃
借

権
の

設
定

等
を

受
け

る
農

地
所

有
適

格
法

人
が

耕
作

又
は

養
畜

の
事

業
に

供
し

て
い

る
農

用
地

の
面

積
（

Ｂ
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
　

　
　

㎡

賃
借

権
の

設
定

等
を

受
け

る
農

地
所

有
適

格
法

人
の

事
業

の
状

況
（

Ｃ
）

賃
借

権
の

設
定

等
を

受
け

る
農

地
所

有
適

格
法

人
の

業
務

執
行

役
員

の
状

況
（

Ｅ
）

農
事

組
合

法
人

下
田

フ
ァ

ー
ム

　
　

代
表

理
事

　
秋

田
　

次
郎

雇
用

労
働

力
(
年

間
延

日
数

)

賃
借

権
の

設
定

等
を

受
け

る
農

地
所

有
適

格
法

人
の

主
な

家
畜

の
飼

育
状

況
（

Ｆ
）

賃
借

権
の

設
定

等
を

受
け

る
農

地
所

有
適

格
法

人
の

主
な

農
機

具
の

所
有

の
状

況
（

Ｇ
）

事
業

の
種

類

農
　

地

現
在

7
,
2
3
0
.
0
0

農
　

地
2
0
,
0
0
0
.
0
0

事
業

の
実

施
状

況
及

び
事

業
計

画
（

円
）

採
　

草
放

牧
地

左
記

以
外

の
事

業
の

内
容

権
利

取
得
後

関
連

事
業

等
の

内
容

現
在

権
利

取
得
後

農
家

レ
ス

ト
ラ

ン

左
記

以
外

の
事

業

1
,
0
0
0
,
0
0
0

2
,
0
0
0
,
0
0
0

3
,
0
0
0
,
0
0
0
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（
別

紙
）

公
社
用

前
年

実
績

見
込
み

前
年

実
績

見
込
み

○
○

　
○
○

8
0

賃
借
権

8
,
0
0
0
.
0
0

2
0
0

権
利

設
定

○
○

　
○
○

理
事

○
○

市
×

×
1
番

地
2
5
0

2
0
0

2
5
0

1
8
0

○
○

　
□
□

5
0

賃
借
権

5
,
0
0
0
.
0
0

1
7
5

権
利

設
定

○
○

　
□
□

理
事

○
○

市
◇

◇
2
番

地
2
0
0

1
7
5

2
0
0

1
5
0

□
□

　
△
△

3
0

賃
借
権

3
,
0
0
0
.
0
0

1
5
0

権
利

設
定

□
□

　
△
△

会
計

○
○

市
□

□
3
番

地
3
0
0

1
5
0

3
0
0

1
2
5

△
△

　
▽
▽

4
0

賃
借
権

4
,
0
0
0
.
0
0

2
0
0

権
利

設
定

△
△

　
▽
▽

会
計

○
○

市
△

△
4
番

地
2
5
0

2
0
0

2
5
0

1
5
0

2
5
0

2
0
0

3
0
0

2
5
0

賃
借

権
の

設
定

等
を

受
け

る
農

地
所

有
適

格
法

人
の

構
成

員
の

状
況

（
Ｄ
）

賃
借

権
の

設
定

等
を

受
け

る
農

地
所

有
適

格
法

人
の

業
務

執
行

役
員

の
状

況
（

Ｅ
）

氏
名

・
名
称

議
決

権
又
は

株
式

の
数

法
人

へ
の

農
地

等
の

権
利
設

定
・

移
転

年
間

農
業

従
事

日
数

法
人

と
構

成
員

と
の

取
引

関
係

等
の

内
容

氏
　
名

住
　
所

年
間

農
業

従
事

日
数

権
利
の

種
　
類

面
　
積

　
　
㎡

前
年

実
績

見
込
み

年
間
農
作
業
従
事
日
数

役
職
名
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（
農

地
所

有
適

格
法

人
以

外
の

法
人
）

公
社

用

【
添

付
書

類
】

整
理

番
号

1
5
2
0
4
0
0
0
1

2
5
0

人
日

前
　

年
実

　
績

見
込

み

○
○

　
○
○

理
事

○
○

市
×

×
1
番

地
2
5
0

2
0
0

○
○

　
□
□

理
事

○
○

市
◇

◇
2
番

地
2
0
0

1
7
5

□
□

　
△
△

会
計

○
○

市
□

□
3
番

地
3
0
0

1
5
0

乳
用

牛
ﾄ
ﾗ
ｸ
ﾀ
ｰ

1

△
△

　
▽
▽

会
計

○
○

市
△

△
4
番

地
2
5
0

2
0
0

肉
用

牛
田

植
機

1

繁
殖

豚
ｺ
ﾝ
ﾊ
ﾞ
ｲ
ﾝ

1

肥
育

豚
乾

燥
機

1

鶏
籾

摺
機

1

な
し

地
域

と
の

役
割

分
担

の
状
況

賃
借

権
の

設
定

等
を

受
け

る
土

地
の

面
積

（
Ａ

）

　
　

　
　

　
　

　
㎡

賃
借

権
の

設
定

等
を
受

け
る

法
人

が
耕

作
又
は

養
畜

の
事

業
に

供
し
て

い
る

農
用

地
の

面
積

（
Ｂ

）
　 ㎡

賃
借

権
の

設
定

等
を

受
け

る
法

人
の

主
た

る
生

産
作

物
（

Ｃ
）

賃
借

権
の

設
定

等
を

受
け

る
法

人
の

業
務

執
行

役
員

等
の

状
況

（
Ｄ
）

賃
借

権
の

設
定

等
を

受
け

る
法

人
の

主
な

家
畜

の
飼

育
状

況
（

Ｆ
）

氏
名

役
職

名
住

所

年
間

農
業

従
事

日
数

水
稲

賃
借

権
の

設
定

等
を

受
け

る
法

人
の

主
な

農
機

具
の

所
有

の
状

況
（

Ｇ
）

農
事

組
合

法
人

下
田

フ
ァ

ー
ム

法
人

の
名
称

雇
用

労
働
力

（
年

間
延

日
数
）

賃
借

権
の

設
定

等
を

受
け

る
農

用
地

等
で

の
農

業
経

営
が

、
周

辺
の

農
用

地
等

の
農

業
上

の
利

用
に

及
ぼ

す
こ

と
が

見
込

ま
れ

る
影
響

道
路

、
水

路
、

た
め

池
等

の
共

同
利

用
施

設
の

取
り

決
め

を
遵
守

す
る

種
　

類
数

　
量

種
　

類
数

　
量

採
　

草
放

牧
地

採
　

草
放

牧
地

そ
の

他

農
　

地
7
,
2
3
0
.
0
0

農
　

地
2
0
,
0
0
0
.
0
0
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氏
名

氏
名

借
受

希
望

農
家

情
報

農
業

者
種

別
農

業
者

種
別

認
定
農
業
者

認
定
農
業
者

農
地
所
有
適
格
法
人

農
地
所
有
適
格
法
人

農
地

中
間

管
理

事
業

規
程

に
よ

る
確

認
事
項

基
本
構
想
水
準
到
達
者

基
本
構
想
水
準
到
達
者

（
貸

付
決

定
ル

ー
ル
）

認
定
就
農
者

認
定
就
農
者

1○ ○

※
基

本
原

則
の

ほ
か

に
、

該
当

す
る

優
先

配
慮

が
あ

る
場

合
は

、
該

当
事

項
に

○
を

記
入

借
受

希
望

者
の

希
望

条
件

と
の

適
合

性

地
域

農
業

の
発

展
へ

の
寄

与
度

順
位

※
基

本
原

則
の

該
当

事
項

に
○

を
記

入

優
先

配
慮

利
用

権
の

交
　

　
換

　
集

約
化

等
の

観
点

か
ら

行
う

、
担

い
手

相
互

間
又

は
担

い
手

・
非

担
い

手
間

で
の

利
用

権
の

交
換

　
集

落
営

農
の

構
成

員
が

、
当

該
集

落
営

農
に

利
用

さ
せ

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
機

構
に

農
地

を
貸

し
付

け
る

当
該

農
用

地
等

に
隣

接
す

る
借

受
希

望
者

が
複

数
い

る
場

合

現
在

の
経

営
農

地
と

の
位

置
関

係
、

水
利

関
係

等

借
受

希
望

者
の

希
望

条
件

と
の

適
合

性

地
域

農
業

の
発

展
へ

の
寄

与
度

地
域

内
に

十
分

な
担

い
手

が
い

る
場

合

現
在

の
経

営
農

地
と

の
位

置
関

係
、

水
利

関
係

等

地
域

計
画

未
掲

載
地

域
計

画
未

掲
載

○ ○

基
本

原
則

　
経

営
規

模
の

拡
大

又
は

分
散

錯
圃

の
解

消
に

資
す

る
も

の
で

あ
る

。

　
既

に
効

率
的

か
つ

安
定
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者
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合
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人

下
田
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ム

○ ○
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5 年 3 月 20 日

公益社団法人

〒

私は、上記の振替支払先から請求された賃借料等の口座振替支払いに関し、農業協同組合に

対して、次の通り依頼したのでお届けします。

－

11 月 20 日 （休日の場合は翌営業日） 年5

1234 567

指定口座 普通 口座番号 1234567預金種目

金融機関コード・店舗コード

振替日 毎年 振替開始 令和

氏　名 農事組合法人下田ファーム　代表理事　秋田　次郎

フリガナ ﾉｳｼﾞｸﾐｲﾎｳｼﾞﾝｼﾓﾀﾞﾌｧｰﾑ

農協名 ▲▲▲農協 店舗名 ▼▼▼支店

金融機関への
届出印

公社提出用

秋 田 県 農 業 公 社

公益社団法人　秋田県農業公社振替支払先 料金等の種類 賃借料等

貯金口座振替に関する届出書

令和

御中

住　所
○○市○○○町○○字△△△

000-0000 電話番号 0123-45-6789

貯金者
および
契約者

農
業
協
同
組
合
使
用
欄

確認日

確認印 備　考

日年 月令和

秋
田
県
農
業
公
社
使
用
欄

届
出
印
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5 年 3 月 20 日

農業協同組合 御中

〒

－

11 月 20 日 （休日の場合は翌営業日） 年

記

1

2 ．私は振替日に指定口座の残高が、請求金額に対し不足しないよう必要な措置を講じます。

3

4

1234567

氏　名 農事組合法人下田ファーム　代表理事　秋田　次郎

  私は、上記の振替支払先から請求された賃借料等を次の口座振替によって支払うこ

ととしたいので、下記事項を確約のうえ依頼します。

農協名 ▲▲▲農協 店舗名 ▼▼▼支店

預金種目

金融機関コード・店舗コード 1234 567

指定口座 普通 口座番号

貯金者
および
契約者

○○市○○○町○○字△△△

フリガナ ﾉｳｼﾞｸﾐｲﾎｳｼﾞﾝｼﾓﾀﾞﾌｧｰﾑ

金融機関への
届出印

0123-45-6789電話番号000-0000

住　所

組合使用欄

．貴組合が必要と認めた場合は、私に通知することなく、この口座振替契約を解除されても異議ありませ
ん。

．本取扱に関して万一紛議が生じても貴組合には一切迷惑をおかけしません。

．私が支払うべき賃借料等については私に通知することなく、毎年振替指定日に貴組合所定の方法で支
払って下さい。

振替日 毎年 振替開始 令和 5

農協用

賃借料等料金等の種類振替支払先 公益社団法人　秋田県農業公社

▲▲▲

貯金口座振替依頼書

令和

届
出
印
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記

  理 事 長 　齋　藤　　了　様

5 年 月 日

住所

氏名
（自署）

地　目

大字 字 登記簿 現況

田 田 筆

田 田 ㎡

田 田

田 田 筆

田 田 ㎡

筆

㎡

筆

㎡

236.00

畑 ◎◎◎ ●●● 5 3,145.00

●●● 3 345.00

 ◎◎◎ ●●● 4-1

承　諾　書

　今般、公益社団法人秋田県農業公社と土地賃貸借契約をした下記土地の一部又は全

部に抵当権等が設定されていますが、競売等の申し立てにより、裁判所から農業委員

会に照会書が送付された場合、下記事項に同意することを確約します。

１．公社との協議に誠意を持って応じること。

２．協議の結果、解約せざるを得ない事態となった場合、異議無く解約に応じること。

公益社団法人 秋田県農業公社

令和 3 20

2,301.00 7,230.00

 ◎◎◎

 ◎◎◎ ●●● 1 1,203.00

土 地 の 表 示 ： ○○市

所　在 面　積

m2
合　計

地番

田

5

 ◎◎◎ ●●● 2

転借人
農事組合法人下田ファーム
代表理事　秋田　次郎

○○市○○○町○○字△△△

計

5

7,230.00

そ
の
他
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　下記のとおり土地の（全部・一部）について、組合員たる資格を取得並びに喪失したので、
土地改良法第４３条の規定により通知します。

なお、これに伴う土地改良事業による一切の権利義務を資格取得者が承継します。

令和 年 月 日

□□□土地改良区　理事長　　様

資格喪失者（現資格者） 秋田市山王四丁目1-2

公益社団法人秋田県農業公社

理 事 長　　齋　藤　　了

０１８-８９３-６２２３

資格取得者（新資格者）

組合員番号

（　　　　）

年 月 日

記

資格得喪の対象たる土地

3,145.00 利用権設定 令和5年4月27日

利用権設定 令和5年4月27日

345.00 利用権設定 令和5年4月27日

236.00 利用権設定 令和5年4月27日

決

裁

理事長 副理事長 担当理事 事務局長 係(係員)

地 積 資格得喪 資格得喪
付 記

(㎡) 原 因 時 期
令和5年4月27日利用権設定1,203.00

2,301.00

組合員資格得喪通知書

組合員番号 氏 名

（　　　　） 電 話 番 号

 ◎◎◎ ●●● 5 田 水田

○○市

住 所

5 4 27

住 所

氏 名

○○市○○○町○○字△△△

電 話 番 号

農事組合法人下田ファーム

生 年 月 日 昭和 57

0123-45-6789

1 1

土地の所在地
地 目 用 途

大字 字 地番

 ◎◎◎ ●●● 2 田 水田

 ◎◎◎ ●●● 1 田 水田

賦課金徴収補助簿

受 付 印

関係帳簿更正済印
賦課金システム

 ◎◎◎ ●●● 3 田 水田

 ◎◎◎ ●●● 4-1 田 水田
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　下記のとおり土地の（全部・一部）について、組合員たる資格を取得並びに喪失したので、
土地改良法第４３条の規定により通知します。

なお、これに伴う土地改良事業による一切の権利義務を資格取得者が承継します。

令和 年 月 日

□□□土地改良区　理事長　　様

資格喪失者（現資格者） 秋田市山王四丁目1-2

公益社団法人秋田県農業公社

理 事 長　　齋　藤　　了

０１８-８９３-６２２３

資格取得者（新資格者）

組合員番号

（　　　　）

年 月 日

記

資格得喪の対象たる土地

←どちらかに「○」を記入

←どちらかに「○」を記入

←どちらかに「○」を記入

地 積 資格得喪 資格得喪
付 記

(㎡) 原 因 時 期

1,203.00 利用権設定 令和5年4月27日

2,301.00 利用権設定 令和5年4月27日

345.00

3,145.00 利用権設定 令和5年4月27日

理事長 副理事長 担当理事 事務局長 係(係員)
賦課金システム 賦課金徴収補助簿

維持管理賦課金 ○

耕作者支払 所有者支払賦課種別

関係帳簿更正済印

事業償還賦課金 ○

決

裁

受 付 印

経常賦課金 ○

利用権設定 令和5年4月27日

 ◎◎◎ ●●● 5 田 水田

 ◎◎◎ ●●● 4-1 田 水田 236.00

利用権設定 令和5年4月27日 ◎◎◎ ●●● 3 田 水田

 ◎◎◎ ●●● 2 田 水田

 ◎◎◎ ●●● 1 田 水田

大字 字 地番
土地の所在地

地 目 用 途

○○市

生 年 月 日 昭和 57 1 1

電 話 番 号 0123-45-6789

氏 名 農事組合法人下田ファーム

住 所 ○○市○○○町○○字△△△

（　　　　） 電 話 番 号

組合員資格得喪通知書

組合員番号 氏 名

住 所

5 4 27

准組合員制度を使用する改良区へ

の得喪通知は、本様式を使用

・二ツ井白神土地改良区

・にかほ市土地改良区

・仙北市神代土地改良区

・仙北市田沢湖若松堰土地改良区

・秋田県雄物川筋土地改良区

・山城水系土地改良区
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（公社貸付）

◆提出書類　※部数は１契約当たり

☑ 3 部

☑ 3 部

☑ 1 部

☑ 1 部

☑ 1 部

☑ 1 部

☑ 1 部

☑ 1 部

◆その他必要書類　※部数は１契約当たり

法人の場合

☑ 1 部

◆書類提出前の確認事項

☑ 今回契約する農地は地域計画の区域外（未策定も含む）ですか。

☑ 契約手続き時に運転免許証等の身分証明書により、契約者の本人確認を実施しましたか。

☑ 契約者に対して、手数料の徴収や賃料精算時期等について説明しましたか。

☑ 契約者の住所を農家台帳等から正確に記載しましたか。（×1-1 ⇒ ○1番地1、1番1号 など）

☑ 促進計画は、自署をしていますか。法人の場合は社判も可。

☑ 土地改良区賦課金等の負担区分を出し手・受け手に確認し、促進計画に記載しましたか。

☑ 農業者種別（認定農業者等）等について、漏れなく記載しましたか。

☑ 法人の場合、定款は添付していますか。また、添付省略可能か確認しましたか。

上記の内容について、確認しました。

所属

令和 5 年 3 月 20 日

氏名（自署） ○○　○○

○○市○○課

書類名等 部数 備　考

定款のコピー
過去に機構と契約しており、定款の内容に変更が
なければ、添付省略可能。その場合は、各筆明細
の備考欄に「定款変更なし」と記入

貯金口座振替に関する届出書
ＪＡの確認印を押印した上、提出。過去に機構と
契約しており同一口座を使用する場合不要

通帳のコピー
金融機関はＪＡのみ可。過去に機構と契約してお
り同一口座を使用する場合不要

組合員資格得喪通知書 土地改良区の受益地は必要

貸付に係る確認書（様式第８号の２）

承諾書 １筆でも抵当権が設定されていれば必要

貯金口座振替依頼書
２部印刷。１部はＪＡに提出。過去に機構と契約
しており同一口座を使用する場合不要

添付書類
個人用、農地所有適格法人用、農地所有適格法人
以外の法人用のいずれか

農用地利用集積等促進計画のチェックリスト

書類名等 部数 備　考

農用地利用集積等促進計画（案） 認可先用、公社用、本人用

地域計画を未策定

又は

地域計画の区域外
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（様式第１０号）

１．利用条件改善を実施する農地

面積 地目

（㎡） （田・畑等）

２．貸借権の設定期間　　　令和　　年　　月から令和　　年　　月まで

３．賃借権の設定先　　　　公益社団法人　秋田県農業公社

理事長　　齋　藤　　了　

４．利用条件改善の実施に際しての条件

　（１）　利用条件改善を実施した農地の原状回復は求めません。
　（２）　貸借期間中は農地を戻すように求めません。
　（３）　貸借期間中にやむを得ず返還し、転用等を行った場合は、

　　国の補助金返還相当分等を一括して支払います。
　（４）　貸借終了後、又は機構から農地が戻って来た場合は、

　　賦課金等の支払を行います。

　上記内容を承諾します。

令和　　年　　月　　日

（土地所有者）

　住　所

　氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　

計

利用条件改善に係る承諾書

下記農地に係る利用条件改善の実施について承諾します。

市町村 大字 字 地番
番号

農地の所在 農地の内容
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（様式第１０号別紙）

面積 地目

（㎡） （田・畑等）

計

番号

農地の所在 農地の内容

市町村 大字 字 地番
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２　農用地利用集積計画（出し手→公社）の解約

　（１）様式第１１号の１「農地法第１８条第１項第２号に係る合意書」２部

　　　※別紙農地明細・集積計画書（写）を添付

　（２）様式第１１号の２「農地法第１８条第６項の規定による通知書」１部

   (３）「組合員資格得喪通知書」 １部

　　　※土地改良区への届け出が必要な場合のみ

３　農用地利用配分計画または集積計画（公社→受け手）の解約

　（１）様式第１１号の３「農地法第１８条第１項第２号に係る合意書」２部

　　　※別紙農地明細・配分計画（写）を添付

　（２）様式第１１号の４「農地法第１８条第６項の規定による通知書」１部

   (３）「組合員資格得喪通知書」 １部
　　　※土地改良区への届け出が必要な場合のみ

※黄色セルに必要事項を入力　→　一括印刷ボタンで必要部数が印刷されます。

市 町 村 名 申 請 日

受 託 機 関 名
代 表 者 役 職
氏 名

出 し 手 氏 名 出し手公告日 公告番号 1234

出 し 手 住 所

出 し 手 Ｔ Ｅ Ｌ
出 し 手
生 年 月 日

受 け 手 氏 名 受け手公告日 公告番号 2000

受 け 手 住 所

受 け 手 Ｔ Ｅ Ｌ
受 け 手
生 年 月 日

土地改良区名①

土地改良区名②

土地改良区名③

※農地明細は「別紙農地明細（共通）」シートに直接入力してください。

中間　次郎

012-345-6789 S40.5.1

※土地改良区への届け出が必要な場合は「得喪通知印刷」ボタンにより、必要書類を印刷し公
社へ提出してください。（出し手又は受け手を個別に印刷する場合は、それぞれのボタンを押
してください。

※様式第11号～様式第11号の4までをまとめて印刷する場合は「一括印刷」ボタン、個別に印
刷する場合は、それぞれのボタンを押してください。

○○市

○○市農業再生協議会

S37.4.1

H31.2.27

○○○

H31.1.15

１　様式第１１号「農用地貸借契約の解約に関する届け出について（通知）」１部

R1.7.1

123-987-6543

会長　中間　一郎

様 式 第 １ １ 号 の 入 力 シ ー ト

農地賃貸借契約の解約に関する送付書類

○○市○○○○987番地

○○市○○○○10番地

中間　太郎

一括印刷

得喪通知
印刷

様式第11号の1・2
（出し手分）印刷

様式第11号の3・4
（受け手分）印刷

様式第11号（鏡文）
印刷

得喪通知

（出し手）印刷

得喪通知
（受け手）印刷
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様式第１１号（受託機関→公社　1部）

公益社団法人秋田県農業公社
  理 事 長　齋　藤　　了　様

○○市農業再生協議会
会長　中間　一郎

農地貸借契約の解約に関する届け出について（通知）

　貴公社と農地貸借契約を締結している者から、別紙のとおり契約を解約したい旨

の届け出がありましたので、手続きについてよろしくお願いします。

令和元年７月１日
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様式第１１号の１（出し手→公社　２部）

令和 年 月 日

賃貸人 住　所

氏　名
（自　　署）

賃借人 住　所

氏　名
         　　
          　　
1

別紙農地明細のとおり

2 賃貸借契約の内容

3 令和 年 月 日

4 令和 年 月 日

5 令和 年 月 日

6

中間　太郎

○○市○○○○10番地

別紙集積計画書（写）のとおり

土地の引渡しの時期

賃借人

その他参考となるべき事項

賃貸借の合意解約の合意が成立した日

　賃貸人と賃借人の間で締結している農地賃貸借契約について、下記のとおり当事者

合意のうえ解約いたします。

賃貸借の合意による解約をした日

　なお、別紙解約農地が、両名の賃貸借契約農地の内の一部である場合は、この解約

に伴い平成３１年１月１５日付け○○市公告第1234号の各筆明細から、別紙解約農地

を抹消します。

　また、本合意書は後日の証のため２通作成し、貸主および借主がそれぞれ１通ずつ

保持します。

農地法第１８条第１項第２号に係る合意書

当事者 氏名（名称） 現住所

賃貸人 中間　太郎 ○○市○○○○10番地

公益社団法人　秋田県農業公社
　 理事長　　 齋　藤　　了

秋田市山王四丁目１番２号

公益社団法人　秋田県農業公社
　 理事長　   齋　藤　　了

秋田市山王四丁目１番２号

合意解約する土地の所在、地番、地目及び面積

54



（別　紙）

面　積

大字 字 登記簿 現況 ㎡

△△△町〇〇 □□□ 100 田 田 3,858.00

△△△町〇〇 □□□ 101 田 田 2,000.00

△△△町〇〇 □□□ 102 田 田 1,500.00

△△△町〇〇 □□□ 103 田 田 1,015.00

4筆 8,373.00

地番

合　　計

地目土地の所在
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様式第１１号の２（出し手→公社→農委　1部）

令和 年 月 日

農業委員会会長　様

通知者(賃貸人)
住　所

氏　名
（自　　署）

通知者(賃借人)
住　所

氏　名
         　　

1 賃貸借の当事者の氏名（名称）および住所

2
別紙合意書（写）のとおり

3 賃貸借契約の内容

4
農地法第１８条第１項第２号に該当

5
令和 年 月 日
令和 年 月 日
令和 年 月 日
令和 年 月 日

6 令和 年 月 日

7

賃貸借の合意解約の合意が成立した日

○○市○○○○10番地

中間　太郎

氏名（名称）

賃貸借の更新拒絶の通知をした日

土地の所在、地番、地目及び面積

賃貸借の合意による解約をした日

公益社団法人　秋田県農業公社
　 理事長　   齋　藤　　了

公益社団法人　秋田県農業公社
　 理事長　　 齋　藤　　了

賃貸人

○○市

当事者の別

別紙集積計画書（写）のとおり

　下記土地について賃貸借の合意解約をしたので、農地法第１８条第６項および同法
施行規則第６８条の３の規定により通知します。

現住所

農地法第１８条第６項の規定による通知書

○○市○○○○10番地

秋田市山王四丁目１番２号

その他参考となるべき事項

農地法第１８条第１項ただし書きに該当する事由の詳細

秋田市山王四丁目１番２号

中間　太郎

賃借人

賃貸借の解約の申入れ、合意解約または更新拒絶の通知をした日
賃貸借の解約の申入れをした日

土地の引渡しの時期
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様式第１１号の３（受け手→公社　２部）

令和 年 月 日

賃貸人 住　所

氏　名
         　　
          　　

転借人 住　所

氏　名
　（自署）

1
別紙農地明細のとおり

2 賃貸借契約の内容

3 令和 年 月 日

4 令和 年 月 日

5 令和 年 月 日

6

賃貸借の合意解約の合意が成立した日

賃貸借の合意による解約をした日

土地の引渡しの時期

その他参考となるべき事項

中間　次郎 ○○市○○○○987番地

　賃貸人と賃借人の間で締結している農地賃貸借契約について、下記のとおり当事者

合意のうえ解約いたします。

公益社団法人　秋田県農業公社
　 理事長　   齋　藤　　了

　また、本合意書は後日の証のため２通作成し、貸主および借主がそれぞれ１通ずつ

保持します。

合意解約する土地の所在、地番、地目及び面積

別紙配分計画（写）のとおり

秋田市山王四丁目１番２号

中間　次郎

転借人

　なお、別紙解約農地が、両名の賃貸借契約農地の内の一部である場合は、この解約

に伴い平成３１年２月２７日付け秋田県公告第2000号の各筆明細から、別紙解約農地

を抹消します。

○○市○○○○987番地

農地法第１８条第１項第２号に係る合意書

当事者 氏名（名称） 現住所

賃貸人
公益社団法人　秋田県農業公社
　 理事長　　 齋　藤　　了

秋田市山王四丁目１番２号

出し手公告日と受け手公告日が同一の場合：市町村公告
出し手公告日と受け手公告日が異なる場合：秋田県公告
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（別　紙）

面　積

大字 字 登記簿 現況 ㎡

△△△町〇〇 □□□ 100 田 田 3,858.00

△△△町〇〇 □□□ 101 田 田 2,000.00

△△△町〇〇 □□□ 102 田 田 1,500.00

△△△町〇〇 □□□ 103 田 田 1,015.00

4筆 8,373.00

地番

合　　計

地目土地の所在

58



様式第１１号の４（受け手→公社→農委　1部）

令和 年 月 日

農業委員会会長　様

通知者(賃貸人)
住　所

氏　名
         　　

通知者(転借人)
住　所

氏　名
　（自署）

1 賃貸借の当事者の氏名（名称）および住所

2
別紙合意書（写）のとおり

3 賃貸借契約の内容

4
農地法第１８条第１項第２号に該当

5
令和 年 月 日
令和 年 月 日
令和 年 月 日
令和 年 月 日

6 令和 年 月 日

7 その他参考となるべき事項

土地の所在、地番、地目及び面積

別紙配分計画（写）のとおり

農地法第１８条第１項ただし書きに該当する事由の詳細

賃貸借の解約の申入れ、合意解約または更新拒絶の通知をした日

賃貸借の更新拒絶の通知をした日

賃貸借の合意による解約をした日

土地の引渡しの時期

賃貸借の解約の申入れをした日

　下記土地について賃貸借の合意解約をしたので、農地法第１８条第６項および同法
施行規則第６８条の３の規定により通知します。

中間　次郎

当事者の別 氏名（名称） 現住所

農地法第１８条第６項の規定による通知書

○○市

賃貸借の合意解約の合意が成立した日

賃貸人
公益社団法人　秋田県農業公社
　 理事長　　 齋　藤　　了

秋田市山王四丁目１番２号

転借人 中間　次郎 ○○市○○○○987番地

秋田市山王四丁目１番２号

公益社団法人　秋田県農業公社
　 理事長　   齋　藤　　了

○○市○○○○987番地
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　下記のとおり土地の（全部・一部）について、組合員たる資格を取得並びに喪失したので、
土地改良法第４３条の規定により通知します。

なお、これに伴う土地改良事業による一切の権利義務を資格取得者が承継します。

令和 年 月 日

○○○土地改良区　理事長　　様

資格喪失者（現資格者） 秋田市山王四丁目1-2

公益社団法人秋田県農業公社

理 事 長　　齋　藤　　了

０１８-８９３-６２２３

資格取得者（新資格者）

組合員番号

（　　　　）

記

資格得喪の対象たる土地

△△△町〇〇 □□□ 100 田 田 利用権解除

昭和40年5月1日

決

裁

理事長 副理事長 担当理事 事務局長 係(係員)

中間　太郎

1,015 利用権解除

△△△町〇〇 □□□ 102 田 田

△△△町〇〇 □□□ 103 田 田

原 因 時 期
付 記

1,500 利用権解除

2,000

3,858

△△△町〇〇 □□□ 101 田 田 利用権解除

土地の所在地
地 目 用 途

地 積 資格得喪 資格得喪
大字 字 地番 (㎡)

組合員番号 氏 名

生 年 月 日

○○市

氏 名

電 話 番 号 012-345-6789

住 所

組合員資格得喪通知書

住 所 ○○市○○○○10番地

（　　　　） 電 話 番 号

受 付 印

関係帳簿更正済印
賦課金システム 賦課金徴収補助簿
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　下記のとおり土地の（全部・一部）について、組合員たる資格を取得並びに喪失したので、
土地改良法第４３条の規定により通知します。

なお、これに伴う土地改良事業による一切の権利義務を資格取得者が承継します。

令和 年 月 日

○○○土地改良区　理事長　　様

資格喪失者（現資格者） 秋田市山王四丁目1-2

公益社団法人秋田県農業公社

理 事 長　　齋　藤　　了

０１８-８９３-６２２３

資格取得者（新資格者）

組合員番号

（　　　　）

記

資格得喪の対象たる土地

←どちらかに「○」を記入

←どちらかに「○」を記入

←どちらかに「○」を記入

賦課金システム 賦課金徴収補助簿決

裁

理事長 副理事長 担当理事 事務局長 係(係員) 関係帳簿更正済印

○
受 付 印

経常賦課金 ○

賦課種別 耕作者支払 所有者支払

昭和40年5月1日

中間　太郎

住 所 ○○市○○○○10番地

維持管理賦課金 ○

事業償還賦課金

△△△町〇〇 □□□ 103 田 田 利用権解除

1,500

1,015

利用権解除

△△△町〇〇 □□□ 101 田 田

△△△町〇〇 □□□ 102 田 田

利用権解除

利用権解除

(㎡) 原 因 時 期
付 記

2,000

△△△町〇〇 □□□ 100 田 田 3,858

土地の所在地
地 目 用 途

地 積 資格得喪 資格得喪
大字 字 地番

生 年 月 日

○○市

氏 名

電 話 番 号 012-345-6789

住 所

組合員資格得喪通知書

（　　　　） 電 話 番 号

組合員番号 氏 名

准組合員制度を使用する改良区へ

の得喪通知は、本様式を使用

・二ツ井白神土地改良区

・にかほ市土地改良区

・仙北市神代土地改良区

・仙北市田沢湖若松堰土地改良区

・秋田県雄物川筋土地改良区

・山城水系土地改良区
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　下記のとおり土地の（全部・一部）について、組合員たる資格を取得並びに喪失したので、
土地改良法第４３条の規定により通知します。

なお、これに伴う土地改良事業による一切の権利義務を資格取得者が承継します。

令和 年 月 日

○○○土地改良区　理事長　　様

資格喪失者（現資格者）

資格取得者（新資格者） 秋田市山王四丁目1-2

組合員番号 公益社団法人秋田県農業公社

（　　　　） 理 事 長　　齋　藤　　了

０１８-８９３-６２２３

記

資格得喪の対象たる土地

組合員資格得喪通知書

住 所

氏 名

○○市○○○○987番地

中間　次郎

組合員番号 電 話 番 号 123-987-6543

住 所

（　　　　） 生 年 月 日 昭和37年4月1日

電 話 番 号

氏 名

○○市

土地の所在地
地 目 用 途

地 積 資格得喪 資格得喪
付 記

大字 字 地番 (㎡) 原 因 時 期
△△△町〇〇 □□□ 100 田 田 3,858 利用権解除

△△△町〇〇 □□□ 101 田 田 2,000 利用権解除

△△△町〇〇 □□□ 102 田 田 1,500 利用権解除

△△△町〇〇 □□□ 103 田 田 1,015 利用権解除

決

裁

理事長 副理事長 担当理事 事務局長 係(係員)

受 付 印

関係帳簿更正済印
賦課金システム 賦課金徴収補助簿
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　下記のとおり土地の（全部・一部）について、組合員たる資格を取得並びに喪失したので、
土地改良法第４３条の規定により通知します。

なお、これに伴う土地改良事業による一切の権利義務を資格取得者が承継します。

令和 年 月 日

○○○土地改良区　理事長　　様

資格喪失者（現資格者）

資格取得者（新資格者） 秋田市山王四丁目1-2

組合員番号 公益社団法人秋田県農業公社

（　　　　） 理 事 長　　齋　藤　　了

０１８-８９３-６２２３

記

資格得喪の対象たる土地

←どちらかに「○」を記入

←どちらかに「○」を記入

←どちらかに「○」を記入

係(係員) 関係帳簿更正済印
賦課金システム 賦課金徴収補助簿決

裁

理事長 副理事長 担当理事 事務局長

○
受 付 印

経常賦課金 ○

賦課種別 耕作者支払 所有者支払

中間　次郎

123-987-6543

維持管理賦課金 ○

事業償還賦課金

利用権解除△△△町〇〇 □□□ 103 田 田 1,015

△△△町〇〇 □□□ 102 田 田 1,500 利用権解除

△△△町〇〇 □□□ 101 田 田 2,000 利用権解除

△△△町〇〇 □□□ 100 田 田 3,858 利用権解除

大字 字 地番 (㎡) 原 因 時 期
付 記

土地の所在地
地 目 用 途

地 積 資格得喪 資格得喪

○○市

電 話 番 号

氏 名

昭和37年4月1日

住 所

（　　　　） 生 年 月 日

氏 名

○○市○○○○987番地

組合員番号 電 話 番 号

組合員資格得喪通知書

住 所

准組合員制度を使用する改良区へ

の得喪通知は、本様式を使用

・二ツ井白神土地改良区

・にかほ市土地改良区

・仙北市神代土地改良区

・仙北市田沢湖若松堰土地改良区

・秋田県雄物川筋土地改良区

・山城水系土地改良区
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１　様式第１２号「農地賃貸借料の変更に伴う同意願いについて（通知）」１部

２  様式第１２号の１「農地賃借貸料の変更に伴う同意願いについて（依頼）」１部

３  様式第１２号の２「同意書」４部（関係３者及び農業委員会用）

　※２、３には別紙土地明細を添付

※黄色セルに必要事項を入力　→　一括印刷ボタンで必要部数が印刷されます。

市町村名 申請日

受託機関名
代表者役職
氏名

出し手氏名 出し手公告日

出し手住所

受け手氏名 受け手公告日

受け手住所

賃料(変更前) 80,000 10ａ単価 10,000

賃料(変更後) 56,000 10ａ単価 7,000

変更の理由

※農地明細は「別紙共通」シートに直接入力してください。

○○市○○○○987番地

○○市○○○○10番地

中間　太郎

中間　次郎

○○○○○○○により変更するものである。

様 式 第 １ ２ 号 の 入 力 シ ー ト

○○市

○○市農業再生協議会 会長　中間　一郎

農地賃貸借料の変更に関する送付書類

H31.2.27

H31.1.15

R1.6.1

一括印刷
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様式第１２号（受託機関→公社　1部）

公益社団法人秋田県農業公社
  理 事 長　齋　藤　　了　様　　

○○市農業再生協議会
会長　中間　一郎

令和元年６月１日

　貴公社と農地賃貸借契約を締結している出し手　中間　太郎及び受け手　中間

次郎から、別紙のとおり農地賃貸借料を変更したい旨の同意願いがありましたの

で、手続きについてよろしくお願いします。

農地賃貸借料の変更に伴う同意願いについて（通知）
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様式第１２号の１（出し手・受け手→公社　1部）

公益社団法人秋田県農業公社
  理 事 長　齋　藤　　了　様

(出し手)
住　所

氏　名
 （自署）

(受け手)
住　所

氏　名
         　　  （自署）

　１　賃貸借料 変更前 円　　変更後 円
(10ａ： 円)　(10ａ： 円)

　２　変更の理由

　３　土地の表示 別紙のとおり

記

80,000
10,000 7,000

56,000

○○市○○○○987番地

　平成３１年１月１５日付け○○市公告の農用地利用集積計画及び、平成３１

年２月２７日付け秋田県公告の農用地利用配分計画により設定された利用権に

関する事項について、下記の理由によりその賃貸借料を変更したく申出します

ので、同意くださるようお願いします。

中間　次郎

令和元年６月１日

農地賃貸借料の変更に伴う同意願いについて（依頼）

○○市○○○○10番地

○○○○○○○により変更するものである。

中間　太郎

出し手公告日と受け手公告日が同一の場合：市町村公告
出し手公告日と受け手公告日が異なる場合：秋田県公告
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（別　紙）

10ａ当たり　 変更後賃貸借料

㎡ 円 円

△△△町〇〇 □□□ 100 田 田 1,000.00 7,000 7,000

△△△町〇〇 □□□ 101 田 田 1,000.00 7,000 7,000

△△△町〇〇 □□□ 102 田 田 1,000.00 7,000 7,000

△△△町〇〇 □□□ 103 田 田 1,000.00 7,000 7,000

△△△町〇〇 □□□ 104 田 田 2,000.00 7,000 14,000

△△△町〇〇 □□□ 105 田 田 2,000.00 7,000 14,000

6筆 8,000.00 56,000

変更後の農地賃貸借料

大字 字 登記簿 現況

合　　計

土地の所在

地番

地目
面　積
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様式第１２号の２（出し手・受け手→公社　４部）

　１　土地の所在、地番、地目、面積（別紙のとおり）

　２　上記１に係る土地賃貸借料を 80,000 円から 56,000 円に変更する。

　３　変更の効力発生年月日 令和　　年　　月　　日

　令和　　年　　月　　日

(出し手)
住　所                          　　　　

氏　名
 （自署）

住　所 秋田市山王四丁目１番２号
公益社団法人秋田県農業公社

氏　名 理 事 長  齋　藤　　了　　

          　　
(受け手)
住　所                          　　　　

氏　名
 （自署） 中間　次郎

同　　意　　書

○○市○○○○10番地

　平成３１年１月１５日付け○○市公告の農用地利用集積計画及び、平成３１

年２月２７日付け秋田県公告の農用地利用配分計画により設定された利用権に

関する事項について、次のとおり変更することに同意します。

○○市○○○○987番地

中間　太郎

出し手公告日と受け手公告日が同一の場合：市町村公告
出し手公告日と受け手公告日が異なる場合：秋田県公告
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（別　紙）

10ａ当たり　 変更後賃貸借料

㎡ 円 円

△△△町〇〇 □□□ 100 田 田 1,000.00 7,000 7,000

△△△町〇〇 □□□ 101 田 田 1,000.00 7,000 7,000

△△△町〇〇 □□□ 102 田 田 1,000.00 7,000 7,000

△△△町〇〇 □□□ 103 田 田 1,000.00 7,000 7,000

△△△町〇〇 □□□ 104 田 田 2,000.00 7,000 14,000

△△△町〇〇 □□□ 105 田 田 2,000.00 7,000 14,000

6筆 8,000.00 56,000

変更後の農地賃貸借料

大字 字 登記簿 現況

合　　計

土地の所在

地番

地目
面　積
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１　様式第１２号「農地賃貸借料の変更に伴う同意願いについて（通知）」１部

２  様式第１２号の１「農地賃借貸料の変更に伴う同意願いについて（依頼）」１部

３  様式第１２号の２「同意書」３部（関係２者及び農業委員会用）

　※２、３には別紙土地明細を添付

※黄色セルに必要事項を入力　→　一括印刷ボタンで必要部数が印刷されます。

市町村名 申請日

受託機関名
代表者役職
氏名

出し手氏名 出し手公告日

出し手住所

受け手氏名 受け手公告日

受け手住所

賃料(変更前) 80,000 10ａ単価 10,000

賃料(変更後) 56,000 10ａ単価 7,000

変更の理由
※農地明細は「別紙共通」シートに直接入力してください。

※鏡文の要否に応じて、「一括印刷」ボタンを選択してください。

※１人の受け手に対して、複数の出し手の賃借料を変更する場合等で、　

　鏡文を１部にまとめる場合は、受け手の様式（様式第12号Ⅱ）で

　作成してください。

様 式 第 １ ２ 号 Ⅰ の 入 力 シ ー ト

○○市

○○市農業再生協議会 会長　中間　一郎

農地賃貸借料の変更に関する送付書類（出し手）

H31.1.15

R1.6.1

○○市○○○○10番地

中間　太郎

○○○○○○○により変更するものである。

一括印刷
（様式第12号（鏡文）なし）

一括印刷
（様式第12号（鏡文）あり）
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様式第１２号（受託機関→公社　1部）

公益社団法人秋田県農業公社
  理 事 長　齋　藤　　了　様　　

○○市農業再生協議会
会長　中間　一郎

　貴公社と農地賃貸借契約を締結している出し手　中間　太郎から、別紙のとおり

農地賃貸借料を変更したい旨の同意願いがありましたので、手続きについてよろし

くお願いします。

農地賃貸借料の変更に伴う同意願いについて（通知）

令和元年６月１日
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様式第１２号の１（出し手→公社　1部）

公益社団法人秋田県農業公社
  理 事 長　齋　藤　　了　様

(出し手)
住　所

氏　名
 （自署）

　１　賃貸借料 変更前 円　　変更後 円
(10ａ： 円)　(10ａ： 円)

　２　変更の理由

　３　土地の表示 別紙のとおり

　平成３１年１月１５日付け○○市公告の農用地利用集積計画により設定さ

れた利用権に関する事項について、下記の理由によりその賃貸借料を変更し

たく申出しますので、同意くださるようお願いします。

令和元年６月１日

農地賃貸借料の変更に伴う同意願いについて（依頼）

○○市○○○○10番地

○○○○○○○により変更するものである。

中間　太郎

記

80,000
10,000 7,000

56,000
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（別　紙）

10ａ当たり　 変更後賃貸借料

㎡ 円 円

△△△町〇〇 □□□ 100 田 田 1,000.00 7,000 7,000

△△△町〇〇 □□□ 101 田 田 1,000.00 7,000 7,000

△△△町〇〇 □□□ 102 田 田 1,000.00 7,000 7,000

△△△町〇〇 □□□ 103 田 田 1,000.00 7,000 7,000

△△△町〇〇 □□□ 104 田 田 2,000.00 7,000 14,000

△△△町〇〇 □□□ 105 田 田 2,000.00 7,000 14,000

6筆 8,000.00 56,000

変更後の農地賃貸借料

大字 字 登記簿 現況

合　　計

土地の所在

地番

地目
面　積
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様式第１２号の２（出し手→公社　３部）

　１　土地の所在、地番、地目、面積（別紙のとおり）

　２　上記１に係る土地賃貸借料を 80,000 円から 56,000 円に変更する。

　３　変更の効力発生年月日 令和　　年　　月　　日

　令和　　年　　月　　日

(出し手)
住　所                          　　　　

氏　名
 （自署）

住　所 秋田市山王四丁目１番２号
公益社団法人秋田県農業公社

氏　名 理 事 長  齋　藤　　了　

同　　意　　書

○○市○○○○10番地

　平成３１年１月１５日付け○○市公告の農用地利用集積計画により設定さ

れた利用権に関する事項について、次のとおり変更することに同意します。

中間　太郎
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（別　紙）

10ａ当たり　 変更後賃貸借料

㎡ 円 円

△△△町〇〇 □□□ 100 田 田 1,000.00 7,000 7,000

△△△町〇〇 □□□ 101 田 田 1,000.00 7,000 7,000

△△△町〇〇 □□□ 102 田 田 1,000.00 7,000 7,000

△△△町〇〇 □□□ 103 田 田 1,000.00 7,000 7,000

△△△町〇〇 □□□ 104 田 田 2,000.00 7,000 14,000

△△△町〇〇 □□□ 105 田 田 2,000.00 7,000 14,000

6筆 8,000.00 56,000

変更後の農地賃貸借料

大字 字 登記簿 現況

合　　計

土地の所在

地番

地目
面　積
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１　様式第１２号「農地賃貸借料の変更に伴う同意願いについて（通知）」１部

２  様式第１２号の１「農地賃借貸料の変更に伴う同意願いについて（依頼）」１部

３  様式第１２号の２「同意書」３部（関係２者及び農業委員会用）

　※２、３には別紙土地明細を添付

※黄色セルに必要事項を入力　→　一括印刷ボタンで必要部数が印刷されます。

市町村名 申請日

受託機関名
代表者役職
氏名

出し手氏名 出し手公告日

出し手住所

受け手氏名 受け手公告日

受け手住所

賃料(変更前) 80,000 10ａ単価 10,000

賃料(変更後) 56,000 10ａ単価 7,000

変更の理由
※農地明細は「別紙共通」シートに直接入力してください。

※鏡文の要否に応じて、「一括印刷」ボタンを選択してください。

※１人の受け手に対して、複数の出し手の賃借料を変更する場合等で、　

　鏡文を１部にまとめる場合は、本様式（様式第12号のⅡ）で

　作成してください。

出し手人数

8

○○市○○○○987番地

中間　太郎

中間　次郎

○○○○○○○により変更するものである。

様 式 第 １ ２ 号 Ⅱ の 入 力 シ ー ト

○○市

○○市農業再生協議会 会長　中間　一郎

農地賃貸借料の変更に関する送付書類（受け手）

H31.2.27

H31.1.15

R1.6.1

受け手との契約が集積計画か配分計画か
判定するため、出し手公告日を必ず入力

一括印刷
（様式第12号（鏡文）なし）

一括印刷
（様式第12号（鏡文）あり）

１人の受け手に対して複数の出し手がいる場合等で鏡文を１部にまとめ
て作成する場合、賃借料変更する出し手の人数を入力
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様式第１２号（受託機関→公社　1部）

公益社団法人秋田県農業公社
  理 事 長　齋　藤　　了　様　　

○○市農業再生協議会
会長　中間　一郎

令和元年６月１日

　貴公社と農地賃貸借契約を締結している出し手　中間　太郎ほか７名及び受け手

中間　次郎から、別紙のとおり農地賃貸借料を変更したい旨の同意願いがありまし

たので、手続きについてよろしくお願いします。

農地賃貸借料の変更に伴う同意願いについて（通知）

出し手氏名が入力された場合、出し手と

受け手両方の氏名が表示されます
また、出し手人数が入力された場合、人数
に応じて「ほか○名」と表示されます
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様式第１２号の１（受け手→公社　1部）

公益社団法人秋田県農業公社
  理 事 長　齋　藤　　了　様

(受け手)
住　所

氏　名
         　　  （自署）

　１　賃貸借料 変更前 円　　変更後 円
(10ａ： 円)　(10ａ： 円)

　２　変更の理由

　３　土地の表示 別紙のとおり

○○市○○○○987番地

　平成３１年２月２７日付け秋田県公告の農用地利用配分計画により設定さ

れた利用権に関する事項について、下記の理由によりその賃貸借料を変更し

たく申出しますので、同意くださるようお願いします。

令和元年６月１日

記

80,000
10,000 7,000

56,000

中間　次郎

農地賃貸借料の変更に伴う同意願いについて（依頼）

○○○○○○○により変更するものである。

出し手公告日と受け手公告日が同一の場合：市町村公告
出し手公告日と受け手公告日が異なる場合：秋田県公告
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（別　紙）

10ａ当たり　 変更後賃貸借料

㎡ 円 円

△△△町〇〇 □□□ 100 田 田 1,000.00 7,000 7,000

△△△町〇〇 □□□ 101 田 田 1,000.00 7,000 7,000

△△△町〇〇 □□□ 102 田 田 1,000.00 7,000 7,000

△△△町〇〇 □□□ 103 田 田 1,000.00 7,000 7,000

△△△町〇〇 □□□ 104 田 田 2,000.00 7,000 14,000

△△△町〇〇 □□□ 105 田 田 2,000.00 7,000 14,000

6筆 8,000.00 56,000

面　積
変更後の農地賃貸借料

大字 字 登記簿 現況

合　　計

土地の所在

地番

地目
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様式第１２号の２（受け手→公社　３部）

　１　土地の所在、地番、地目、面積（別紙のとおり）

　２　上記１に係る土地賃貸借料を 80,000 円から 56,000 円に変更する。

　３　変更の効力発生年月日 令和　　年　　月　　日

　令和　　年　　月　　日

住　所 秋田市山王四丁目１番２号
公益社団法人秋田県農業公社

氏　名 理 事 長  齋　藤　　了　　

          　　
(受け手)
住　所                          　　　　

氏　名
 （自署）

同　　意　　書

中間　次郎

　平成３１年２月２７日付け秋田県公告の農用地利用配分計画により設定さ

れた利用権に関する事項について、次のとおり変更することに同意します。

○○市○○○○987番地

出し手公告日と受け手公告日が同一の場合：市町村公告
出し手公告日と受け手公告日が異なる場合：秋田県公告
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（別　紙）

10ａ当たり　 変更後賃貸借料

㎡ 円 円

△△△町〇〇 □□□ 100 田 田 1,000.00 7,000 7,000

△△△町〇〇 □□□ 101 田 田 1,000.00 7,000 7,000

△△△町〇〇 □□□ 102 田 田 1,000.00 7,000 7,000

△△△町〇〇 □□□ 103 田 田 1,000.00 7,000 7,000

△△△町〇〇 □□□ 104 田 田 2,000.00 7,000 14,000

△△△町〇〇 □□□ 105 田 田 2,000.00 7,000 14,000

6筆 8,000.00 56,000

面　積
変更後の農地賃貸借料

大字 字 登記簿 現況

合　　計

土地の所在

地番

地目
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１　相続登記完了の場合

（１）  様式第１３号の１「土地貸借契約の名義変更と送金先の変更について（通知）」１部　

（２）  様式第１３号の２「土地貸借契約の名義変更と送金先の変更について（依頼）」１部

（３）　公社借入代金支払明細書

（４）　添付書類

　①登記全部事項証明書または、登記完了証及び登記識別情報通知の写し（契約対象地全筆）

２　相続登記未了の場合(他の法定相続人全員の同意又は共有持分の過半の同意が必要です。)

（１）  様式第１３号の３「土地貸借契約の名義変更と送金先の変更について（通知）」１部　

（２）  様式第１３号の４「土地貸借契約の名義変更と送金先の変更について（依頼）」１部

（３）　公社借入代金支払明細書

（４）　添付書類

　①相続を証する書面（戸籍（除籍）謄本等、相続関係図）

　②他の法定相続人の印鑑証明書　各１通（様式第１３号の４に実印を押印）

※黄色セルに必要事項を入力　→　一括印刷ボタンで必要部数が印刷されます。

市 町 村 名 申 請 日

受 託 機 関 名
代 表 者 役 職
氏 名

出 し 手 氏 名
（ 被 相 続 人 ）

契 約 日 契約年数 10

出 し 手 住 所
（ 被 相 続 人 ）

複数契約

相続人または法定
相続人代表氏名

相 続 発 生 日

フ リ ガ ナ 続 柄

住 所

電 話 番 号

口座情報

金 融 機 関 名 ●× 銀行

金 融 機 関 区 分 2 店 舗 区 分

金 融 機 関 コ ー ド

口 座 番 号 備 考

他の法定相続人

法 定 相 続 人 続 柄

〃 住 所

法 定 相 続 人 続 柄

〃 住 所

法 定 相 続 人 続 柄

〃 住 所

様 式 第 １ ３ 号 の １ ～ ４ 入 力 シ ー ト

会長　中間　一郎

中間　五郎

○○市農業再生協議会

子

相続（出し手の死亡）による名義変更に関する送付書類

妻

生年月日

○○市

中間　太郎

012-345-6789

ﾁｭｳｶﾝ　ｺﾞﾛｳ

代 金 受 領

H31.1.15

R1.6.1

S30.12.15

H31.3.15

支店

○○市○○○○10番地

○○市○○○○10番地

××市××××20番地

1

口 座 の 種 類

×●

農地　育郎 子

2345678

中間　花子

4

567

○○市○○○○10番地

店 舗 コ ー ド1234

1

一括印刷
（相続未登記）

一括印刷
（相続登記済）

契約が複数ある

場合は「１」を入力

相続登記未了の
場合入力
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様式第１３号の１（受託機関→公社　1部）

公益社団法人　秋田県農業公社

　理 事 長　  齋　藤　　了　様

令和元年６月１日

土地貸借契約の名義変更と送金先の変更について（通知）

　会長　中間　一郎　　　

○○市農業再生協議会

　貴公社と農地貸借契約を締結している中間　太郎が死亡したため、相続人　中間

五郎よりその権利を承継したい旨の依頼がありましたので、手続きについてよろしく

お願いします。
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様式第１３号の２（相続人→公社　1部）

公益社団法人　秋田県農業公社

　理 事 長　  齋　藤　　了　様

住　　所

氏　　名
(自　　署）

電　　話

生年月日

中間　五郎

　平成３１年１月１５日付けで貴公社と中間　太郎との間で10年間の貸借契約を締結していまし

たが、本人は平成３１年３月１５日に死亡しました。

　つきましては、相続人である私が契約の残存期間を契約時と同様の条件で承継しますので、今

後の賃貸料は別紙の送金先へお振込みください。

令和元年６月１日

○○市○○○○10番地

土地貸借契約の名義変更と送金先の変更について（依頼）

012-345-6789

昭和30年12月15日
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「公社借入：年払い用」

公益社団法人秋田県農業公社　宛

○○市

●×銀行 店舗名

普通預金 口座番号

1

2

3

フリガナ

　通帳の写しを添付してください。（送金先が明確にわかるもの）

　フリガナは必ず記入して下さい。（記入がない場合、送金が遅れることがあり
ます。）

　「本人受領」です。（代理受領は成年後見人等に限ります。）

2345678

金融機関コード・店舗コード 1234－567

口座名義人

送
金
先

公社借入代金支払明細書

ﾁｭｳｶﾝ　ｺﾞﾛｳ

備考

市町村名

中間　五郎

金融機関名

口座の種類

×●支店
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様式第１３号の３（受託機関→公社　1部）

公益社団法人　秋田県農業公社

　理 事 長　  齋　藤　　了　様

○○市農業再生協議会

令和元年６月１日

土地貸借契約の名義変更と送金先の変更について（通知）

　会長　中間　一郎　　　

　貴公社と農地貸借契約を締結している中間　太郎が死亡したため、法定相続人（代

表　中間　五郎）よりその権利を承継したい旨の依頼がありましたので、手続きにつ

いてよろしくお願いします。
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様式第１３号の４（法定相続人代表→公社　1部）

公益社団法人　秋田県農業公社

　理 事 長　  齋　藤　　了　様

住　所

続柄 （ 子 ） 氏　名
(自署）

電　話

　なお、下記のとおり他の法定相続人も同意しております。

被相続人：亡

住　所

続柄（ ）氏　名
(自署）

住　所

続柄（ ）氏　名
(自署）

住　所

続柄（ ）氏　名
(自署）

令和元年６月１日

　平成３１年１月１５日付けで貴公社と中間　太郎との間で10年間の貸借契約を締結して

いましたが、本人は平成３１年３月１５日に死亡しました。

　つきましては、法定相続人代表である私が契約の残存期間を契約時と同様の条件で承継

しますので、今後の賃貸料は別紙の送金先へお振込みください。

中間　太郎

土地貸借契約の名義変更と送金先の変更について（依頼）

中間　五郎

印

印

中間　花子

農地　育郎

○○市○○○○10番地

印

012-345-6789

○○市○○○○10番地

妻

××市××××20番地

子

実
印

実
印
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「公社借入：年払い用」

公益社団法人秋田県農業公社　宛

○○市

●×銀行 店舗名

普通預金 口座番号

1

2

3

フリガナ

　通帳の写しを添付してください。（送金先が明確にわかるもの）

　フリガナは必ず記入して下さい。（記入がない場合、送金が遅れることがあり
ます。）

　「本人受領」です。（代理受領は成年後見人等に限ります。）

2345678

金融機関コード・店舗コード 1234－567

口座名義人

送
金
先

公社借入代金支払明細書

ﾁｭｳｶﾝ　ｺﾞﾛｳ

備考

市町村名

中間　五郎

金融機関名

口座の種類

×●支店

88



１　相続登記完了の場合

（１）  様式第１３号の５「土地貸借契約の名義変更と送金先の変更について（通知）」１部　

（２）  様式第１３号の６「土地貸借契約の名義変更と送金先の変更について（依頼）」１部

（３）　公社借入代金支払明細書

（４）　添付書類

　①登記全部事項証明書または、登記完了証及び登記識別情報通知の写し（契約対象地全筆）

※黄色セルに必要事項を入力　→　一括印刷ボタンで必要部数が印刷されます。

市 町 村 名 申 請 日

受 託 機 関 名
代 表 者 役 職
氏 名

法定相続人代表氏名
（ 現 契 約 者 ）

契 約 日 契約年数 10

法定相続人代表住所
（ 現 契 約 者 ）

複数契約 1

相 続 人 氏 名 フ リ ガ ナ

住 所

電 話 番 号

口座情報

金 融 機 関 名 ●× 銀行

金 融 機 関 区 分 2 店 舗 区 分

金 融 機 関 コ ー ド

口 座 番 号 備 考

012-345-6789

×●

生 年 月 日

支店

4 1口 座 の 種 類

代 金 受 領 1

S30.12.15

9876543

1234 店 舗 コ ー ド 567

○○市○○○○10番地

H31.1.15

R1.5.1

中間　花子

中間　五郎

ﾁｭｳｶﾝ　ﾊﾅｺ

様 式 第 １ ３ 号 の ５ ・ ６ の 入 力 シ ー ト

相続（法定相続人代表→登記完了→相続人）による名義変更に関する送付書類

○○市

○○市農業再生協議会 会長　中間　一郎

○○市○○○○10番地

一括印刷

契約が複数ある

場合は「１」を入力
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様式第１３号の５（受託機関→公社　1部）

公益社団法人　秋田県農業公社

　理 事 長　  齋　藤　　了　様

○○市農業再生協議会

　会長　中間　一郎　　　

令和元年５月１日

土地貸借契約の名義変更と送金先の変更について（通知）

　貴公社と法定相続人代表　中間　五郎との間で締結している農地貸借契約につい

て、相続人　中間　花子よりその権利を承継したい旨の依頼がありましたので、手続

きについてよろしくお願いします。
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様式第１３号の６（相続人→公社　1部）

公益社団法人　秋田県農業公社

　理 事 長　  齋　藤　　了　様

住　  所

氏　　名
(自　　　署）

住　　所

氏　　名

(自　　　署）

電　　話

生年月日

　つきましては、相続人である私が契約の残存期間を契約時と同様の条件で承継しますの

で、今後の賃貸料は別紙の送金先へお振込みください。

　平成３１年１月１５日付けほかで貴公社と法定相続人代表　中間　五郎との間で10年間の

貸借契約を締結していましたが、今般当該農地の相続登記が完了し、相続人　中間　花子が

所有権を取得しました。

（現契約者） ○○市○○○○10番地

（新契約者） ○○市○○○○10番地

中間　花子

令和元年５月１日

土地貸借契約の名義変更と送金先の変更について（依頼）

012-345-6789

昭和30年12月15日

中間　五郎
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「公社借入：年払い用」

公益社団法人秋田県農業公社　宛

○○市

●×銀行 店舗名

普通預金 口座番号

1

2

3 　「本人受領」です。（代理受領は成年後見人等に限ります。）

ﾁｭｳｶﾝ　ﾊﾅｺ

口座名義人

金融機関コード・店舗コード

フリガナ

　通帳の写しを添付してください。（送金先が明確にわかるもの）

中間　花子

金融機関名 ×●支店

1234－567

　フリガナは必ず記入して下さい。（記入がない場合、送金が遅れることがあり
ます。）

公社借入代金支払明細書

市町村名

送
金
先

口座の種類 9876543

備考
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（１）  様式第１４号の１「土地貸借契約の名義変更と振替口座の変更について（通知）」１部　

（２）  様式第１４号の２「土地貸借契約の名義変更と振替口座の変更について（依頼）」１部

（３）　「貯金口座振替依頼書（農協控え用、公社提出用）」各1部

（４）　「貯金口座振替に関する届出書」１部(農協確認印が押印されているもの)

（５）　添付書類

　　農業経営を継承したことがわかる書類(農地台帳の写し等）　１通

※黄色セルに必要事項を入力　→　一括印刷ボタンで必要部数が印刷されます。

市 町 村 名 申 請 日

受 託 機 関 名
代 表 者 役 職
氏 名

受 け 手 氏 名
（ 被 相 続 人 ）

契 約 日 契約年数 10

相 続 人 氏 名 相 続 発 生 日 複数契約 1

相 続 人 フ リ ガ ナ 郵 便 番 号

住 所

電 話 番 号 生 年 月 日

口座情報

金 融 機 関 名 農協

店 舗 区 分 4

口 座 番 号

振 替 日 11 月 20

口 座 の 種 類 1

▽▽△△

会長　　中間　一郎

014-0805

相続（受け手の死亡）による名義変更に関する送付書類

○○市

中間　太郎

中間　次郎

○○市農業再生協議会

1234

S30.12.15

振替開始年

様 式 第 １ ４ 号 の 入 力 シ ー ト

（※相続人が農業後継者となり、営農を継続する場合）

H31.4.1

H30.12.1

R1.6.1

ﾁｭｳｶﾝ　ｼﾞﾛｳ

※土地改良区の組合員資格については、別途、土地改良区へ必要な手続きを確認してください。

日 元

支店

○○市○○字○○123番地

1234567 金 融 機 関 コ ー ド 店 舗 コ ー ド 567

123-456-789

一括印刷契約が複数あり、振替月日が異なる場合は振替日を削除

契約日 H28. 8.31以前：毎年10月25日
契約日 H28. 9. 1以降：毎年11月20日

契約が複数ある
場合は「１」を入

力
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様式第１４号の１（受託機関→公社　1部）

公益社団法人　秋田県農業公社

　理 事 長　  齋　藤　　了　様

○○市農業再生協議会

　会長　　中間　一郎　　　

土地貸借契約の名義変更と振替口座の変更について（通知）

　貴公社と農地貸借契約を締結している中間　太郎が死亡したため、相続人　中

間　次郎よりその権利を承継したい旨の依頼がありましたので、手続きについて

よろしくお願いします。

令和元年６月１日
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様式第１４号の２（相続人→公社　1部）

公益社団法人　秋田県農業公社

　理 事 長　  齋　藤　　了　様

住　　所

氏　　名
(自　　署）

電　　話

生年月日

中間　次郎

土地貸借契約の名義変更と振替口座の変更について（依頼）

123-456-789

昭和30年12月15日

　なお、このことについては、他の法定相続人も同意しております。

令和元年６月１日

　平成３０年１２月１日付けほかで貴公社と中間　太郎との間で10年間の貸借契約を締

結していましたが、本人は平成３１年４月１日に死亡しました。

　また、契約の残存期間についても契約時と同様の条件で承継します。今後の賃借料の

振替口座は別紙のとおりです。

　つきましては、親族である私が農業経営を承継するので届出します。

○○市○○字○○123番地
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農業協同組合 御中

〒

－

11 月 20 日 （休日の場合は翌営業日） 年

記

1

2 ．私は振替日に指定口座の残高が、請求金額に対し不足しないよう必要な措置を講じます。

3

4

預金種目 普通 口座番号 1234567

振替日 毎年 振替開始 令和 元

農協名 △△農協 店舗名 ▽▽支店

金融機関コード・店舗コード 1234 567

公社提出用

貯金者
および
契約者

住　所
○○市○○字○○123番地

フリガナ ﾁｭｳｶﾝ　ｼﾞﾛｳ

賃借料等

金融機関への
届出印

公益社団法人　秋田県農業公社 料金等の種類

123-456-789

  私は、上記の振替支払先から請求された賃借料等を次の口座振替によって支

払うこととしたいので、下記事項を確約のうえ依頼します。

014-0805 電話番号

中間　次郎氏　名

貯金口座振替依頼書

△△

振替支払先

指定口座

組合使用欄

．私が支払うべき賃借料等については私に通知することなく、毎年振替指定日に貴組合所定の方法
で支払って下さい。

．貴組合が必要と認めた場合は、私に通知することなく、この口座振替契約を解除されても異議あ
りません。

．本取扱に関して万一紛議が生じても貴組合には一切迷惑をおかけしません。

令和元年６月１日

届

出

印
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公益社団法人

〒

私は、上記の振替支払先から請求された賃借料等の口座振替支払いに関し、農業協同組合に

対して、次の通り依頼したのでお届けします。

－

11 月 20 日 （休日の場合は翌営業日） 年

店舗名 ▽▽支店

公社提出用

貯金口座振替に関する届出書

秋 田 県 農 業 公 社 宛

振替支払先 公益社団法人　秋田県農業公社

貯金者
および
契約者

料金等の種類 賃借料等

金融機関への
届出印

電話番号 123-456-789

ﾁｭｳｶﾝ　ｼﾞﾛｳ

氏　名 中間　次郎

住　所
○○市○○字○○123番地

フリガナ

014-0805

預金種目

６ 月 １ 日

振替日 毎年 振替開始 令和 元

秋
田
県
農
業
公
社
使
用
欄

農
業
協
同
組
合
使
用
欄

確認印 備　考

確認日 令和 元 年

普通 口座番号 1234567

令和元年６月１日

農協名 △△農協

金融機関コード・店舗コード 1234 567

指定口座

届
出
印

農協確認印
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結
果

様
式

第
1
5
号

「
権

利
移

転
」

●
　

シ
ー

ト
別

選
択

操
作

ボ
タ

ン

シ
ー

ト
の

選
択

・
定

款
の

写
し

（
法

人
の

場
合
）

地
域

計
画

を
未

策
定

又
は

地
域

計
画

の
区

域
外

１
部

 農
協

窓
口

に
提

出
１

部
 公

社
へ

提
出

市
町

村
か

ら
計

画
案

を
提

出
す

る
時

は
必

須
。

た
だ

し
、

農
業

委
員

会
か

ら
の

要
請

に
よ

る
場

合
は

不
要

。
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年 月 日

公益社団法人 秋田県農業公社

  理 事 長   齋　藤　　了　　様

(公社貸付）

20

　農地中間管理事業の推進に関する法律第１９条第２項の規定により、農
用地利用集積等促進計画の案を提出します。
　なお、計画案に対する農業委員会からの意見は別紙のとおりです。

○○市長  水田　守

35

農用地利用集積等促進計画（案）の送付について

令和

地域計画を未策定

又は

地域計画の区域外

「農業委員会の意見書」（参考様式第４号の２）の写しを添付
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公
社

用

1
．

各
筆

明
細

（
氏

名
又

は
名

称
）

（
住

所
）

〒
0
0
0
-
0
0
0
0

(
電

話
)

（
氏

名
又

は
名

称
）

（
住

所
）

〒
1
2
3
-
4
5
6
7

(
電

話
)

面
積

借
賃

借
賃

市
町

村
大

字
字

地
番

登
記

簿
現

況
㎡

（
円

/
1
0
a
）

円

○
○

市
 
◎

◎
◎

●
●

●
1

田
田

1
,
2
0
3
.
0
0

賃
借

権
水

田
1
0
,
0
0
0

1
2
,
0
3
0

□
□

□
定

款
変

更
な
し

秋
田

　
太
郎

○
○
市
○
○
○
町
○
○
字
○
○

○
○

市
 
◎

◎
◎

●
●

●
2

田
田

2
,
3
0
1
.
0
0

賃
借

権
水

田
1
0
,
0
0
0

2
3
,
0
1
0

□
□

□
秋

田
　

太
郎

○
○
市
○
○
○
町
○
○
字
○
○

○
○

市
 
◎

◎
◎

●
●

●
3

田
田

3
4
5
.
0
0

賃
借

権
水

田
1
0
,
0
0
0

3
,
4
5
0

□
□

□
秋

田
　

太
郎

○
○
市
○
○
○
町
○
○
字
○
○

○
○

市
 
◎

◎
◎

●
●

●
4
-
1

田
田

2
3
6
.
0
0

賃
借

権
水

田
1
0
,
0
0
0

2
,
3
6
0

□
□

□
秋

田
　

太
郎

○
○
市
○
○
○
町
○
○
字
○
○

○
○

市
 
◎

◎
◎

●
●

●
5

田
田

3
,
1
4
5
.
0
0

賃
借

権
水

田
1
0
,
0
0
0

3
1
,
4
5
0

□
□

□
秋

田
　

太
郎

○
○
市
○
○
○
町
○
○
字
○
○

田
5

筆
7
,
2
3
0
.
0
0
㎡

年
借

賃
料

移
転

の
時
期

畑
筆

㎡
筆

そ
の

他
筆

㎡
㎡

　
　

　
　

こ
の

計
画

に
同

意
す

る
。

権
利

の
設

定
を

受
け

る
者

住
所

氏
名

又
は

名
称
（

自
署

）

権
利

の
移

転
を

す
る
者

住
所

氏
名

又
は

名
称
（

自
署

）

種
類

内
容

権
利

を
移

転
す

る
土

地
（

Ｃ
）農

事
組

合
法

人
下

田
フ

ァ
ー
ム

代
表

理
事

　
秋

田
　

次
郎

権
利

を
移

転
す

る
者

の
氏

名
又

は
名

称
及

び
住

所
（

Ｂ
）

権
利

の
移

転
を

受
け

る
者

の
氏

名
又

は
名

称
及

び
住

所
（

Ａ
）

整
理

番
号

1
5
2
0
4
0
0
0
1

秋
田

　
太
郎

○
○

市
○

○
○

町
○

○
字

○
○

○
○

市
○

○
○

町
○

○
字

△
△
△

0
1
2
3
-
4
5
-
6
7
8
9

借
賃

の
支

払
方
法

毎
年
1
1
月
2
0
日
に
賃
借
人
の
指
定
口
座

か
ら
引
落
し
す
る
。

5

7
,
2
3
0
.
0
0

7
2
,
3
0
0

円
残

存
期
間

(
終

期
)

令
和

5
年

4
月

2
7
日

令
和

9
年

5
月

3
0
日

移
転

す
る

権
利

（
Ｄ
）

現
に

農
地

中
間

管
理

機
構
か

ら
権

利
の

設
定

を
受

け
て
い

る
者

(
Ｆ

)
備

考
氏

名
又

は
名

称
住

所

土
地

改
良
区

名
(
Ｅ

)

1
2
3
4
-
5
6
-
7
8
9
0

所
在

地
目

農
事
組
合
法
人
下
田
フ
ァ
ー
ム

代
表
理
事
　
秋
田
　
次
郎

秋
田
　
太
郎

（
同

上
）

合
　

　
計

（
同

上
）

農
用

地
利

用
集

積
等

促
進

計
画

（
権

利
移

転
）

地
域

計
画

を
未

策
定

又
は

地
域

計
画

の
区

域
外
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２
．

共
通

事
項

（
１

）
転

貸
又

は
譲
渡

（
２

）
借

賃
の

増
減

額
請
求

（
３

）
借

賃
の

改
訂

（
４

）
借

賃
の

延
滞
金

（
５

）
借

賃
の

支
払

猶
予
　

（
６

）
借

賃
の

減
額

ア イ

（
７

）
修

繕
及

び
改
良

ア イ
　

甲
又

は
乙

は
、

土
地

所
有

者
の

同
意

を
得

て
当

該
土

地
の

改
良

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
。

た
だ

し
、

そ
の

改
良

が
軽

微
で

あ
る

場
合

に
は

土
地

所
有

者
の

同
意

を
要

し
な

い
。

ウ
　

修
繕

費
又

は
改

良
費

の
負

担
及

び
償

還
は

、
別

表
１

に
定

め
た

も
の

を
除

き
、

民
法

、
土

地
改

良
法

等
の

法
令

に
従

う
。

（
８

）
附

属
物

の
設

置
等

ア イ ウ

（
９

）
租

税
公

課
等

の
負
担

ア
　

当
該

土
地

に
対

す
る

固
定

資
産

税
そ

の
他

の
租

税
は

、
土

地
所

有
者

が
負

担
す

る
。

イ
　

当
該

土
地

に
係

る
農

業
保

険
法

に
基

づ
く

共
済

掛
金

及
び

賦
課

金
は

、
乙

が
負

担
す

る
。

ウ
　

当
該

土
地

に
係

る
土

地
改

良
区

の
賦

課
金

等
は

、
別

表
２

に
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
る

ほ
か

は
、

乙
が

負
担

す
る
。

エ
　

そ
の

他
当

該
土

地
の

通
常

の
維

持
管

理
に

要
す

る
経

費
は

、
乙

が
負

担
す

る
。

　
甲

は
、

乙
が

災
害

そ
の

他
や

む
を

得
な

い
事

由
の

た
め

、
借

賃
の

支
払

期
限

ま
で

に
借

賃
の

支
払

を
す

る
こ

と
が

で
き

な
い

場
合

に
は

、
甲

及
び

乙
が

協
議

の
上

、
相

当
と

認
め

ら
れ

る
期

日
ま

で
に

そ
の

支
払

を
猶

予
す

る
。

　
賃

借
権

の
目

的
物

が
農

地
で

あ
る

場
合

で
、

目
的

物
の

乙
か

ら
甲

に
対

し
て

農
地

法
（

昭
和
2
7
年

法
律

第
2
2
9
号

）
第

2
0
条

又
は

民
法

第
6
0
9
条

の
規

定
に

基
づ

く
借

賃
の

減
額

請
求

が
あ

っ
た

場
合

に
は

、
甲

は
土

地
所

有
者

に
対

し
て

、
借

賃
の

減
額

を
請

求
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

減
額

さ
れ

る
べ

き
額

は
、

甲
及

び
乙

が
協

議
し

て
定

め
る
。

　
目

的
物

の
一

部
が

滅
失

そ
の

他
の

事
由

に
よ

り
使

用
及

び
収

益
を

す
る

こ
と

が
で

き
な

く
な

っ
た

場
合

で
、

乙
の

責
め

に
帰

す
る

こ
と

が
で

き
な

い
事

由
に

よ
る

と
き

は
、

賃
料

は
そ

の
使

用
及
び

収
益

を
す

る
こ

と
が

で
き

な
く

な
っ

た
部

分
の

割
合

に
応

じ
て

減
額

さ
れ

、
目

的
物

が
使

用
及

び
収

益
を

す
る

こ
と

が
可

能
と

な
っ

た
と

き
は

減
額

前
の

賃
料

に
戻

る
。

な
お

、
賃

料
の

減
額

の
時
期

及
び

減
額

前
の

賃
料

に
戻

る
時

期
並

び
に

減
額

の
割

合
に

つ
い

て
は

、
作

物
の

作
付

・
収

穫
の

状
況

を
踏

ま
え

て
甲

及
び

乙
が

協
議

し
て

定
め

る
。

　
土

地
所

有
者

は
、

乙
の

責
に

帰
す

べ
き

事
由

に
よ

ら
な

い
で

生
じ

た
当

該
土

地
の

損
耗

に
つ

い
て

、
自

ら
の

費
用

と
責

任
に

お
い

て
当

該
土

地
を

修
繕

す
る

。
た

だ
し

、
緊

急
を

要
す

る
と

き
そ
の

他
土

地
所

有
者

に
お

い
て

修
繕

す
る

こ
と

が
で

き
な

い
場

合
で

土
地

所
有

者
の

同
意

を
得

た
と

き
は

、
乙

が
修

繕
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

こ
の

場
合

に
お

い
て

、
乙

が
修

繕
の

費
用

を
支

出
し

た
と
き

は
、

土
地

所
有

者
に

対
し

て
、

そ
の

費
用

の
償

還
を

請
求

す
る

こ
と

が
で

き
る
。

　
乙

が
、

当
該

土
地

に
果

樹
等

の
永

年
性

作
物

、
ハ

ウ
ス

等
の

農
業

用
施

設
（

以
下

「
附

属
物

」
と

い
う

。
）

の
設

置
を

行
う

場
合

に
は

、
市

町
村

及
び

農
業

委
員

会
に

事
前

に
相

談
を

行
い

、
甲
の

同
意

を
得

る
。

　
ま

た
、

乙
が

附
属

物
の

設
置

を
し

た
場

合
に

お
い

て
、

賃
貸

借
又

は
使

用
貸

借
が

終
了

し
た

と
き

は
、

乙
は

当
該

附
属

物
を

収
去

す
る

義
務

を
負

う
。

　
甲

は
、

ア
の

同
意

を
行

う
場

合
に

は
、

事
前

に
乙

が
附

属
物

の
設

置
を

行
う

こ
と

に
つ

い
て

土
地

所
有

者
の

同
意

を
得

る
と

と
も

に
、

乙
に

対
し

て
ア

の
同

意
を

す
る

旨
の

通
知

を
行

う
際

に
は
乙

が
附

属
物

の
設

置
を

行
う

こ
と

に
つ

い
て

土
地

所
有

者
も

同
意

し
て

い
る

こ
と

を
併

せ
て

通
知

す
る
。

　
ま

た
、

乙
が

甲
及

び
土

地
所

有
者

の
同

意
を

得
て

附
属

物
を

設
置

し
た

場
合

に
お

い
て

、
賃

貸
借

又
は

使
用

貸
借

が
終

了
し

た
と

き
は

、
乙

は
土

地
所

有
者

に
対

し
て

直
接

当
該

附
属

物
を

収
去
す

る
義

務
を

負
い

、
甲

は
土

地
所

有
者

に
対

し
て

収
去

の
義

務
を

負
わ

な
い
。

　
ア

及
び

イ
の

規
定

に
か

か
わ

ら
ず

、
土

地
所

有
者

が
附

属
物

を
収

去
し

な
い

こ
と

に
同

意
し

て
い

る
と

き
に

限
り

、
甲

及
び

乙
は

収
去

の
義

務
を

負
わ

な
い

。
こ

の
場

合
、

乙
が

支
出

し
た

費
用
に

つ
い

て
は

、
土

地
所

有
者

が
費

用
償

還
に

同
意

し
て

い
る

場
合

に
限

り
、

乙
は

土
地

所
有

者
に

対
し

て
償

還
の

請
求

を
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

　
甲

は
、

乙
が

借
賃

を
１

の
各

筆
明

細
に

定
め

る
日

ま
で

に
納

入
し

な
い

場
合

は
、

納
入

期
限

の
翌

日
か

ら
支

払
い

ま
で

の
間

、
年

利
1
4
.
6
パ

ー
セ

ン
ト

の
割

合
で

計
算

し
た

金
額

を
延

滞
金

と
し

て
徴

収
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

　
こ

の
農

用
地

利
用

集
積

等
促

進
計

画
（

以
下

「
本

計
画

」
と

い
う

。
）

の
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
り

設
定

又
は

移
転

を
受

け
る

権
利

は
、

１
の

各
筆

明
細

に
定

め
る

も
の

の
ほ

か
、

次
に

定
め

る
と

こ
ろ
に

よ
る

。

　
本

計
画

に
よ

り
賃

借
権

又
は

使
用

貸
借

に
よ

る
権

利
の

設
定

又
は

移
転

（
以

下
「

賃
借

権
の

設
定

等
」

と
い

う
。

）
を

受
け

る
者

（
以

下
「

乙
」

と
い

う
。

）
は

、
賃

借
権

の
設

定
等

を
受

け
た

土
地

に
つ

い
て

転
貸

し
、

又
は

設
定

若
し

く
は

移
転

を
受

け
た

権
利

を
譲

渡
し

て
は

な
ら

な
い
。

　
公

益
社

団
法

人
 
秋

田
県

農
業

公
社

（
以

下
「

甲
」

と
い

う
。

）
及

び
賃

借
権

の
設

定
又

は
移

転
を

受
け

る
者

は
、

当
該

土
地

の
１

の
各

筆
明

細
に

記
載

さ
れ

た
面

積
と

実
測

面
積

と
の

間
に

差
異
が

あ
っ

て
も

、
異

議
を

述
べ

ず
、

ま
た

、
借

賃
の

増
減

を
請

求
し

な
い
。

　
本

計
画

を
定

め
た

後
、

借
賃

の
改

訂
に

当
た

っ
て

は
、

農
地

法
第
5
2
条

の
農

業
委

員
会

が
提

供
す

る
借

賃
の

動
向

や
地

域
関

係
者

に
よ

る
協

議
結

果
等

を
勘

案
し

て
、

甲
、

乙
が

協
議

し
て

定
め

る
額

に
改

訂
す

る
。
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（
1
0
）

賃
貸

借
又

は
使

用
貸

借
の

解
除

　
１

の
各

筆
明

細
に

定
め

る
甲

に
よ

る
賃

借
権

設
定

等
を

受
け

た
土

地
に

つ
い

て
次

の
い

ず
れ

か
に

該
当

す
る

と
き

は
、

甲
は

当
該

土
地

に
係

る
賃

貸
借

又
は

使
用

貸
借

を
解

除
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

ア
　

当
該

農
用

地
等

を
適

正
に

利
用

し
て

い
な

い
と

認
め

ら
れ

る
と

き
。

イ
　

正
当

な
理

由
が

な
く

て
農

地
中

間
管

理
事

業
の

推
進

に
関

す
る

法
律

第
2
1
条

第
１

項
の

規
定

に
よ

る
報

告
を

し
な

い
と

き
。

ウ
　

農
地

法
第

６
条

の
２

第
２

項
第

２
号

の
規

定
に

よ
る

通
知

を
受

け
た

と
き
。

エ
　

正
当

な
理

由
が

な
く

賃
料

を
支

払
わ

な
い

と
き

そ
の

他
信

義
に

反
し

た
行

為
を

し
た

と
き
。

オ
　

そ
の

他
民

法
及

び
関

連
法

規
に

定
め

る
解

除
事

由
に

該
当

し
た

と
き
。

（
1
1
）

賃
貸

借
又

は
使

用
貸

借
の

終
了

（
1
2
）

目
的

物
の

返
還

（
1
3
）

賃
借

権
又

は
使

用
貸

借
に

よ
る

権
利

に
関

す
る

事
項

の
変

更
の

禁
止

（
1
4
）

権
利

取
得

者
の

責
務

ア
　

乙
は

、
本

計
画

の
定

め
る

と
こ

ろ
に

従
い

、
目

的
物

を
効

率
的

か
つ

適
正

に
利

用
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い
。

イ

（
1
5
）

機
構

関
連

基
盤

整
備

事
業

の
実
施

（
1
6
）

そ
の

他
　

本
計

画
に

定
め

の
な

い
事

項
及

び
本

計
画

に
関

し
疑

義
が

生
じ

た
と

き
は

、
甲

、
乙

及
び

本
計

画
の

認
可

者
が

協
議

し
て

定
め

る
。

別
表

１
　

修
繕

費
及

び
改

良
費

の
負

担
に

係
る

特
約

事
項

別
表

２
　

土
地

改
良

区
の

賦
課

金
等

に
係

る
特

約
事
項

賦
課

金
等

の
種
類

負
担

区
分
(
実

負
担

者
)

備
　

　
　

　
考

全
賦

課
金

所
有

者

修
繕

又
は

改
良

の
工

事
名

甲
及

び
乙

並
び

に
土

地
所

有
者

の
費

用
に

関
す
る

支
払

区
分

の
内
容

甲
及

び
乙

の
支

払
額

に
つ

い
て

土
地

所
有

者
の

償
還

す
べ

き
額

及
び

方
法

備
　

　
　

　
考

　
甲

が
農

地
中

間
管

理
権

を
有

し
て

い
る

農
用

地
等

に
つ

い
て

は
、

土
地

改
良

法
（

昭
和
2
4
年

法
律

第
1
9
5
号

）
第

8
7
条

の
３

第
１

項
の

土
地

改
良

事
業

が
行

わ
れ

る
こ

と
が

あ
る
。

　
本

計
画

の
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
り

、
賃

借
権

の
設

定
等

が
行

わ
れ

た
土

地
が

、
天

災
地

変
そ

の
他

、
甲

及
び

乙
並

び
に

土
地

所
有

者
の

責
に

帰
す

べ
か

ら
ざ

る
理

由
に

よ
り

当
該

土
地

の
全

部
が

滅
失

そ
の

他
の

事
由

に
よ

り
使

用
及

び
収

益
を

す
る

こ
と

が
で

き
な

く
な

っ
た

場
合

に
は

、
当

該
土

地
に

係
る

賃
貸

借
又

は
使

用
貸

借
は

終
了

す
る
。

　
賃

貸
借

又
は

使
用

貸
借

が
終

了
し

た
と

き
は

、
乙

は
、

そ
の

終
了

の
日

か
ら

３
０

日
以

内
に

、
甲

に
対

し
て

、
当

該
土

地
を

原
状

に
回

復
し

て
返

還
す

る
（

附
属

物
の

取
扱

い
に

つ
い

て
は

（
８

）
に

よ
る

。
）

。
た

だ
し

、
土

地
所

有
者

か
ら

附
属

物
を

収
去

し
な

い
こ

と
へ

の
同

意
が

得
ら

れ
て

い
る

場
合

又
は

災
害

そ
の

他
の

不
可

抗
力

、
修

繕
若

し
く

は
改

良
行

為
又

は
当

該
土

地
の

通
常

の
利

用
に

よ
っ

て
生

ず
る

形
質

の
変

更
に

つ
い

て
は

、
乙

は
、

原
状

回
復

の
義

務
を

負
わ

な
い
。

　
甲

及
び

乙
は

、
本

計
画

に
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
り

設
定

又
は

移
転

さ
れ

る
権

利
に

関
す

る
事

項
は

変
更

し
な

い
も

の
と

す
る

。
た

だ
し

、
甲

、
乙

、
及

び
本

計
画

の
認

可
者

が
協

議
の

上
、

真
に

や
む

を
得

な
い

と
認

め
ら

れ
る

場
合

は
、

こ
の

限
り

で
な

い
。

　
乙

は
、

甲
か

ら
農

地
中

間
管

理
事

業
の

推
進

に
関

す
る

法
律

（
平

成
2
5
年

法
律

第
1
0
1
号

）
第

2
1
条

第
１

項
の

規
定

に
よ

り
、

賃
借

権
の

設
定

等
を

受
け

た
農

用
地

等
の

利
用

の
状

況
の

報
告

を
求

め
ら

れ
た

場
合

に
は

、
甲

に
報

告
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い
。
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公
社

用
【
添

付
書

類
】

　
賃

借
権

の
設

定
等

を
受

け
る

者
の

農
業

経
営

の
状

況
等

日

（
2

人
）

（
人

）

（
1

人
）

11

肉
用

牛

1
人

乾
燥

機
1

鶏

肥
育

豚

人
日

乳
用

牛
人

従
と

し
て

農
業

に
従

事
す

る
者

1
人

ｺ
ﾝ

ﾊ
ﾞｲ

ﾝ
人

賃
借

権
の

設
定

等
を

受
け

る
農

用
地

等
で

の
農

業
経

営
が

、
周

辺
の

農
用

地
等

の
農

業
上

の
利

用
に

及
ぼ

す
こ

と
が

見
込

ま
れ

る
影

響
  

な
  

し
地

域
と

の
役

割
分

担
の

状
況

道
路

、
水

路
、

た
め

池
等

の
共

同
利

用
施

設
の

取
り

決
め

を
遵

守
す

る

そ
の

他

2
5
0

農
業

補
助

者

ﾄﾗ
ｸ
ﾀ
ｰ

1

籾
摺

機
1

田
植

機

繁
殖

豚

2
人

農
業

専
従

者

主
と

し
て

農
業

に
従

事
す

る
者

2

 ㎡
 ㎡

男

採
　

草

放
牧

地

農
　

　
地

7
,2

3
0
.0

0

農
　

　
地

2
0
,0

0
0
.0

0

水
稲

採
　

草

放
牧

地
女

賃
借

権
の

設
定

等
を

受
け

る
者

の
主

な
農

機
具

の
所

有
状

況
（
Ｆ

）

世
帯

員
数

　
量

種
　

類
数

　
量

農
業

従
事

者

（
う

ち
1
5
歳

以
上

6
5
歳

未
満

の
者

）
種

　
類

雇
用

労
働

力

（
年

間
延

べ
労

働
日

数
）

（
個

人
）

整
理

番
号

1
5
2
0
4
0
0
01

氏
名

又
は

名
称

農
事

組
合

法
人

下
田

フ
ァ

ー
ム

年
齢

4
1

歳
農

作
業

従
事

日
数

2
5
0

賃
借

権
の

設
定

等
を

受
け

る
土

地
の

面
積

（
Ａ

）

賃
借

権
の

設
定

等
を

受
け

る
者

が
耕

作
又

は
養

畜
の

事
業

に
供

し
て

い
る

農
用

地
の

面
積

（
Ｂ

）

賃
借

権
の

設
定

等
を

受
け

る
者

の
主

た
る

経
営

作
目

（
Ｃ

）

賃
借

権
の

設
定

等
を

受
け

る
者

の
世

帯
員

の
農

作
業

従
事

及
び

雇
用

労
働

力
の

状
況

（
Ｄ

）

賃
借

権
の

設
定

等
を

受
け

る
者

の
主

な
家

畜
の

飼
育

状
況

（
Ｅ

）
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（
農

地
所

有
適

格
法

人
）

【
添

付
書

類
】

公
社

用

整
理

番
号

1
5
2
0
4
0
0
0
1

2
5
0

人
日

農
畜

産
物

名
現

在

水
稲

権
利

取
得
後

水
稲

・
野
菜

種
　

類
数

　
量

種
　

類
数

　
量

乳
用

牛
ﾄ
ﾗ
ｸ
ﾀ
ｰ

1

3
年

前
5
,
0
0
0
,
0
0
0
3
年

前
肉

用
牛

田
植

機
1

2
年

前
5
,
0
0
0
,
0
0
0
2
年

前
繁

殖
豚

ｺ
ﾝ
ﾊ
ﾞ
ｲ
ﾝ

1

1
年

前
5
,
0
0
0
,
0
0
0
1
年

前
肥

育
豚

乾
燥

機
1

初
年

度
7
,
0
0
0
,
0
0
0
初

年
度

鶏
籾

摺
機

1

2
年

目
1
0
,
0
0
0
,
0
0
0
2
年

目

3
年

目
1
5
,
0
0
0
,
0
0
0
3
年

目

前
年

実
績

見
込

み
前

年
実

績
見

込
み

「
別

紙
」

な
し

7
,
2
3
0
.
0
0

農
　

地
2
0
,
0
0
0
.
0
0

事
業

の
実

施
状

況
及

び
事

業
計

画
（

円
）

採
　

草
放

牧
地

左
記

以
外

の
事

業
の

内
容

権
利

取
得
後

関
連

事
業

等
の

内
容

現
在

権
利

取
得
後

農
家

レ
ス

ト
ラ

ン

左
記

以
外

の
事

業

1
,
0
0
0
,
0
0
0

2
,
0
0
0
,
0
0
0

3
,
0
0
0
,
0
0
0

農
地

所
有

適
格

法
人

の
名

称

採
　

草
放

牧
地

賃
借

権
の

設
定

等
を

受
け

る
農

地
所

有
適

格
法

人
の

構
成

員
の

状
況

（
Ｄ

）

そ
の

他

法
人

と
構

成
員

と
の

取
引

関
係

等
の

内
容

法
人

へ
の

農
地

等
の

権
利

設
定

・
移

転

前
年

実
績

見
込

み

農
業

賃
借

権
の

設
定

等
を

受
け

る
土

地
の

面
積

（
Ａ

）

 
 
 
 
 
 
 
　

　
　

　
㎡

賃
借

権
の

設
定

等
を

受
け

る
農

地
所

有
適

格
法

人
が

耕
作

又
は

養
畜

の
事

業
に

供
し

て
い

る
農

用
地

の
面

積
（

Ｂ
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
　

　
　

㎡

賃
借

権
の

設
定

等
を

受
け

る
農

地
所

有
適

格
法

人
の

事
業

の
状

況
（

Ｃ
）

賃
借

権
の

設
定

等
を

受
け

る
農

地
所

有
適

格
法

人
の

業
務

執
行

役
員

の
状

況
（

Ｅ
）

農
事

組
合

法
人

下
田

フ
ァ

ー
ム

　
　

代
表

理
事

　
秋

田
　

次
郎

雇
用

労
働

力
(
年

間
延

日
数

)

賃
借

権
の

設
定

等
を

受
け

る
農

地
所

有
適

格
法

人
の

主
な

家
畜

の
飼

育
状

況
（

Ｆ
）

賃
借

権
の

設
定

等
を

受
け

る
農

地
所

有
適

格
法

人
の

主
な

農
機

具
の

所
有

の
状

況
（

Ｇ
）

事
業

の
種

類

農
　

地

現
在

議
決

権
又

は
株

式
の

数

年
間

農
業

従
事

日
数

氏
名

・
名

称

年
間

農
業

従
事

日
数

年
間
農
作
業
従
事
日
数

氏
　

名
住

　
所

面
　

積
　

　
㎡

権
利

の
種

　
類

役
職

名

賃
借

権
の

設
定

等
を

受
け

る
農

用
地

等
で

の
農

業
経

営
が

、
周

辺
の

農
用

地
等

の
農

業
上

の
利

用
に

及
ぼ

す
こ

と
が

見
込

ま
れ

る
影

響
地

域
と

の
役

割
分

担
の

状
況

道
路

、
水

路
、

た
め

池
等

の
共

同
利

用
施

設
の

取
り

決
め

を
遵

守
す

る
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（
別

紙
）

公
社

用

前
年

実
績

見
込
み

前
年

実
績

見
込
み

○
○

　
○
○

8
0

賃
借
権

8
,
0
0
0
.
0
0

2
0
0

権
利

設
定

○
○

　
○
○

理
事

○
○

市
×

×
1
番

地
2
5
0

2
0
0

2
5
0

1
8
0

○
○

　
□
□

5
0

賃
借
権

5
,
0
0
0
.
0
0

1
7
5

権
利

設
定

○
○

　
□
□

理
事

○
○

市
◇

◇
2
番

地
2
0
0

1
7
5

2
0
0

1
5
0

□
□

　
△
△

3
0

賃
借
権

3
,
0
0
0
.
0
0

1
5
0

権
利

設
定

□
□

　
△
△

会
計

○
○

市
□

□
3
番

地
3
0
0

1
5
0

3
0
0

1
2
5

△
△

　
▽
▽

4
0

賃
借
権

4
,
0
0
0
.
0
0

2
0
0

権
利

設
定

△
△

　
▽
▽

会
計

○
○

市
△

△
4
番

地
2
5
0

2
0
0

2
5
0

1
5
0

2
5
0

2
0
0

3
0
0

2
5
0

賃
借

権
の

設
定

等
を

受
け

る
農

地
所

有
適

格
法

人
の

構
成

員
の

状
況

（
Ｄ
）

賃
借

権
の

設
定

等
を

受
け

る
農

地
所

有
適

格
法

人
の

業
務

執
行

役
員

の
状

況
（

Ｅ
）

氏
名

・
名
称

議
決

権
又
は

株
式

の
数

法
人

へ
の

農
地

等
の

権
利
設

定
・

移
転

年
間

農
業

従
事

日
数

法
人

と
構

成
員

と
の

取
引

関
係

等
の

内
容

氏
　
名

住
　
所

年
間

農
業

従
事

日
数

権
利
の

種
　
類

面
　
積

　
　
㎡

前
年

実
績

見
込
み

年
間
農
作
業
従
事
日
数

役
職
名
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（
農

地
所

有
適

格
法

人
以

外
の

法
人
）

公
社

用

【
添

付
書

類
】

整
理

番
号

1
5
2
0
4
0
0
0
1

2
5
0

人
日

前
　

年
実

　
績

見
込

み

○
○

　
○
○

理
事

○
○

市
×

×
1
番

地
2
5
0

2
0
0

○
○

　
□
□

理
事

○
○

市
◇

◇
2
番

地
2
0
0

1
7
5

□
□

　
△
△

会
計

○
○

市
□

□
3
番

地
3
0
0

1
5
0

乳
用

牛
ﾄ
ﾗ
ｸ
ﾀ
ｰ

1

△
△

　
▽
▽

会
計

○
○

市
△

△
4
番

地
2
5
0

2
0
0

肉
用

牛
田

植
機

1

繁
殖

豚
ｺ
ﾝ
ﾊ
ﾞ
ｲ
ﾝ

1

肥
育

豚
乾

燥
機

1

鶏
籾

摺
機

1

な
し

地
域

と
の

役
割

分
担

の
状
況

賃
借

権
の

設
定

等
を

受
け

る
農

用
地

等
で

の
農

業
経

営
が

、
周

辺
の

農
用

地
等

の
農

業
上

の
利

用
に

及
ぼ

す
こ

と
が

見
込

ま
れ

る
影
響

道
路

、
水

路
、

た
め

池
等

の
共

同
利

用
施

設
の

取
り

決
め

を
遵
守

す
る

種
　

類
数

　
量

種
　

類
数

　
量

採
　

草
放

牧
地

採
　

草
放

牧
地

そ
の

他

農
　

地
7
,
2
3
0
.
0
0

農
　

地
2
0
,
0
0
0
.
0
0

水
稲

賃
借

権
の

設
定

等
を

受
け

る
法

人
の

主
な

農
機

具
の

所
有

の
状

況
（

Ｇ
）

農
事

組
合

法
人

下
田

フ
ァ

ー
ム

法
人

の
名
称

雇
用

労
働
力

（
年

間
延

日
数
）

賃
借

権
の

設
定

等
を

受
け

る
土

地
の

面
積

（
Ａ

）

　
　

　
　

　
　

　
㎡

賃
借

権
の

設
定

等
を
受

け
る

法
人

が
耕

作
又
は

養
畜

の
事

業
に

供
し
て

い
る

農
用

地
の

面
積

（
Ｂ

）
　 ㎡

賃
借

権
の

設
定

等
を

受
け

る
法

人
の

主
た

る
生

産
作

物
（

Ｃ
）

賃
借

権
の

設
定

等
を

受
け

る
法

人
の

業
務

執
行

役
員

等
の

状
況

（
Ｄ
）

賃
借

権
の

設
定

等
を

受
け

る
法

人
の

主
な

家
畜

の
飼

育
状

況
（

Ｆ
）

氏
名

役
職

名
住

所

年
間

農
業

従
事

日
数
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氏
名

氏
名

借
受

希
望

農
家

情
報

農
業

者
種

別
農

業
者

種
別

認
定

農
業

者
認

定
農

業
者

農
地

所
有

適
格

法
人

農
地

所
有

適
格

法
人

農
地

中
間

管
理

事
業

規
程

に
よ

る
確

認
事
項

基
本

構
想

水
準

到
達

者
基

本
構

想
水

準
到

達
者

（
貸

付
決

定
ル

ー
ル
）

認
定

就
農

者
認

定
就

農
者

（
様

式
第

８
号

の
２

）

貸
付

に
係

る
確

認
書

○ ○

地
域

計
画

未
掲

載
地

域
計

画
未

掲
載

○ 1

※
基

本
原

則
の

ほ
か

に
、

該
当

す
る

優
先

配
慮

が
あ

る
場

合
は

、
該

当
事

項
に

○
を

記
入

順
位

※
基

本
原

則
の

該
当

事
項

に
○

を
記

入

○

優
先

配
慮

地
域

農
業

の
発

展
へ

の
寄

与
度

借
受

希
望

者
の

希
望

条
件

と
の

適
合

性

農
事

組
合

法
人

下
田

フ
ァ

ー
ム

○○

借
受

希
望

者

地
域

内
に

十
分

な
担

い
手

が
い

る
場

合

地
域

農
業

の
発

展
へ

の
寄

与
度

借
受

希
望

者
の

希
望

条
件

と
の

適
合

性

現
在

の
経

営
農

地
と

の
位

置
関

係
、

水
利

関
係

等
当

該
農

用
地

等
に

隣
接

す
る

借
受

希
望

者
が

複
数

い
る

場
合

　
集

落
営

農
の

構
成

員
が

、
当

該
集

落
営

農
に

利
用

さ
せ

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
機

構
に

農
地

を
貸

し
付

け
る

　
集

約
化

等
の

観
点

か
ら

行
う

、
担

い
手

相
互

間
又

は
担

い
手

・
非

担
い

手
間

で
の

利
用

権
の

交
換

利
用

権
の

交
　

　
換

現
在

の
経

営
農

地
と

の
位

置
関

係
、

水
利

関
係

等

基
本

原
則

　
経

営
規

模
の

拡
大

又
は

分
散

錯
圃

の
解

消
に

資
す

る
も

の
で

あ
る

。

　
既

に
効

率
的

か
つ

安
定

的
な

農
業

経
営

を
行

っ
て

い
る

農
業

者
の

経
営

に
支

障
を

及
ぼ

す
も

の
で

は
な

い
。

　
新

規
参

入
者

で
あ

る
場

合
は

、
効

率
的

か
つ

安
定

的
な

農
業

経
営

を
目

指
す

こ
と

が
で

き
る

よ
う

配
慮

さ
れ

て
い

る
。

　
地

域
農

業
の

健
全

な
発

展
を

旨
と

し
つ

つ
、

公
平

・
適

正
な

調
整

で
あ

る
。
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5 年 3 月 20 日

公益社団法人

〒

私は、上記の振替支払先から請求された賃借料等の口座振替支払いに関し、農業協同組合に

対して、次の通り依頼したのでお届けします。

－

11 月 20 日 （休日の場合は翌営業日） 年

秋
田
県
農
業
公
社
使
用
欄

農
業
協
同
組
合
使
用
欄

確認日

確認印 備　考

15 日5 年 3 月令和

公社提出用

秋 田 県 農 業 公 社

公益社団法人　秋田県農業公社振替支払先 料金等の種類 賃借料等

貯金口座振替に関する届出書

令和

御中

農協名 ▲▲▲農協 店舗名 ▼▼▼支店

住　所
○○市○○○町○○字△△△

フリガナ ﾉｳｼﾞｸﾐｱｲﾎｳｼﾞﾝｼﾓﾀﾞﾌｧｰﾑ

電話番号 0123-45-6789 金融機関への
届出印

000-0000

貯金者
および
契約者

氏　名 農事組合法人下田ファーム　代表理事　秋田　次郎

5

金融機関コード・店舗コード 1234 567

指定口座 普通 口座番号 1234567預金種目

振替日 毎年 振替開始 令和

届
出
印
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5 年 3 月 20 日

農業協同組合 御中

〒

私は、上記の振替支払先から請求された賃借料等の口座振替支払いに関し、農業協同組合に

対して、次の通り依頼したのでお届けします。

－

11 月 20 日 （休日の場合は翌営業日） 年

記

1

2 ．私は振替日に指定口座の残高が、請求金額に対し不足しないよう必要な措置を講じます。

3

4

フリガナ ﾉｳｼﾞｸﾐｱｲﾎｳｼﾞﾝｼﾓﾀﾞﾌｧｰﾑ

567

指定口座 普通 口座番号 1234567

農協用

賃借料等料金等の種類振替支払先 公益社団法人　秋田県農業公社

▲▲▲

貯金口座振替依頼書

令和

．私が支払うべき賃借料等については私に通知することなく、毎年振替指定日に貴組合所定の方法で支
払って下さい。

組合使用欄

．貴組合が必要と認めた場合は、私に通知することなく、この口座振替契約を解除されても異議ありませ
ん。

．本取扱に関して万一紛議が生じても貴組合には一切迷惑をおかけしません。

000-0000 0123-45-6789電話番号

預金種目

農協名 ▲▲▲農協 店舗名 ▼▼▼支店

金融機関コード・店舗コード 1234

金融機関への
届出印

貯金者
および
契約者

氏　名 農事組合法人下田ファーム　代表理事　秋田　次郎

住　所
○○市○○○町○○字△△△

振替日 毎年 振替開始 令和 5

届
出
印
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記

  理 事 長 　齋　藤　　了　様

5 年 月 日

住所

氏名
（自署）

地　目

大字 字 登記簿 現況

田 田 筆

田 田 ㎡

田 田

田 田 筆

田 田 ㎡

筆

㎡

筆

㎡計

5

7,230.00

そ
の
他

236.00

畑 ◎◎◎ ●●● 5 3,145.00

●●● 3 345.00

 ◎◎◎ ●●● 4-1

農事組合法人下田ファーム
代表理事　秋田　次郎

○○市○○○町○○字△△△

承　諾　書

　今般、公益社団法人秋田県農業公社と土地賃貸借契約をした下記土地の一部又は全

部に抵当権等が設定されていますが、競売等の申し立てにより、裁判所から農業委員

会に照会書が送付された場合、下記事項に同意することを確約します。

１．公社との協議に誠意を持って応じること。

２．協議の結果、解約せざるを得ない事態となった場合、異議無く解約に応じること。

公益社団法人 秋田県農業公社

令和 3 20

2,301.00 7,230.00

 ◎◎◎

 ◎◎◎ ●●● 1 1,203.00

土 地 の 表 示 ： ○○市

所　在 面　積

m2
合　計

地番

田

5

 ◎◎◎ ●●● 2

転借人
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　下記のとおり土地の（全部・一部）について、組合員たる資格を取得並びに喪失したので、
土地改良法第４３条の規定により通知します。

なお、これに伴う土地改良事業による一切の権利義務を資格取得者が承継します。

令和 年 月 日

□□□土地改良区　理事長　　様

資格喪失者（現資格者）

資格取得者（新資格者）

組合員番号

（　　　　）

年 月 日

記

資格得喪の対象たる土地

345.00 利用権移転 令和5年4月27日

236.00 利用権移転 令和5年4月27日

3,145.00 利用権移転 令和5年4月27日

原 因
資格得喪

(㎡)
地 積

令和5年4月27日利用権移転1,203.00

2,301.00 利用権移転 令和5年4月27日

付 記
資格得喪
時 期

決

裁

理事長 副理事長 担当理事 事務局長 係(係員)

賦課金徴収補助簿

受 付 印

関係帳簿更正済印
賦課金システム

 ◎◎◎ ●●● 3 田 水田

土地の所在地
地 目 用 途

田1

大字 字 地番

 ◎◎◎ ●●● 2 田 水田

 ◎◎◎ ●●● 水田

電 話 番 号

生 年 月 日

組合員番号 氏 名

（　　　　） 電 話 番 号

住 所 ○○市○○○町○○字△△△

秋田　太郎

1234-56-7890

氏 名 農事組合法人下田ファーム

0123-45-6789

昭和 57 1 1

住 所

5 4 27

○○市○○○町○○字○○

 ◎◎◎ ●●● 5 田 水田

 ◎◎◎ ●●● 4-1 田 水田

組合員資格得喪通知書

○○市
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　下記のとおり土地の（全部・一部）について、組合員たる資格を取得並びに喪失したので、
土地改良法第４３条の規定により通知します。

なお、これに伴う土地改良事業による一切の権利義務を資格取得者が承継します。

令和 年 月 日

□□□土地改良区　理事長　　様

資格喪失者（現資格者）

資格取得者（新資格者）

組合員番号

（　　　　）

年 月 日

記

資格得喪の対象たる土地

←どちらかに「○」を記入

←どちらかに「○」を記入

←どちらかに「○」を記入

236.00 利用権移転 令和5年4月27日

組合員資格得喪通知書

利用権移転 令和5年4月27日

345.00 利用権移転 令和5年4月27日

住 所 ○○市○○○町○○字○○

5 4 27

組合員番号 氏 名 秋田　太郎

（　　　　） 電 話 番 号 1234-56-7890

住 所 ○○市○○○町○○字△△△

電 話 番 号 0123-45-6789

氏 名 農事組合法人下田ファーム

○○市

生 年 月 日 昭和 57 1 1

土地の所在地
地 目 用 途

地 積 資格得喪 資格得喪
付 記

(㎡) 原 因 時 期大字 字 地番

 ◎◎◎ ●●● 1 田 水田 1,203.00 利用権移転 令和5年4月27日

 ◎◎◎ ●●● 3 田 水田

 ◎◎◎ ●●● 2 田 水田 2,301.00

 ◎◎◎ ●●● 5 田 水田

 ◎◎◎ ●●● 4-1 田 水田

3,145.00 利用権移転 令和5年4月27日

副理事長 担当理事 事務局長 係(係員)

維持管理賦課金

事業償還賦課金

決

裁

理事長

○

○

賦課金システム 賦課金徴収補助簿

関係帳簿更正済印

受 付 印

経常賦課金

賦課種別 耕作者支払 所有者支払

○

准組合員制度を使用する改良区へ

の得喪通知は、本様式を使用

・二ツ井白神土地改良区

・にかほ市土地改良区

・仙北市神代土地改良区

・仙北市田沢湖若松堰土地改良区

・秋田県雄物川筋土地改良区

・山城水系土地改良区
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（公社貸付）

◆提出書類　※部数は１契約当たり

☑ 3 部

☑ 3 部

☑ 1 部

☑ 1 部

☑ 1 部

☑ 1 部

☑ 1 部

☑ 1 部

◆その他必要書類　※部数は１契約当たり

法人の場合

☑ 1 部

◆書類提出前の確認事項

☑ 今回契約する農地は地域計画の区域外（未策定も含む）ですか。

☑ 契約手続き時に運転免許証等の身分証明書により、契約者の本人確認を実施しましたか。

☑ 契約者に対して、手数料の徴収や賃料精算時期等について説明しましたか。

☑ 契約者の住所を農家台帳等から正確に記載しましたか。（×1-1 ⇒ ○1番地1、1番1号 など）

☑ 促進計画は、自署をしていますか。法人の場合は社判も可。

☑ 土地改良区賦課金等の負担区分を出し手・受け手に確認し、促進計画に記載しましたか。

☑ 農業者種別（認定農業者等）等について、漏れなく記載しましたか。

☑ 法人の場合、定款は添付していますか。また、添付省略可能か確認しましたか。

上記の内容について、確認しました。

所属

令和 5 年 3 月 20 日

氏名（自署） ○○　○○

承諾書 １筆でも抵当権が設定されていれば必要

貯金口座振替依頼書
２部印刷。１部はＪＡに提出。過去に機構と契約
しており同一口座を使用する場合不要

農用地利用集積等促進計画（権利移転）のチェックリスト

書類名等 部数 備　考

農用地利用集積等促進計画（案） 認可先用、公社用、本人用

添付書類
個人用、農地所有適格法人用、農地所有適格法人
以外の法人用のいずれか

貸付に係る確認書（様式第８号の２）

○○市○○課

書類名等 部数 備　考

定款のコピー
過去に機構と契約しており、定款の内容に変更が
なければ、添付省略可能。その場合は、各筆明細
の備考欄に「定款変更なし」と記入

貯金口座振替に関する届出書
ＪＡの確認印を押印した上、提出。過去に機構と
契約しており同一口座を使用する場合不要

通帳のコピー
金融機関はＪＡのみ可。過去に機構と契約してお
り同一口座を使用する場合不要

組合員資格得喪通知書 土地改良区の受益地は必要

地域計画を未策定

又は

地域計画の区域外
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※ 住所を変更する場合

※ 氏名を変更する場合

※　金融機関口座を変更する場合　（全項目記入ください。）

様式第１６号の１　出し手　住所・氏名・金融機関口座変更　入力シート

平成２８年１月１５日

出
し
手

番号

令和２年５月１５日令和2年5月15日

○○市

申し出年月日

郵便番号

住 所

令和2年5月1日

平成28年1月15日

○○市農業委員会事務局

市外局番 市内局番

345

複数契約有

4567

1

6789012

令和２年５月１日

123

○○市○○字○○123番地

ﾁｭｳｶﾝ ﾀﾛｳ

中間　太郎

農協

○○

○○

1234
1234-567

添付書類：①公社借入代金支払明細書
　　　　　②貯金通帳の写し

支店

普通

○○

1

○○

4

567

1

1234567

金融機関名

金融機関区分

店舗名

店舗区分

金融機関コード

店舗コード

通知年月日

通知者

集積公告日

公告市町村

複数契約

口座種類

口座番号

(ﾌﾘｶﾞﾅ)
氏 名

連絡先
(電話番号)

従前の住所

添付書類：戸籍抄本

従前の氏名 秋田　太郎

※　携帯電話は　3桁 4桁 4桁
　で入力ください。

○○市○○字○○456番地

添付書類：住民票（変更前の住所が記載されているもの）

1234567

一括印刷

オールクリア

契約が複数ある場

合は「１」を入力
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様式第１６号の１（受託機関→公社）

令 和 ２ 年 ５ 月 １ ５ 日

事 務 連 絡

　貴公社と農地賃貸借契約を締結している者から、別添のとおり住所・氏名・金融

機関口座を変更したい旨の届け出が提出されたので、手続きについてよろしくお願

いします。

公益社団法人秋田県農業公社

　農地管理部農地集積課　　御中

○○市農業委員会事務局

住所・氏名・金融機関口座の変更について

変更する項目のみ表示されます

ex)住所変更のみ→表題「住所の変更について」

文中「～別添のとおり住所を

変更したい旨～」
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様式第１６号の１（出し手→公社）

添付書類

１． 住所変更 住民票

（変更前の住所が記載されているもの）

２． 氏名変更 戸籍抄本

３． 金融機関口座の変更 ①公社借入代金支払明細書

②貯金通帳の写し

※　従前の住所・氏名

氏名

○○市○○字○○456番地

秋田　太郎

公益社団法人秋田県農業公社

　農地管理部農地集積課　　御中

氏　名

住所・氏名・金融機関口座の変更について

( 自 署 )

(電話番号    012 - 345 - 6789 )

住　所(賃貸人)

○○市○○字○○123番地

〒123-4567

中間　太郎

令 和 ２ 年 ５ 月 １ 日

　平成２８年１月１５日付け○○市公告ほかの農用地利用集積計画により設定された利

用権の住所・氏名・金融機関口座を変更したいので、次の書類を添えて申し出ます。

住所

変更する項目のみ表示されます

ex)住所変更のみ→表題「住所の変更について」

文中「～利用権の住所を変更

したいので～」

添付書類「１．住所変更」のみ
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◎３ 「本人受領」です。（代理受領は成年後見人等に限ります。）

公社借入代金支払明細書

市町村名

金 融 機 関 名

備
　
考

送
　
金
　
先

金融機関コード・店舗コード

口 座 の 種 類

口 座 番 号

フ リ ガ ナ

口 座 名 義 人

○○市

○○農協　　　　○○支店

普通

1234-567

1234567

◎１ 通帳の写しを添付してください。(送金先が明確にわかるもの)

◎２ 記入の際は、フリガナは必ず記入して下さい。
（記入がない場合、送金が遅れることがあります。）

ﾁｭｳｶﾝ ﾀﾛｳ

中間　太郎
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※ 住所を変更する場合

※ 氏名を変更する場合

※　金融機関口座を変更する場合　（全項目記入ください。）

様式第１６号の２　受け手（個人)　住所・氏名・金融機関口座変更　入力シート

平成２８年１月２８日

受
け
手

6789

令和２年５月１５日

令和2年5月1日

1

令和2年5月15日

平成28年1月28日

○○市農業委員会事務局

012 345

3456 7890012

添付書類：住民票（変更前の住所が記載されているもの）

添付書類：戸籍抄本

○○市○○字○○123番地

ﾁｭｳｶﾝ ﾀﾛｳ

中間　太郎

○○市○○字○○456番地

秋田　太郎

連
絡
先

電話番号

携帯番号  ← ３桁 ４桁　４桁　と入力してください。

 ← 市外局番 市内局番 番号　の順に入力してください。

添付書類：①貯金口座振替に関する届出書
　　　　　②貯金口座振替依頼書
　　　　　③貯金通帳の写し

○○農協○○

○○○○

1234567

10月25日10 25

2 令和2年

1234567

支店4

普通1

通知年月日

通知者

集積・配分公告日

公告市町村

複数契約 複数契約有

住 所

(ﾌﾘｶﾞﾅ)

氏 名

申し出年月日

郵便番号

令和２年５月１日

123 4567

口座種類

口座番号

振替開始年

振替月日

従前の住所

金融機関コード 1234
1234-567

店舗コード 567

従前の氏名

金融機関名

店舗名

店舗区分
一括印刷

オールクリア

契約が複数ある場

合は「１」を入力

一括方式の場合は

市町村名を入力

配分計画の場合は空欄

契約が複数あり、振替月日が異なる場合は振替月日を削除

契約日 H28. 8.31以前：毎年10月25日

契約日 H28. 9. 1以降：毎年11月20日
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様式第１６号の２（受託機関→公社）

事 務 連 絡

令 和 ２ 年 ５ 月 １ ５ 日

　貴公社と農地賃貸借契約を締結している者から、別添のとおり住所・氏名・金融

機関口座を変更したい旨の届け出が提出されたので、手続きについてよろしくお願

いします。

公益社団法人秋田県農業公社

　農地管理部農地集積課　　御中

○○市農業委員会事務局

住所・氏名・金融機関口座の変更について

変更する項目のみ表示されます

ex)住所変更のみ→表題「住所の変更について」

文中「～別添のとおり住所を

変更したい旨～」
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様式第１６号の２（受け手（個人）→公社）

添付書類

１． 住所変更 住民票

（変更前の住所が記載されているもの）

２． 氏名変更 戸籍抄本

３． 金融機関口座の変更 ①貯金口座振替に関する届出書

②貯金口座振替依頼書

③貯金通帳の写し

※　従前の住所・氏名

　平成２８年１月２８日付け秋田県公告の農用地利用配分計画等により設定された利

用権の住所・氏名・金融機関口座を変更したいので、次の書類を添えて申し出ます。

令 和 ２ 年 ５ 月 １ 日

中間　太郎

公益社団法人秋田県農業公社

　農地管理部農地集積課　　御中

氏　名

住所・氏名・金融機関口座の変更について

( 自 署 )

(電話番号    012 - 345 - 6789 )

住　所(転借人)

○○市○○字○○123番地

〒123-4567

住所

氏名

○○市○○字○○456番地

秋田　太郎

変更する項目のみ表示されます

ex)住所変更のみ→表題「住所の変更について」

文中「～利用権の住所を変更

したいので～」

添付書類「１．住所変更」のみ

電話番号記入の場合：電話番号

電話番号未記入の場合：携帯番号
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公益社団法人

〒

私は、上記の振替支払先から請求された賃借料等の口座振替支払いに関し、農業協同組合に

対して、次の通り依頼したのでお届けします。

10 月 25 日 （休日の場合は翌営業日） 年振替開始 令和 2

公社提出用

貯金口座振替に関する届出書

秋 田 県 農 業 公 社 御中

令和２年５月１日

振替支払先 公益社団法人　秋田県農業公社 料金等の種類 賃借料等

貯金者
および
契約者

住　所

123-4567 電話番号

年

農協名 ○○農協 店舗名 ○○支店

金融機関コード・店舗コード 1234-567

指定口座 預金種目 普通 口座番号 1234567

振替日 毎年

秋
田
県
農
業
公
社
使
用
欄

農
業
協
同
組
合
使
用
欄

確認印 備　考

月 15 日確認日 令和 2 5

氏　名 中間　太郎

012 - 345 - 6789 金融機関への
届出印

○○市○○字○○123番地

フリガナ ﾁｭｳｶﾝ ﾀﾛｳ
届
出
印

農協確認印

121



農業協同組合 御中

〒

10 月 25 日 （休日の場合は翌営業日） 年

記

1

2 ．私は振替日に指定口座の残高が、請求金額に対し不足しないよう必要な措置を講じます。

3

4

１部農協保管・１部公社提出

貯金口座振替依頼書

○○

令和２年５月１日

  私は、上記の振替支払先から請求された賃借料等を次の口座振替によって支払うこと

としたいので、下記事項を確約のうえ依頼します。

振替支払先 公益社団法人　秋田県農業公社 料金等の種類 賃借料等

貯金者
および
契約者

金融機関への
届出印

○○市○○字○○123番地

フリガナ ﾁｭｳｶﾝ ﾀﾛｳ

氏　名 中間　太郎

．本取扱に関して万一紛議が生じても貴組合には一切迷惑をおかけしません。

組合使用欄

2

口座番号 1234567

．私が支払うべき賃借料等については私に通知することなく、毎年振替指定日に貴組合所定の方法で支払っ
て下さい。

．貴組合が必要と認めた場合は、私に通知することなく、この口座振替契約を解除されても異議ありませ
ん。

振替日 毎年 振替開始 令和

金融機関コード・店舗コード 1234-567

指定口座 預金種目 普通

住　所

123-4567 電話番号 012 - 345 - 6789

農協名 ○○農協 店舗名 ○○支店

届
出
印
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 ← 市外局番 市内局番 番号　の順に入力してください。

 ← ３桁 ４桁　４桁　と入力してください。

※ 所在地を変更する場合

※ 名称を変更する場合

※ 代表者を変更する場合

※　金融機関口座を変更する場合　（全項目記入ください。）

複数契約有

従前の所在地

従前の名称

振替月日

振替開始年

口座番号

口座種類

金融機関コード

店舗区分

店舗名

金融機関名

令和２年５月１日

秋田　太郎

○○

○○

氏名

通知年月日

通知者

集積・配分公告日

公告市町村

複数契約 1

令和2年5月1日

4567123

添付書類：①貯金口座振替に関する届出書
　　　　　②貯金口座振替依頼書
　　　　　③貯金通帳の写し

○○農協

○○

1234567

10月25日

令和2年

支店

普通

1234

1

1234567

2

10

4

25

添付書類：「法人登記全部事項証明書」等　変更を証する書類

添付書類：「法人登記全部事項証明書」等　変更を証する書類
　　　　　　※農事組合法人の場合は、総会議事録の写し又は印鑑証明書を添付

添付書類：「法人登記全部事項証明書」等　変更を証する書類

ﾉｳｼﾞｸﾐｱｲﾎｳｼﾞﾝ ｼﾓﾀﾞﾌｧｰﾑ

農事組合法人下田ファーム

ｱｷﾀ ｼﾞﾛｳ

秋田　次郎

○○市○○字○○456番地

農事組合法人下田農園

3456 7890012

連
絡
先

職名

(ﾌﾘｶﾞﾅ)

様式第１６号の３　受け手（法人)　所在地・名称・代表者・金融機関口座変更　入力シート

平成２８年１月２８日

受
け
手

6789

令和２年５月１５日

012 345

申し出年月日

郵便番号

所在地

(ﾌﾘｶﾞﾅ)

名称

○○市○○字○○123番地

令和2年5月15日

○○市農業委員会事務局

平成28年1月28日

代表理事

店舗コード 567
1234-567

代
表
者

(ﾌﾘｶﾞﾅ) ﾀﾞｲﾋｮｳﾘｼﾞ

職名

氏名

従前の
代表者

代表理事

電話番号

携帯番号

一括印刷

オールクリア

契約が複数ある場

合は「１」を入力

一括方式の場合は

市町村名を入力

配分計画の場合は空欄

契約が複数あり、振替月日が異なる場合は振替月日を削除

契約日 H28. 8.31以前：毎年10月25日

契約日 H28. 9. 1以降：毎年11月20日
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様式第１６号の３（受託機関→公社）

令 和 ２ 年 ５ 月 １ ５ 日

事 務 連 絡

　貴公社と農地賃貸借契約を締結している者から、別添のとおり所在地・名称・代

表者・金融機関口座を変更したい旨の届け出が提出されたので、手続きについてよ

ろしくお願いします。

公益社団法人秋田県農業公社

　農地管理部農地集積課　　御中

○○市農業委員会事務局

所在地・名称・代表者・金融機関口座の変更について

変更する項目のみ表示されます

ex)名称変更のみ→表題「名称の変更について」

文中「～別添のとおり名称を

変更したい旨～」
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様式第１６号の３（受け手(法人)→公社）

添付書類

１． 所在地変更

２． 名称変更

３． 代表者変更

４．

※　従前の所在地・名称・代表者(職、氏名)

令 和 ２ 年 ５ 月 １ 日

代表理事　　秋田　次郎

　平成２８年１月２８日付け秋田県公告の農用地利用配分計画等により設定された利用

権の所在地・名称・代表者・金融機関口座を変更したいので、次の書類を添えて申し出

ます。

所在地

法人登記全部事項証明書

法人登記全部事項証明書

法人登記全部事項証明書

（農事組合法人の場合、総会議事録の写し又は印鑑証明書）

公益社団法人秋田県農業公社

　農地管理部農地集積課　　御中

名　称

代表者

○○市○○字○○456番地

代表理事　　秋田　太郎

金融機関口座の変更 ①貯金口座振替に関する届出書

②貯金口座振替依頼書

③貯金通帳の写し

名　称 農事組合法人下田農園

所在地・名称・代表者・金融機関口座の変更について

(電話番号    012 - 345 - 6789 )

所在地(転借人)

○○市○○字○○123番地

〒123-4567

農事組合法人下田ファーム

変更する項目のみ表示されます

ex)名称変更のみ

↓

表題「名称の変更について」

文中「～利用権の名称を変更

したいので～」

添付書類「２．名称変更」のみ
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公益社団法人

〒

私は、上記の振替支払先から請求された賃借料等の口座振替支払いに関し、農業協同組合に

対して、次の通り依頼したのでお届けします。

10 月 25 日 （休日の場合は翌営業日） 年振替日 毎年 振替開始 令和 2

指定口座 預金種目 普通 口座番号 1234567

農協名 ○○農協 店舗名 ○○支店

金融機関コード・店舗コード 1234-567

年 5

備　考

月 15 日

秋
田
県
農
業
公
社
使
用
欄

農
業
協
同
組
合
使
用
欄

確認印

確認日 令和 2

公社提出用

貯金口座振替に関する届出書

秋 田 県 農 業 公 社 御中

令和２年５月１日

振替支払先 公益社団法人　秋田県農業公社 料金等の種類 賃借料等

貯金者
および
契約者

住　所

123-4567

氏　名 農事組合法人下田ファーム

電話番号 012 - 345 - 6789 金融機関への
届出印

○○市○○字○○123番地

フリガナ ﾉｳｼﾞｸﾐｱｲﾎｳｼﾞﾝ ｼﾓﾀﾞﾌｧｰﾑ
届
出
印
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農業協同組合 御中

〒

10 月 25 日 （休日の場合は翌営業日） 年

記

1

2 ．私は振替日に指定口座の残高が、請求金額に対し不足しないよう必要な措置を講じます。

3

4

フリガナ ﾉｳｼﾞｸﾐｱｲﾎｳｼﾞﾝ ｼﾓﾀﾞﾌｧｰﾑ

1234-567

指定口座 預金種目 普通 口座番号 1234567

貯金者
および
契約者

住　所

123-4567 電話番号

氏　名 農事組合法人下田ファーム

012 - 345 - 6789 金融機関への
届出印

組合使用欄

2

  私は、上記の振替支払先から請求された賃借料等を次の口座振替によって支払うこと

としたいので、下記事項を確約のうえ依頼します。

．私が支払うべき賃借料等については私に通知することなく、毎年振替指定日に貴組合所定の方法で支払っ
て下さい。

．貴組合が必要と認めた場合は、私に通知することなく、この口座振替契約を解除されても異議ありませ
ん。

．本取扱に関して万一紛議が生じても貴組合には一切迷惑をおかけしません。

農協名 ○○農協 店舗名

振替日 毎年 振替開始 令和

○○支店

金融機関コード・店舗コード

○○市○○字○○123番地

１部農協保管・１部公社提出

貯金口座振替依頼書

○○

令和２年５月１日

振替支払先 公益社団法人　秋田県農業公社 料金等の種類 賃借料等

届
出
印
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１　様式第１７号の１「契約期間の延長に伴う同意願いについて（依頼）」１部

２  様式第１７号の２「同意書」３部（関係２者及び農業委員会用）

　　※農用地利用集積計画の写しを添付

　　※農用地利用集積計画の土地の一部を延長する場合　⇒ ２と別紙

　　　農用地利用集積計画の土地の全部を延長する場合　⇒ ２のみ

３  様式第７号の２「機構関連事業について」１部（２部印刷され、うち１部は本人用）

※黄色セルに必要事項を入力　→　一括印刷ボタンで必要部数が印刷されます。

市町村名 申請日

受託機関名
代表者役職
氏名

説明者所属機関 集積公告日

賃貸人氏名 賃貸人人数

賃貸人住所

※鏡文の要否に応じて、「一括印刷」ボタンを選択してください。

※複数人の期間延長を同時に行う場合、鑑文を１部にまとめることが可能です。

　鏡文を１部にまとめる場合は、「賃貸人人数」を入力してください。

※「別紙」は、未入力の場合は印刷されませんので、一部延長する場合は、

　漏れなく入力してください。

※農用地利用配分計画の存続期間延長手続きは
同意書ではできません。
様式１１号で解約後、新たな促進計画を作成

○○市○○○○

中間　太郎

H30.4.1

R20.6.30

R10.6.1「変更前」　存続期間（終期）

「変更後」　存続期間（終期）

19

R1.7.13

入 力 シ ー ト

○○市

○○市長　▲▲ △△

契約期間の延長に関する送付書類

○○市農林課

一括印刷
（様式第17号1の1（鏡文）あり）

一括印刷
（様式第17号1の1（鏡文）なし）

複数人の期間延長を同時に行うため、鑑文を
１部にまとめる場合、契約延長する出し手の
人数を入力
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様式第１７号の１（受託機関→公社　1部）

公益社団法人秋田県農業公社
  理 事 長　齋　藤　　了　様　　

○○市長　▲▲ △△

　貴公社と農地賃貸借契約を締結している賃貸人　中間　太郎ほか18名から別紙の

とおり契約期間を延長したい旨の同意願いがありましたので、手続きについてよろ

しくお願いします。

契約期間の延長に伴う同意願いについて（依頼）

令和元年７月１３日

賃貸人人数が入力された場合、人数に応
じて「ほか○名」と表示されます
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様式第１７号の２（賃貸人→公社　３部）

　１ 　土地の所在、地番、地目、面積
　別紙　農地明細のとおり（農用地利用集積計画の写しを添付）

　２

　令和　　年　　月　　日

(賃貸人)
住　所                          　　　　

氏　名
 （自署）

(賃借人)
住　所 秋田市山王四丁目１番２号

公益社団法人秋田県農業公社
氏　名  理 事 長 　齋　 藤　 　了　

　上記１に係る存続期間(終期)を令和１０年６月１日から令和２０年６月３

０日に変更する。

同　　意　　書

○○市○○○○

　平成３０年４月１日付け○○市公告の農用地利用集積計画により設定された利

用権に関する事項について、次のとおり変更することに同意します。

中間　太郎
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（別　紙）

面　積

大字 字 登記簿 現況 ㎡

△△△町〇〇 □□□ 100 田 田 1,000.00

△△△町〇〇 □□□ 101 田 田 1,000.00

△△△町〇〇 □□□ 102 田 田 1,000.00

△△△町〇〇 □□□ 103 田 田 1,000.00

△△△町〇〇 □□□ 104 田 田 2,000.00

△△△町〇〇 □□□ 105 田 田 2,000.00

6筆 8,000.00

土地の所在
地番

地目

合　　計
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（様式７号の２） （農用地等の所有者向け）
様式第１７号添付書類 ※機構が１５年以上借り受ける場合

○ 　 機構関連事業について

○ 　機構関連事業の内容について

（機構チェック欄）

☑ ・

☑ ・

☑ ・

○ 　留意事項について

（機構チェック欄）

☑ ・

☑ ・

秋田県農地中間管理機構　御中

令和　　○年　　○月　　○日

○説明者
  秋田県農地中間管理機構

）

上記内容について説明を受けました。

○所有者

　氏　名(自署)

機構関連事業が行われた農用地等の所有者が機構への貸付けを、自らの
都合で一方的に解除した場合は、特別徴収金（工事に要した費用の全部）が
徴収されます。

中間　太郎

（２部作成、機構・出し手双方保管）

機構関連事業について

事業実施地域については、都道府県が各市町村・地域の農地や担い手の
実態、営農状況等を考慮した上で決定されます。

機構関連事業対象農用地等に係る農用地区域からの除外（農地転用）に
ついては、機構の借受期間が満了し除外要件等を満たす場合に限り可能で
す。

　本説明は、農地中間管理事業の推進に関する法律(平成25年法律第101号)に基づき、機
構関連事業の実施の有無にかかわらず、機構が農用地等を借り受けるに当たって、当該農
用地等の所有者及び貸付けの相手方に対して必ず行わなければならないこと(法律に基づく
義務)とされています。
　なお、本説明をもって、機構関連事業の実施について同意を求めるものではありません。

　　（業務受託機関：○○市農林課

機構関連事業（土地改良法（昭和24年法律第195号）第87条の３第１項の土地改良事業を
いいます。）は、農地中間管理機構が借り入れている農用地等を対象に、農用地等の所有
者や貸付けの相手方の申請によらず、都道府県が農業者の費用負担や同意を求めずに基
盤整備を行う事業です。機構に貸し付けた農用地等については、機構関連事業が行われる
ことがありますので、その内容について説明します。

機構関連事業の対象となる農用地等は、秋田県農地中間管理機構（以下
「機構」といいます。）の借受期間が機構関連事業の計画の決定（公告）時か
ら15年以上あるものです。

機構関連事業は、都道府県が事業実施主体となって、農用地等の所有者
や貸付けの相手方の費用負担や同意を求めずに農地区画整備（これに付随
する農道、農業用排水路、暗渠等の整備を含む。）、農業用用排水施設、農
道及び暗渠等の整備を行う基盤整備事業です。
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　　１部（委託先　⇒　公社）

　  ※１地区につき１部

２　様式第１７号の４「農用地利用集積計画の撤回願（賃貸人→公社→市町村）」

　　２部（市町村用、公社控）

３　添付書類
（１）撤回する農用地利用集積計画の写し

（２）農用地利用集積計画の土地の一部を撤回する場合　⇒ （１）と別紙

　　　農用地利用集積計画の土地の全部を撤回する場合　⇒ （１）のみ

※黄色セルに必要事項を入力　→　一括印刷ボタンで必要部数が印刷されます。

市町村名 申請日

市町村長名 集積公告日

受託機関名

代表者役職
氏名 地区名

賃貸人住所

※鏡文の要否に応じて、「一括印刷」ボタンを選択してください。
※「別紙」は、未入力の場合は印刷されませんので、一部撤回する場合は、
　漏れなく入力してください。

H31.4.5

R1.8.31

○○○市△△字□◇111番

▼▼　▼▼

入 力 シ ー ト

農用地利用集積計画の撤回願

1　 様式１７号の３　鑑「農用地利用集積計画の撤回願について（通知）」

○○○市

会長　▼▼　▼▼ ◆◆地区

□□農業再生協議会

一括印刷
（様式第17号の3（鏡文）なし）

一括印刷
（様式第17号の3（鏡文）あり）
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様式第１７号の３

公益社団法人秋田県農業公社
  理 事 長　齋　藤　　了　様　　

□□農業再生協議会
会長　▼▼　▼▼

農用地利用集積計画の撤回願について（通知）

　ついては、農用地利用集積計画の撤回に同意くださるようお願いします。

令和元年８月３１日

　○○○市◆◆地区において、土地改良法（昭和24年法律第195号）第87条の３第

１項の規定による土地改良事業の実施にあたり、別紙のとおり農用地利用集積計画

の撤回の申し出がありました。
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様式第１７号の４

　様

申請者（賃貸人）
住　所

氏　名
（自　署）

申請者（賃借人）
住　所

氏　名
         　　

1 対象の土地

2

3 撤回後の土地の利用計画

　※　農地中間管理事業の推進に関する法律（平成２５年法律第１０１号）第２条第２項

4 撤回の効力発生日

中間　太郎

○○○市△△字□◇111番

○○○市長　▼▼　▼▼

所　在 面　積

　撤回の公告を行なった日

　土地改良法（昭和24年法律第195号）第87条の３第１項の規定による土地改
良事業の実施にあたり、従来の農地中間管理権を解消した上で、15年以上の農
地中間管理権の再設定を行うことが必要なため。

　農地中間管理機構が農地中間管理権を再設定し、同機構から※農用地等の配
分を受けた転借人が農用地等として利用する。

令和元年８月３１日

　旧農業経営基盤強化促進法（昭和55年法律第65号）第１９条の規定により、平成３１

年４月５日付け○○○市で公告された農用地利用集積計画の下記の土地について、公告

の撤回をお願いします。

撤回を願い出る理由

農用地利用集積計画の撤回願

公益社団法人　秋田県農業公社
　理 事 長　  齋　 藤　　 了

秋田市山王四丁目１番２号

別紙のとおり

地　目地　番
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（別　紙）

面　積

大字 字 登記簿 現況 ㎡

△△△町〇〇 □□□ 100 田 田 1,000.00

△△△町〇〇 □□□ 101 田 田 1,000.00

△△△町〇〇 □□□ 102 田 田 1,000.00

△△△町〇〇 □□□ 103 田 田 1,000.00

△△△町〇〇 □□□ 104 田 田 2,000.00

△△△町〇〇 □□□ 105 田 田 2,000.00

6筆 8,000.00

地番

合　　計

土地の所在 地目

136



機構関連事業に伴う農地中間管理権の撤回及び再取得手続きフロー

↓ ・「様式１７号の４」撤回願いの申請

↓ ・「様式１７号の３・４」撤回願いの通知

・撤回願いの同意
↓ ・市町村へ撤回の依頼

・農業委員会へ撤回願いの通知（写しを送付）

↓

↓

農家

委託先

公社

市町村、農業委員会

農業委員会総会

市町村公告
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出し手（集積計画）

受け手（集積・配分計画）

※農地明細は「別紙」シートに直接入力してください。

様式第１8号の入力シート

農地一時転用の同意願いに関する送付書類

１　農地一時転用の同意願いについて（通知） 受託機関　→　公社

２  農地一時転用の同意願いについて(申請）  出し手・受け手　→　公社

　　　（一時転用に係る計画や図面など）

出し手住所

○○市
H30.1.15

H30.3.28 平成３０年３月２８日 秋田県公告

３  農地明細書「別紙」

４　添付書類
　　　一時転用の内容が確認できる書類

※水色セルに必要事項を入力してください。

○○市農業委員会事務局通知機関名

転用終了日

令和２年５月１日

平成３０年１月１５日
中間　太郎出し手氏名

○○市○○○○10番地

公告市町村

公告日

R3.3.31

公告日

令和３年３月３１日

通知年月日 R2.5.1

転用の理由 公共工事に係る○○として使用するため

受け手氏名

受け手住所
中間　次郎
○○市○○○○987番地

転用

印 刷
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様式第１８号（受託機関→公社　1部）

農地一時転用の同意願いについて（通知）

　貴公社と農地賃貸借契約を締結している出し手 中間　太郎 及び受け手

中間　次郎 から別紙のとおり農地の一時転用の同意願いがありましたの

で、手続きについてよろしくお願いします。

令和２年５月１日

○○市農業委員会事務局

公益社団法人秋田県農業公社
　理 事 長　齋　藤　　了　　様
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　１　転用の期間

　２　変更の理由

　このことについて、平成３０年１月１５日付け○○市公告の農用地

利用集積計画及び平成３０年３月２８日付け秋田県公告の農用地利用

配分計画により、利用権の設定された別紙農地について、一時転用を

したいので同意願います。

中間　太郎

様式第１８号（出し手・受け手→公社　1部）
令和２年５月１日

住　所
(出し手)

公益社団法人秋田県農業公社
　理 事 長　齋　藤　　了　　様

○○市○○○○10番地

農地一時転用の同意願いについて(申請）

氏　名
 （自署） 中間　次郎

氏　名
 （自署）

住　所
(受け手)

○○市○○○○987番地

令和　　　年　　　月　　　日

公益社団法人秋田県農業公社
　理 事 長　　齋　藤　　了

上記申請について同意します。
　なお、許可後速やかに許可書の写しを提出してください。
　また、転用事業完了後は完了届の写しを提出してください。

　公共工事に係る○○として使用するため

　農地法許可日から令和３年３月３１日まで

記
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（別　紙）

面　積
登記簿 現況 (㎡)

〇〇 □□□ 100 田 田 3,858.00

〇〇 □□□ 101 田 田 2,000.00

〇〇 □□□ 102 田 田 1,500.00

〇〇 □□□ 103 田 田 1,015.00

〇〇 □□□ 104 田 田 1,015.00

〇〇 □□□ 105 田 田 1,015.00

10,403.00

土地の所在：○○市

地番

合　　計 6筆

大字 字
地目

141



※公社同意書受取り後、各農業委員会へ申請

一時転用計画

中間管理機構同意

 （秋田県農業公社）

 

  依頼者に返送

同意願に、賃貸人・転借人  双方署

名押印し公社に同意を申請する。

 （別紙同意願書参考）

秋田県農業会議常設審議委員会
（基本、毎月２５日）

 ・市町村に答申後、市町村で許可

※転用規模により、市町村から農業会議に諮問
（３，０００㎡以上）

転用申請
 （各農業委員会案件締切日）

各農業委員会総会（月１回）
 （許　可）
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参考様式１号の１

事 務 連 絡
令和 年 月 日

（業務委託先名）

贈与税の納税猶予の特定貸付けに関する届出書について

　貴公社と農地賃貸借契約を締結している者から、別紙のとおり依頼がありましたので、

手続きについてよろしくお願いします。

公益社団法人秋田県農業公社
　理 事 長　　齋　藤　　了　　様
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参考様式１号の１

令和　　　年　　　月　　　日

 

申請者 住所

氏名

所　在　地　番 地　目 面　積 貸付けが行われた年月日

 ※別紙のとおり

秋農公－　　　　－　

令和　　　年　　　月　　　日　　

　上記の農地等について行われた貸付けが、農地中間管理事業の推進に関する法律第２条

第３項に規定する農地中間管理事業のために行われた貸付けであることを証明する。

公益社団法人秋田県農業公社

　理 事 長　　齋　藤　　了

特定貸付けを行った旨の証明書

証　　明　　願

記

　租税特別措置法第70条の４の２第１項の適用を受けるため、同法第70条の４第１項の規

定の適用を受ける下記の農地等について行われた貸付けが、同法第70条の４の２第１項各

号に掲げる農地中間管理事業の推進に関する法律第２条第３項に規定する農地中間管理事

業のために行われた貸付けであることを証明願います。

公益社団法人秋田県農業公社
　理 事 長　　齋　藤　　了   様
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別紙：土地の表示

所　在　地　番 地　目 面　積(㎡) 貸付けが行われた年月日
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参考様式１号の２

事 務 連 絡
令和 年 月 日

（業務委託先名）

相続税の納税猶予の特定貸付けに関する届出書について

　貴公社と農地賃貸借契約を締結している者から、別紙のとおり依頼がありましたので、

手続きについてよろしくお願いします。

公益社団法人秋田県農業公社
　理 事 長　　齋　藤　　了　　様
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参考様式１号の２

令和　　　年　　　月　　　日

 

申請者 住所

氏名

所　在　地　番 地　目 面　積 貸付けが行われた年月日

 ※別紙のとおり

秋農公－　　　　－　

令和　　　年　　　月　　　日　　

　上記の農地等について行われた貸付けが、農地中間管理事業の推進に関する法律第２条

第３項に規定する農地中間管理事業のために行われた貸付けであることを証明する。

公益社団法人秋田県農業公社

　理 事 長　　齋　藤　　了

特定貸付けを行った旨の証明書

証　　明　　願

記

　租税特別措置法第70条の６の２第１項又は第３項の適用を受けるため、同法第70条の６

第１項の規定の適用を受ける下記の農地等について行われた貸付けが、同法第70条の６の

２第２項各号に掲げる農地中間管理事業の推進に関する法律第２条第３項に規定する農地

中間管理事業のために行われた貸付けであることを証明願います。

公益社団法人秋田県農業公社
　理 事 長　　齋　藤　　了   様
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別紙：土地の表示

所　在　地　番 地　目 面　積(㎡) 貸付けが行われた年月日
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参考様式２号

公益社団法人　秋田県農業公社
　理 事 長　　齋　藤　　了　　様

市　町　村　長　　印

当該区域に借受希望者がいない。

借受希望者との交渉の結果、条件面で折り合わなかった。
差押・土地改良区賦課金の滞納等があった。
その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

１　所有者の住所、氏名

住所：

氏名：

２　対象農用地等
番号 市町村名 大字 字 地番 地目 面積(㎡)
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

※添付書類：様式第５号の１「貸付希望農用地等の登録申請書」の写し

秋 農 公 ―
令和　　年　　月　　日

（秋田県農地中間管理機構）
公益社団法人　秋田県農業公社

　理 事 長

令和　　年　　月　　日

　●●　　年　　月　　日付けで、貸付希望農用地等の登録申請があった農地のうち、下
記の農用地等については、次の理由により農地中間管理機構が借受けをしない旨を証明願
います。
　

農地中間管理機構が借受けをしない農用地等について（証明願）

　上記の農用地等について、現時点では農地中間管理機構が借受けしないことを証明しま
す。

　齋　 藤　　了
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参考様式３号 

令和  年  月  日 

 

 

公益社団法人 秋田県農業公社 

 理 事 長  齋  藤   了 様 

 

 

（申請者）              

住 所               

氏 名               

 

 

戸籍関係書類の原本還付について（依頼） 

 

 

今回、農地中間管理事業による農地の貸借にあたり、戸籍関係書類を送付し

ましたが、原本を還付してくださるようお願いします。 

原本還付を希望する場合は、本様式に戸籍関係書類の 

原本一式とコピー１部を添付して提出してください 

150



 

参考様式４号の１ 

令和  年  月  日 

 

 

 〇〇市町村農業委員会 会長 〇〇 〇〇 様 

 

 

〇〇市町村長 〇〇 〇〇   

 

 

農用地利用集積等促進計画（案）に対する意見聴取について（依頼） 

 

 

 農地中間管理事業の推進に関する法律第１９条第４項の規定により、標記計

画案に対する意見を聴取します。 

つきましては、内容を御確認いただき、意見がある場合はその内容を御回答

くださるようお願いいたします。 

 

 

【添付資料】 

 農用地利用集積等促進計画（案） 
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参考様式４号の２ 

令和  年  月  日 

 

 

 〇〇市町村長 〇〇 〇〇 様 

 

 

 〇〇市町村農業委員会 会長 〇〇 〇〇  

 

 

農用地利用集積等促進計画（案）に対する意見聴取について（回答） 

 

 

   

 農地中間管理事業の推進に関する法律第１９条第４項の規定により、令和 

年 月 日付け文書で依頼されました標記の件について、次により回答しま

す。 

 

【回答内容】 

（意見なし） 

提示された農用地利用集積等促進計画（案）の内容に意見はありません。 

 

（意見あり） 

 提示された農用地利用集積等促進計画（案）の内容に、次により意見を出し

ます。 

 意見内容：○○○○○○○○○○○○○○○○ 

本様式の写し（１部）を機構へ提出 
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年 月 日

公益社団法人 秋田県農業公社

  理 事 長   齋　藤　　了　　様

＜添付資料＞

農用地利用集積等促進計画（案）

参考様式５号

農用地利用集積等促進計画の策定について（要請）

  農地中間管理事業の推進に関する法律第１８条第１１項の規定により、

農用地利用集積等促進計画を定めるよう要請します。

〇〇市町村農業委員会　会長　●●　●●

(公社貸付）

令和

地域計画を未策定
又は

地域計画の区域外

原則、押印省略
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